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施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

土留工(1)

土留材 L=11.00ｍ 枚 53 53 

L=10.50ｍ 枚 359 359 

L=10.00ｍ 枚 510 643 1,153 

L=13.00ｍ 枚 200 200 

L=11.50ｍ 枚 493 493 

ｔ 719.336 489.323 1,208.659 

ｔ 496.170 496.170 

ｔ 719.336 985.493 1,704.829 

鋼矢板打込工

枚 922 643 1,565 

枚 200 200 

枚 493 493 

　　計 枚 922 1336 2,258 

鋼矢板引抜工 枚 922 983 1,905 

枚 100 100 

枚 253 253 

　　計 枚 1336 1,336 

箇所 922.00 983.00 1,905 

ｔ 646.89 670.610 1,317.50 

ｔ 72.445 62.310 134.755 

支保工 ｔ 184.636 328.12 512.756 

ｔ 40.62 72.19 112.810 

ｔ 7.386 13.12 20.506 

　　計 ｔ 232.642 413.43 646.072 

土留工(2)

掘削深 H=3.50m以下 ｍ 10.00 10.00 

掘削深 H=3.00m以下 ｍ 36.00 36.00 

掘削深 H=3.50m以下 ｍ 10.00 10.00 

掘削深 H=3.00m以下 ｍ 36.00 36.00 

掘削深 H=3.50m以下 ｍ 35.00 35.00 

掘削深 H=3.00m以下 ｍ 108.00 108.00 

数 量 総 括 表 (1)

数　　量 摘　　要 

鋼矢板工

鋼矢板Ⅳ型

鋼矢板Ⅲ型

鋼矢板Ⅳ型

鋼矢板Ⅲ型

計

油圧式バイブロハンマ（単独
施工） （延長） （重量）

陸上施工(Nmax＜50) 626.00 1,208.628 

197.20 340.170 

80.00 156.000 

903.20 1,704.798 

（延長） （重量）

78.000 

101.20 174.570 

101.20 252.570 

鋼矢板切断

鋼矢板残置

スクラップ

主部材

副資材(A)

副資材(B)

簡易土留工

建込工

引抜工

土留材（両側）

種　　別 細　　別 規　　格 単位

鋼矢板Ⅳ型
打込長12ｍ以下

鋼矢板Ⅲ型
打込長15ｍ以下

鋼矢板Ⅲ型
打込長12ｍ以下

油圧式バイブロハンマ
陸上施工

鋼矢板Ⅳ型
引抜長2ｍ以下

鋼矢板Ⅲ型
引抜長15ｍ以下

鋼矢板Ⅲ型
引抜長12ｍ以下



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

下流工区 上流工区

土工 787.63 1191.8 1,979.43 

3633.67 5447.48 9,081.15 

1476.08 3030.93 4,507.01 

ｍ3 5897.38 9670.21 15,567.59 

2504.61 4539.41 7,044.02 

5,897.4 9,670.2 15,567.57

884.26 1,377.38 2,261.64 

貯留槽
プレキャストボックス
カルバート工

ｍ 171 252 423.00

0.80 0.40 1.20

171.80 252.40 424.20

160 239 399 

4 3 7 

4 3 7 

1 1 2 

1 1 

2 2 

1 1 

1 1 

1 1 

2 1 3 

下流工区 上流工区

基礎工 再生砕石（t-20cm） ｍ3

188.04 248.63 436.67

5.33 5.33

数 量 総 括 表 (2)

数　　量 摘　　要 

据付工（貯留槽）

材料（貯留槽）

砕石基礎工

種　　別 細　　別 規　　格 単位

バックホウ掘削工 Ｈ≦5ｍ障害物無し ｍ3

Ｈ≦5ｍ障害物有り ｍ3

5.0ｍ＜Ｈ ｍ3

　計

埋戻し工
再生砕石
最大1ｍ以上4ｍ未満 ｍ3

発生土処分工
ダンプトラック
（10ｔ級） ｍ3

基面整正 ｍ2

ボックスカルバート 3000×4500

２分割端面板 3600×5100 ｍ

３分割端面板 3600×5100 ｍ

　計 ｍ

標準
3000×4500 1.00ｍ/個 個

標準＋頂板開口
3000×4500

差口ﾌﾗｯﾄ
1.00ｍ/個 個

標準＋頂板開口
3000×4500

受口ﾌﾗｯﾄ
1.00ｍ/個 個

3000×4500
差口ﾌﾗｯﾄ
1.00ｍ/個 個

3000×4500
受口ﾌﾗｯﾄ
1.00ｍ/個 個

調整
3000×4500 0.80ｍ/個 個

調整
3000×4500 1.15ｍ/個 個

斜角
3000×4500

994/1006
1.00ｍ/個 個

斜角
3000×4500

1139/1151
1.145ｍ/個 個

２分割端面版
3600×5100 0.40ｍ/個 個

コンクリート基礎工
無筋コンクリート
18-8-40 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

構造物②
落差工

3.60 3.60

1.68 1.68

0.72 0.72

3.40 3.40

0.40 0.40

0.30 0.30

0.30 0.30

0.60 0.60

11.00 11.00

2 2

1

1 1

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

1 1

1 1

1 1

個 1 1

個 2 2

6.97 6.97

4.24 4.24

6.4 6.40

39.8 39.80

17.90 17.90

8 8

1 1

72.07 72.07

数 量 総 括 表 (3)

数　　量 摘　　要 

据付工（落差工）

材料（落差工）

種　　別 細　　別 規　　格 単位

ボックスカルバート 2000×4000 ｍ

2000×3000 ｍ

2000×2500 ｍ

3000×2000 ｍ

接続版A 3600×5100 ｍ

接続版B 2600×5490 ｍ

接続版C 2520×3552 ｍ

接続版D・E 3480×2520 ｍ

　計 ｍ

ボックスカルバート
2000×4000 0.865ｍ/個 個

差口フラット
0.865ｍ/個 個

受口フラット
1.005ｍ/個 個

2000×3000
差口フラット
0.775ｍ/個 個

受口フラット
0.905ｍ/個 個

2000×2500
両フラット
0.720ｍ/個 個

3000×2000 1.005ｍ/個 個

差口フラット
0.695ｍ/個 個

受口フラット
0.695ｍ/個 個

接続版A
3600×5100 0.400ｍ/個 個

接続版B
2600×5490 0.300ｍ/個 個

接続版C
2520×3552 0.300ｍ/個

接続版D・E
3480×2520 0.300ｍ/個

基礎工
BOX　　　　　　　　　　　　　
コンクリート基礎工

無筋コンクリート
18-8-40 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

基礎　　　　　　　　　　　　　　　
コンクリート工

無筋コンクリート
18-8-40 ｍ3

埋戻工 再生砕石（t-20cm） ｍ3

越流施設 据付工（越流施設）

U型水路 2000×1800 ｍ

材料（越流施設）

U型水路
2000×1800 2.005ｍ/個 個

1.860ｍ/個 個

目地材 瀝青質板、t-10mm ｍ2



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

基礎工 再生砕石（t-20cm） ｍ3

6.77 6.77

5.37 5.37

RCスラブ

39 39

39 39

0.062 0.062

156 156

0.038 0.038

桁　材

12 12

1 1

8.53 8.53

64.95 64.95

11.44 11.44

0.641 0.641

0.215 0.215

0.291 0.291

0.03 0.030

0.01 0.010

0.641 0.641

0.215 0.215

0.291 0.291

0.030 0.030

0.010 0.010

48 48

4 4

0.03 0.03

角落し

1 1

11 11

1 1

1 1

11 11

1 1

数 量 総 括 表 (4)

数　　量 摘　　要 

砕石基礎工

据付工（RCスラブ）

桁材設置工

材料（桁材）

角落し設置工

材料（角落し）

種　　別 細　　別 規　　格 単位

コンクリート基礎工
無筋コンクリート
18-8-40 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

RCスラブ
1400×1333 ｔ-130mm 枚

材料（RCスラブ）

RCスラブ
1400×1333 ｔ-130mm 枚

差筋 D16 ｔ

あと施工アンカー
樹脂アンカー
（D16用） 本

無収縮モルタル ｍ3

標準部　300×500 L=4.0ｍ 本

下流端部　300×500 L=4.0ｍ 本

コンクリート工
鉄筋コンクリート
24-8-25 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

一般型枠
（円形紙管）φ50 ｍ

鉄筋工 D13 ｔ

D19 ｔ

D25 ｔ

鉄筋工(差筋) D16 ｔ

D19 ｔ

鉄筋 D13 ｔ

D19 ｔ

D25 ｔ

差筋 D16 ｔ

D19 ｔ

あと施工アンカー
樹脂アンカー
（D16用） 本

樹脂アンカー
（D19用） 本

無収縮モルタル ｍ3

角落し(FFU)
呼称50
890×200×49 箇所

呼称50
1040×200×49 箇所

呼称50
990×200×49 箇所

角落し(FFU)
呼称50
890×200×49 箇所

呼称50
1040×200×49 箇所

呼称50
990×200×49 箇所



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

18.84 18.84

9.71 9.71

0.97 0.97

ｍ3 1.79 1.79

ｍ2 13.94 13.94

ｔ 0.143 0.143

0.02

ｔ 0.143 0.143

0.02 0.020

14 14

14.04 14.04

15.32 15.32

15.79 15.79

12.12 12.12

マンホール工

1 1

1 1

1 1

4 3 7

2 2 

4 1 5 

2 2 

2 2 

3 3 6 

3 3 

1 1 

2 3 5 

1 1 2 

0.04 0.03 0.07 

2.4 2.3 4.7 

数 量 総 括 表 (5)

数　　量 摘　　要 

材料

材料（鉄蓋）

種　　別 細　　別 規　　格 単位

基礎コンクリート工 コンクリート工
鉄筋コンクリート
24-8-25 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

鉄筋工 D13 ｔ

現場打ち
コンクリート工 コンクリート工

鉄筋コンクリート
24-8-25

型枠工
一般型枠
（小型構造物）

鉄筋工 D13

鉄筋工(差筋) D13 ｔ

鉄筋 D13

差筋 D13 ｔ

あと施工アンカー
樹脂アンカー
（D13用） 本

インバート
コンクリリート工 コンクリート基礎工

無筋コンクリート
18-8-40 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

耐摩耗板設置工 t-20mm ｍ2

目地材 瀝青質板 t-10mm ｍ2

組立マンホール工 矩形組マンホール 1800×1800 箇所

３号組立マンホール
設置高7.27ｍ
（市場単価外） 箇所

２号組立マンホール
4ｍ以下
（市場単価） 箇所

１号組立マンホール
3ｍ超～4ｍ以下
（市場単価） 箇所

3ｍ以下
（市場単価） 箇所

親子蓋 T-25
（φ900-φ600）

φ600：格子蓋（幅広タイ
プ）排気防臭中蓋付 組

鉄蓋 T-25（φ600）
格子蓋（幅広タイプ）排
気防臭中蓋付 組

標準 組

材料（組立マンホール）

調整駒緊結セット H=25 組

H=45 組

調整リング φ900 H=100 個

調整リング φ600 H=50 個

H=100 個

H=150 個

無収縮モルタル ハイジャスター ｍ3

袋



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

個 1 1 

個 1 1 

個 1 1 

個 1 1 

個 1 1 

個 1 1 

箇所 1 1 

1 1 

2 2 

1 1 

1 1 

1 1 

1 2 

3 1 7 

4 1 8 

4 1 6 

管渠工①

0.74 0.74 

2 2 

0.74 0.74 

1.04 1.04 

0.57 0.57 

0.043 0.043 

4.23 4.23 

0.043 0.043 

数 量 総 括 表 (6)

数　　量 摘　　要 

材料
（3号組立マンホール）

材料
（2号組立マンホール）

材料
（1号組立マンホール）

種　　別 細　　別 規　　格 単位

材料
（矩形組立マンホール）

呼び名：180B形
1800×1800

頂板
1800×1800

呼び名：180B形
H=300 個

基礎ブロック
1800×1800

呼び名：180B形
H=1500 個

基礎ブロック
1800×1800

呼び名：180B形
H=1200 個

スクリーン設置気宇
（材工共） 四面体スクリーン 式

斜壁ブロック
φ900×φ1500 Ⅰ種　H=300

直壁ブロック
φ1500 Ⅰ種　H=1200

Ⅰ種　H=1500

Ⅰ種　H=1800

躯体ブロック
φ1500 Ⅱ種　H=2100

底版ブロック
φ1500 Ⅱ種　H=150

削孔 SPφ150

斜壁ブロック
φ900×φ1200 Ⅰ種　H=300 個

直壁ブロック
φ1200 Ⅰ種　H=1200 個

踊り場直壁ブロック
φ1200 Ⅰ種　H=600 個

連結直壁ブロック
φ1200 Ⅰ種　H=300 個

グレーチング φ600 組

斜壁ブロック
φ600×φ900 Ⅰ種　H=450 個

床板斜壁ブロック
φ900 Ⅰ種　H=150 個

直壁ブロック
φ900 Ⅰ種　H=900 個

Ⅰ種　H=1500 個

削孔 VUφ300 箇所

放流渠 HPφ800(A-2）
ポンプ槽～堆砂槽
堆砂槽　～貯留管

管布設工 鉄筋コンクリート管布設工 （A-2）HPφ800 ｍ

材料

E形推進管 EJA52(AW2) 半管（1.20m/本） 本

管基礎工 コンクリート基礎工 ｍ

鉄筋コンクリート 24-8-25 ｍ3

無筋コンクリート 18-8-40 ｍ3

鉄筋工 ｔ

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

鉄筋工 D13 ｔ



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

排気口 排気口（排気管）

20.62 3.56 24.18 

73 15 88 

1.83 0.36 2.19 

13.35 2.65 16.00 

フェンス設置工 H=1.50m

18.00 4 22.00 

17 4 21 

18.00 0.12 18.12 

0.48 0.12 0.60 

7.72 1.85 9.57 

14.00 3 17.00 

4 1 5 

数 量 総 括 表 (7)

数　　量 摘　　要 

下水道用硬質塩化ビニル管
（VUφ300）

メッシュフェンス

材料

種　　別 細　　別 規　　格 単位

管設置工 硬質塩化ビニル管設置工 VUφ300（材工共） ｍ

材料

耐候性テープ 幅＝60mm ｍ

保護コンクリート工 コンクリート工
無筋コンクリート
18-8-40 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

フェンス設置工 H=1.50m ｍ

支柱工 本

金網工 ｍ

基礎コンクリート

コンクリート工
無筋コンクリート
18-8-40 ｍ3

型枠工
一般型枠
（小型構造物） ｍ2

メッシュフェンス
H=1.50ｍ

金網・支柱：めっき
＋塗装 ｍ

メッシュフェンス門扉
H=1.50ｍ×W=1.00ｍ 基



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

推進工 HPφ800（A-2）

7 7 

1 1 

下水道用積算標歩掛（白
本）

日本推進技術協会歩掛
（刃口式推進工法）

14 14 

7 7 

1 1 

14 14 

14 14 

14 14 

11.22 11.22 

14 14 

7 7 

1 1 

4.68 4.68 

9.01 9.01 

4.68 4.68 

1 1 

別途計上

別途計上

1 1 

1 1 

0.84 0.84 

4.7 4.7 

2 2 

7 7 

4.2 4.2 

1 1 

1 1 

ｍ3 4.68 4.68 

ｍ3 4.68 4.68 

数 量 総 括 表 (8)

数　　量 摘　　要 

刃口推進工法

種　　別 細　　別 規　　格 単位

管材料

推進管（内圧管）
2種-50kN（AW4X52） 標準管（2.43m/本） 本

半管（1.20m/本） 本

刃口推進工
推進工法用
鉄筋コンクリート管 HPφ800（A-2） ｍ

推進管（内圧管）
2種-50kN（AW4X52） 標準管（2.43m/本） 本

半管（1.20m/本） 本

管内掘削工 ｍ

坑内作業工 ｍ

坑外作業工 ｍ

発生土処理 ｍ3

裏込め

裏込注入工
裏込め材
126.0 ℓ/ｍ ｍ

管目地

目地モルタル工
モルタル工100箇所当り
0.12ｍ3 箇所

仮設備工 支圧壁 箇所

コンクリート工 18-8-40 ｍ3

型枠工 小型 ｍ2

コンクリート取壊し工 ｍ3

クレーン設備組立撤去 ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4.9t吊 箇所

立坑基礎 箇所

コンクリート 18-8-40 ｍ3

坑口 箇所

発進坑口工 鋼矢板Ⅳ型用 箇所

コンクリート工 24-8-25 ｍ3

型枠工 鉄筋 ｍ2

鏡切り 箇所

発進坑口鏡切工 鋼矢板Ⅳ型 ｍ

到達坑口鏡切工 鋼矢板Ⅳ型 ｍ

刃口及び推進設備

推進設備工 箇所

刃口撤去工 箇所

殻搬出

残塊処理



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

通信・換気設備工 式

通信配線設備工 式

式

換気設備工 式

注入設備工 式

注入設備工 式

1 1 

1 1 

立坑設備工 式

仮設階段 箇所

仮設作用台 箇所

管清掃工 ｍ

管清掃 ｍ

薬液注入工

薬液注入工
ポンプ槽
土留め止水防護 本 3 

到達部
土留め止水防護 本 3 

推進部管路防護 本 42 

発進部
土留め止水防護 本 5 

落差部
土留め止水防護 本 3 

据付・解体(２セット) 現場 1 

移設(２セット)
ポンプ槽→推進部
推進部　→落差部 回 2 

数 量 総 括 表 (9)

数　　量 摘　　要 

通信配線設備
下水道用積算標歩掛(白本)対
象外(泥水・泥濃式のみ)

下水道用積算標歩掛(白本)対
象外(泥水・泥濃式のみ)

換気設備
下水道用積算標歩掛(白本)対
象外(泥水・泥濃式のみ)

下水道用積算標歩掛(白本)対
象外(泥水・泥濃式のみ)

注入設備
下水道用積算標歩掛(白本)対
象外(泥水・泥濃式のみ)

下水道用積算標歩掛(白本)対
象外(泥水・泥濃式のみ)

立坑設備工
下水道用積算標歩掛(白本)対
象外

下水道用積算標歩掛(白本)対
象外

下水道用積算標歩掛(白本)対
象外

管清掃工
下水道用積算標歩掛(白本)対
象外

下水道用積算標歩掛(白本)対
象外

二重管ストレーナ工法
（複相方式)

注入設備

種　　別 細　　別 規　　格 単位

推進水替工 推進水替工 式

 推進用水替 式



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

軟弱地盤処理工

高圧噴射攪拌工

8 8 

84 84 

54 54 

4 4 

6 6 

65 65 

35 35 

1 

1 

水中ポンプ設置工

1 

1 

1 

1 

1 

1 

19 

3 

10 

25 

37 

3 

8 

6 

8 

11 

2 

10 

1 

1 

1 

数 量 総 括 表 (10)

数　　量 摘　　要 

二重管工法

種　　別 細　　別 規　　格 単位

下流区間① 有効径φ3400mm 本

下流区間② 有効径φ3400mm 本

中間区間① 有効径φ3400mm 本

中間区間①' 有効径φ3400mm 本

中間区間②' 有効径φ3400mm 本

中間区間② 有効径φ3400mm 本

上流区間① 有効径φ3400mm 本

注入設備

据付・解体（撤去） 現場

移設(移動) 下流工区→上流工区 回

水中ポンプ 着脱式水中雨水ポンプ設置工 組

ノンクロッグ型
φ100

吐出量：1.771ｍ
３
/分 式

中継ポンプ用制御盤 制御盤設置工 組

中継ポンプ用制御盤
屋外用装柱型
W800×D350×H1500 式

引込計器盤 引込計器盤設置工 組

引込計器盤
屋外用屋根付2段扉
W500×D200×H830 式

電線管 電線管 PE22 ｍ

電線管 PE28 ｍ

電線管 PE36 ｍ

電線管 FEP40 ｍ

電線管 FEP30 ｍ

電線管 HIVE16 ｍ

ケーブル ケーブル EM－CE14□×３C ｍ

ケーブル EM－CE２□×３C ｍ

ケーブル EM－CE3.5□×２C ｍ

電線 電線 EM－IE5.5□ ｍ

接地材 (ED) 式

(ELA) 式

接地埋設標示板 個

ケーブル埋設シート ｍ

引込柱 本

装柱材 式

支線材 式



施工延長Ｌ＝ ｍ

下流工区 上流工区 計

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

数 量 総 括 表 (11)

数　　量 摘　　要 
種　　別 細　　別 規　　格 単位

ポンプ設備用水位計 水位計設置工 組

圧力式水位計 SUS304 式

都市下水路用水位計 水位計設置工 組

圧力式水位計
SUS304

（測定範囲0～5ｍ） 式

フロート式水位計 水位計設置工 組

圧力式水位計 樹脂 式

プルボックス プルボックス取付工 組

プルボックス
SUS304
W200×D154×H200 式

可撓管 可撓管設置工 式

150A×500㎜ 100㎜偏心用　ゴム 式

逆止弁 逆止弁設置工 組

ボール式逆止弁（100A)
JISフランジ10K
SCS/NBR 式

ステンレス鋼鋼管 ステンレス鋼鋼管配管工 式

SUS304　Sch20S
100A 本

SUS304　Sch20S
150A 本

仕切弁 仕切弁設置工 組

ボール式仕切弁（100A)
JISフランジ10K
SCS 式

空気抜き弁 空気弁設置工 組

ボール式空気弁(25A） ねじ込み式　SCS 式

防波管 防波管設置工 式

ＶＵ有孔管 300A×1500㎜ 式

中間スラブ 中間スラブ取付工 式

中間スラブ
3号（1500㎜）ﾏﾝﾎｰﾙ用
FRP製 式



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§2．下 流 区 間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) マンホール工 

 



ポンプ槽 1.0式当り

単位 数　　量

組立マンホール工

３号組立マンホール 箇所 1

マンホール設置高 ｍ

組立マンホール設置工 マンホール深6ｍ超（市場単価外） 箇所 1

材　料

T-25

親子蓋（φ900-φ600） φ600：格子蓋（幅広タイプ）排気防臭中蓋付 組 1

調整駒緊結セット

Ｈ=25 組 1

調整リング

φ900 H=100 組 1

斜壁ブロック Ⅰ種

φ900×φ1500 H=300 個 1

直壁ブロック Ⅰ種

φ1500 H=1200 個 1

直壁ブロック Ⅰ種

φ1500 H=1500 個 1

直壁ブロック Ⅰ種

φ1500 H=1800 個 1

躯体ブロック Ⅱ種

φ1500 H=2100 個 1

底版ブロック Ⅱ種

φ1500 H=150 個 1

削孔 SPφ150 箇所 1

HＰφ800 箇所 1

マンホール工①

項　　目 計　算　式

7.270



堆砂槽 1.0式当り

単位 数　　量

組立マンホール工

上部工

２号組立マンホール φ1200 箇所 1

下部工

矩形組立マンホール 1800×1800 （呼び名：180B形） 箇所 1

上部工 マンホール設置高 ｍ

組立マンホール設置工 ２号マンホール　4ｍ以下（市場単価） 箇所 1

下部工 1800×1800 （呼び名：180B形）

組立マンホール設置工 マンホール設置高 ｍ

1800×1800 H=300 個 1

1800×1800 H=1500 個 1

1800×1800 H=1200 個 1

材　料

T-25

親子蓋（φ900-φ600） φ600：格子蓋（幅広タイプ）排気防臭中蓋付 組 1

調整駒緊結セット

H=25 組 1

調整リング

φ900　H=100 組 2

斜壁ブロック Ⅰ種

φ900×φ1200 H=300 個 1

直壁ブロック Ⅰ種

φ1200 H=1200 個 2

踊り場直壁ブロックⅠ種

φ1200 H=600 個 1

連結直壁ブロック Ⅰ種

φ1200 H=300 個 1

1800×1800 H=300 個 1

1800×1800 H=1500 個 1

1800×1800 H=1200 個 1

グレーチング φ600 組 1

管外径（上下流） φ960

マンホール工②

項　　目 計　算　式

3.935

3.000

頂板（呼び名：180B形）

基礎ブロック（呼び名：180B形）

基礎ブロック（呼び名：180B形）

頂板（呼び名：180B形）

基礎ブロック（呼び名：180B形）

基礎ブロック（呼び名：180B形）



堆砂槽 1.0式当り

単位 数　　量

マンホール工②

項　　目 計　算　式

V ＝ π ／ 4 × （ ^2 - ^2 )

無収縮モルタル × ＝ ｍ3 ｍ3 0.01

ハイジャスター 25 kg/袋 ＝ m3/袋

N ＝ ／ ＝ 袋 袋 0.5

見積価格 四面体スクリーン 1200×1200×300

スクリーン設置工 材工共 目幅50mm 式 1

敷モルタル × × ＝ m3 0.1

あと施工アンカー ＝ 本 本 16

1.14 0.90

0.015 0.006

0.013

0.006 0.013 0.46

2.160 2.160 0.020 0.09 

M１６ SUS 16



点検人孔 1.0式当り

単位 数　　量

組立マンホール工

１号組立マンホール 箇所 4

平均マンホール設置高 ｍ

組立マンホール設置工 マンホール深3ｍ以下（市場単価） 箇所 4

材　料

T-25

鉄蓋（φ600） φ600：格子蓋（幅広タイプ）排気防臭中蓋付 組 4

調整駒緊結セット

H=25 組 1

調整駒緊結セット

H=45 組 3

調整リング

φ600 H=50 個 1

調整リング

φ600 H=100 個 2

調整リング

φ600 H=150 個 1

斜壁ブロック Ⅰ種

φ600×φ900 H=450 個 1

床板斜壁ブロック Ⅰ種

φ900 H=150 個 3

直壁ブロック Ⅰ種

φ900 H=1500 個 4

削孔 VUφ300 箇所 4

無収縮モルタル

V ＝ π ／ 4 × （ ^2 - ^2 )

× ＝ ｍ3 ｍ3 0.03

ハイジャスター 25 kg/袋 ＝ m3/袋

N ＝ ／ ＝ 袋 袋 1.9

削孔（１号人孔部） 4

マンホール工③（点検人孔）

項　　目 計　算　式

1.360

点検人孔 設置高 点検人孔 設置高

No.1 1.293 No.4 1.547

No.2 1.264 計 5.440

No.3 1.336 平均 1.360

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1 1 3

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1 2

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1 1 3

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1 1 1 4

No.1 No.2 No.3 No.4 計

1 1 1 1 4

No.1 No.2 No.3 No.4 計

0.033 0.004 0.026 0.037 0.100

0.82 0.60

0.100 0.025

0.013

0.025 0.013 1.92



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 管 渠 工 

 



管渠工HPφ800 1.0式当り

単位 数　　量

管布設工

（A-2） 内圧管 HPφ800 （A-2） E形管 AW2X51 （半管）

鉄筋コンクリート管 HPφ800 外圧強さ １種 継手性能 JA ｍ/本

鉄筋コンクリート管布設工 L ＝ ＋ ＝ ｍ ｍ 0.74

L ＝ ＋ ＝ ｍ

材料 N ＝ ÷ ｍ/本（半管） ＝ 本 本 2

管基礎工

コンクリート基礎工 L ＝ ＋ ＝ ｍ ｍ 0.74

管基礎コンクリート V ＝( × － × ^2 ）

鉄筋コンクリート 24-8-25 × ＝ ｍ3 ｍ3 1.04

嵩上げコンクリート V ＝ × ×

無筋コンクリート 18-8-40 ＋ × × ＝ ｍ3 ｍ3 0.57

図面㉖より

鉄筋工 D13 W ＝ ＋ ＝ kg ｔ 0.043

A ＝ （ ＋ ) × × 2

型枠工 一般 ＋ （ ＋ ) × × 2

＝ ｍ2 ｍ2 4.23

管渠工（放流渠）

項　　目 計　算　式

1.20

0.370 0.370 0.740

0.874 0.950 1.824

1.824 1.20 1.52

0.370 0.370 0.740

1.460 1.460 π/4 0.960

0.740 1.042

1.460 0.527 0.370

1.460 0.530 0.370 0.571

24.432 18.552 42.984

1.460 0.527 0.694

1.460 0.530 0.370

4.231



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) プレキャストボックス 

 



No.0+7.60 No.0+8.00 No.8+19.00

～ ～ ～

No.0+8.00 No.8+19.00 No.8+19.40

区間延長 0.400 171.000 0.400 ｍ 171.800

据付延長 0.400 171.000 0.400 ｍ 171.800

規格 長さ 製品No 製品No 製品No

幅×高さ×長さ ｍ/個 製品No 1 2～171 172 

ﾎﾞｯｸｽ据付工

160 個 160
ボックスカルバート 3000×4500×1000 標準 標準 1.005 160.800 ｍ 160.800

頂版開口φ600(半割) 4 個 4

3000×4500×1000 受口フラット ステップ付 1.005 4.020 ｍ 4.020

頂版開口φ600(半割) 4 個 4

3000×4500×1000 差口フラット ステップ付 1.005 4.020 ｍ 4.020

1 個 1

3000×4500×1000 差口フラット フランジ金具付 1.005 1.005 ｍ 1.005

個

3000×4500×1000 受口フラット フランジ金具付 1.005 ｍ

個

3000×4500×800 調整 0.805 ｍ

調整 1 個 1

3000×4500×1150 受口フラット フランジ金具付 1.155 1.155 ｍ 1.155

斜角 個

3000×4500×994/1006 （差口カット） フランジ金具付 1.005 ｍ

斜角 個

3000×4500×1139/1151 （受口カット） フランジ金具付 1.150 ｍ

1 1 個 2

２分割端面板 3600×5100×400 開口φ1040 フランジ金具付 0.400 0.400 0.400 ｍ 0.800

個 172

計 ｍ 171.800

集計表（プレキャストボックス）

測　点 単位 合計

項目／名称 種別 細別 単位 合計

3,59,115,169,
175,298,422

4,60,116,170,
176,299,423

2,174

424

420.421

171

345

344

1,172,173

下流工区



② ③

下流区間② 中間区間①

No.0+10.00 No.5+13.00

～ ～

No.5+13.00 No.8+18.00

区間延長 103.000 65.000 ｍ 179.000

基礎延長 103.000 65.000 ｍ 179.000

掘  削 幅 4.940 4.940 ｍ

堆砂槽 BOX BOX

基礎Co 嵩上げ部 嵩上げ部 基礎Co 基礎Co 基礎Co 嵩上げ部

基礎工 基礎幅 4.940 2.360 4.940 4.940 4.940 4.940 4.940 ｍ 32.000

基礎延長 8.000 2.895 2.400 103.000 65.000 3.000 3.000 ｍ 187.295

基礎高 0.200 0.295 0.637 0.200 0.200 0.200 0.110 ｍ 1.842

18-8-40

コンクリート 7.90 2.02 7.55 101.76 64.22 2.96 1.63 ｍ3 188.04 

小型構造物

コンクリート型枠 3.10 1.69 0.54 ｍ2 5.33 

基礎砕石 ｍ3

集計表（基礎工）
① ④

下流区間① 中間区間①'

No.0+2.00 No.8+18.00

～ ～

No.0+10.00 No.9+1.00

8.000 3.000

8.000 3.000

4.940 4.940

区　　間　（土工区間） 単位 合計

測　点

項目／名称 １ｍ当り数量

下流工区



二次製品 □3000×4500 ｍ

基礎コンクリート

100ｍ当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ布設工 ｍ 100.00

材料 別紙で全体数量計上

据付 L=2.00m ④1.25m<B≦2.50m、1.25<H≦2.50m ｍ 100.00

基礎工

敷きモルタル × × m3 7.20

18-8-40

基礎コンクリート × × m3 98.80

数量計算（プレキャストボックス布設工）①

Ｌ＝ 100.00

3.60

3.00

0.30

敷きﾓﾙﾀﾙ

4.94

項　　目 計　算　式

3.60 0.02 100.00

4.94 0.20 100.00

4
.5

0

5
.1

0
0
.0

2

0
.2

0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 土 留 工 

 



土　留　工　数　量　集　計　表

土留工No. 延長 土留材料 重量 鋼矢板Ⅳ型引抜 鋼矢板切断 鋼矢板残置 スクラップ 鋼矢板運搬（往） 鋼矢板運搬（復） 現場発生品運搬 主部材 副資材(A) 副資材(B) 支保工設置・撤去工

（ｍ） L= 11.00 m L= 10.50 m L= 10.00 m （ｔ） （枚）L＝2m以下 （箇所） （t） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （t） （t） （t） （t）

土留工① 鋼矢板Ⅳ型 (ℓ=10.42 m) (ℓ=1.08 m)

下流区間① 8.00 L= 11.00 m 53 44.366 53 53 40.010 4.356 60.404 16.038 4.356 12.729 2.800 0.509 16.038

土留工② 鋼矢板Ⅳ型 (ℓ=9.59 m) (ℓ=0.91 m)

下流区間② 103.00 L= 10.00 m 510 388.11 510 510 352.792 35.318 513.909 125.799 35.318 99.840 21.965 3.994 125.799

土留工③ 鋼矢板Ⅳ型 (ℓ=9.79 m) (ℓ=1.21 m)

中間区間① 65.00 L= 10.50 m 330 263.69 330 330 233.350 30.337 349.367 85.680 30.337 68.000 14.960 2.720 85.680

土留工④ 鋼矢板Ⅳ型 (ℓ=9.90 m) (ℓ=1.10 m)

中間区間①' 3.00 L= 10.50 m 29 23.17 29 29 20.738 2.434 28.297 5.125 2.434 4.067 0.895 0.163 5.125 到達部

計 179.000 53 359 510 719.336 922 922 646.890 72.445 951.977 232.642 72.445 184.636 40.620 7.386 232.642 

土　　　　　　　　　　留　　　　　　　　　　工 支保工

鋼矢板Ⅳ型打込（枚）
備考



測点 ： + ～ +

区間 ： 下流区間① ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 矢板長 L ＝ ｍ

N ＝ （ × 2 ＋ ） ÷

＝ 枚 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 44.366

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 25 ｍ以下

枚 53

L ＝ ｍ ｍ 10.42

土留工①
No.0 2.00 No.0 10.00

Ｌ＝ 8.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

0.0761

11.000

8.00 5.20 0.40

53.0 53

重量 11.000 0.0761 53

枚数

１枚当り

打込み長 10.420 
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1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ 枚

L ＝ × ｍ 42.67

N ＝ （ × 2 ＋ ） ÷

鋼矢板撤去工 N ＝ 枚 53

L ＝ ｍ ｍ 1.08

W ＝ × × 枚 ｔ 4.356

鋼矢板残置工 枚 53

L ＝ ｍ 9.92

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 40.010

鋼矢板

運搬重量 ｔ 60.404

鋼矢板

運搬重量 ｔ 16.038

t 4.356

現場発生品運搬 ｔ 4.356

項　　目 計　算　式

0.0761

0.400 0.805

53.00

53.0 0.805

8.00 5.20 0.40

枚数 53.00

１枚当り

撤去長 1.080 

スクラップ

重量 1.080 0.0761 53

枚数

１枚当り

残置長 9.920 

残置重量 9.920 0.0761 53

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 9.600

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 2.280

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 0.849

W ＝ ＋ ＋

＝ ｔ ｔ 12.729

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 2.800

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 0.509

ｔ ｔ 16.038

ｔ 16.038

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 8.00 0.200 3.200

腹起し 0.200

2段目 8.00 0.200 3.200

腹起し 0.200

3段目 8.00 0.200 3.200

計 9.600 

切梁

設置・撤去工

切梁 4.940 0.170 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 0.760

切梁 4.940 0.170 0.400

2段目 3.800

0.100

3.800 0.100 0.760

切梁 4.940 0.170 0.400

3段目 3.800

0.100

3.800 0.100 0.760

計 2.280 

火打ち

設置・撤去工

火打ち 0.100

１段目 1.414 0.100 0.283

火打ち 0.100

2段目 1.414 0.100 0.283

火打ち 0.100

１段目 1.414 0.100 0.283

計 0.849 

9.600 2.280 0.849

主部材 12.729 

副部材Ａ 12.729 0.22 2.800 

副部材Ｂ 12.729 0.04 0.509 

計 16.038 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 下流区間② ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 L ＝

L ＝ ｍ → ｍ として計算する。

土留延長を ｍ減として計算する。

土留工③ で ｍ増長する。

N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 388.110

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 25 ｍ以下

枚 510

L ＝ ｍ ｍ 9.59

土留工②
No.0 10.00 No.5 13.00

Ｌ＝ 103.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

0.0761

10.000

103.00 102.00

-1.00

1.00

102.00 0.40 510

重量 10.000 0.0761 510

枚数

１枚当り

打込み長 9.590 
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1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ 枚

L ＝ × ｍ 410.55

鋼矢板撤去工 N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚 枚 510

L ＝ ｍ ｍ 0.91

W ＝ × × 枚 ｔ 35.318

鋼矢板残置工 枚 510.0

L ＝ ｍ 9.09

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 352.792

鋼矢板

運搬重量 ｔ 513.909

鋼矢板

運搬重量 ｔ 125.799

t 35.318

現場発生品運搬 ｔ 35.318

項　　目 計　算　式

0.0761

0.400 0.805

510.00

510.0 0.805

枚数 102.00 0.40 510

１枚当り

撤去長 0.910 

スクラップ

重量 0.910 0.0761 510

枚数

１枚当り

残置長 9.090 

残置重量 9.090 0.0761 510

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 81.600

切梁間隔 ＝ ｍ

切梁数 ＝ ÷ ＋ 1 ＝ 本/段

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

ｔ ｔ 18.240

W ＝ ＋ ＝ ｔ ｔ 99.840

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 21.965

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 3.994

ｔ ｔ 125.799

ｔ 125.799

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 102.00 0.200 40.800

腹起し 0.200

2段目（盛替え） 102.00 0.200 40.800

計 81.600 

切梁 4.50

設置・撤去工 102.00 4.50 24

切梁 4.940 0.170 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 24 9.120

切梁 4.940 0.170 0.400

2段目（盛替え） 3.800

0.100

3.800 0.100 24 9.120

計 18.240 

主部材 81.600 18.240 99.840 

副部材Ａ 99.840 0.22 21.965 

副部材Ｂ 99.840 0.04 3.994 

計 125.799 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間① ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 L ＝

L ＝ ｍ → ｍ として計算する。

土留延長を ｍ増として計算する。

土留工②より ｍ増長する。

N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 263.687

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 25 ｍ以下

枚 330

L ＝ ｍ ｍ 9.79

土留工③
No.5 13.00 No.8 18.00

Ｌ＝ 65.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

0.0761

10.500

65.00 66.00

1.00

1.00

66.00 0.40 330

重量 10.500 0.0761 330

枚数

１枚当り

打込み長 9.792 
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1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ 枚

L ＝ × ｍ 265.65

鋼矢板撤去工 N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚 枚 330

L ＝ ｍ ｍ 1.21

W ＝ × × 枚 ｔ 30.337

鋼矢板残置工 枚 330.0

L ＝ ｍ 9.29

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 233.350

鋼矢板

運搬重量 ｔ 349.367

鋼矢板

運搬重量 ｔ 85.680

（スクラップ） t 30.337

現場発生品運搬 ｔ 30.337

項　　目 計　算　式

0.0761

0.400 0.805

330.00

330.0 0.805

枚数 66.00 0.40 330

１枚当り

撤去長 1.208 

スクラップ

重量 1.208 0.0761 330

枚数

１枚当り

残置長 9.292 

残置重量 9.292 0.0761 330

往路

復路



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 52.800

切梁間隔 ＝ ｍ

切梁数 ＝ ÷ ＋ 1 ＝ 本/段

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

ｔ ｔ 15.200

W ＝ ＋ ＝ ｔ ｔ 68.000

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 14.960

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 2.720

ｔ ｔ 85.680

ｔ 85.680

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 66.00 0.200 26.400

腹起し 0.200

2段目（盛替え） 66.00 0.200 26.400

計 52.800 

切梁 3.50

設置・撤去工 66.00 3.50 20

切梁 4.940 0.170 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 20 7.600

切梁 4.940 0.170 0.400

2段目（盛替え） 3.800

0.100

3.800 0.100 20 7.600

計 15.200 

主部材 52.800 15.200 68.000 

副部材Ａ 68.000 0.22 14.960 

副部材Ｂ 68.000 0.04 2.720 

計 85.680 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間①' ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 矢板長 L ＝ ｍ

L ＝ ｍ → ｍ として計算する。

土留延長を ｍ増として計算する。

N ＝ （ × 2 ＋ ） ÷

＝ 枚 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 23.172

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 25 ｍ以下

枚 29

L ＝ ｍ ｍ 9.90

土留工④
No.8 18.00 No.9 1.00

Ｌ＝ 3.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

0.0761

10.500

3.00 3.20

0.20

3.20 5.20 0.40

29.0 29

重量 10.500 0.0761 29

枚数

１枚当り

打込み長 9.897 
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1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ 枚

L ＝ × ｍ 23.35

N ＝ （ × 2 ＋ ） ÷

鋼矢板撤去工 N ＝ 枚 枚 29

L ＝ ｍ ｍ 1.10

W ＝ × × 枚 ｔ 2.434

鋼矢板残置工 枚 29.0

L ＝ ｍ 9.40

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 20.738

鋼矢板

運搬重量 ｔ 28.297

鋼矢板

運搬重量 ｔ 5.125

t 2.434

現場発生品運搬 ｔ 2.434

項　　目 計　算　式

0.0761

0.400 0.805

水路側 29.00

坑口部 29.0 0.805

3.20 5.20 0.40

枚数 29.00

１枚当り

撤去長 1.103 

スクラップ

重量 1.103 0.0761 29

枚数

１枚当り

残置長 9.397 

残置重量 9.397 0.0761 29

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工 Ｌ ＝ ― ＝

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 2.264

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 1.520

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 0.566

W ＝ ＋ ＋

＝ ｔ ｔ 4.067

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 0.895

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 0.163

ｔ ｔ 5.125

ｔ 5.125

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工 3.00 0.17 2.83 

腹起し 0.200

１段目 2.83 0.200 1.132

腹起し 0.200

2段目 2.83 0.200 1.132

計 2.264 

切梁

設置・撤去工

切梁 4.940 0.170 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 0.760

切梁 4.940 0.170 0.400

2段目 3.800

0.100

3.800 0.100 0.760

計 1.520 

火打ち

設置・撤去工

火打ち 0.100

１段目 1.414 0.100 0.283

火打ち 0.100

2段目 1.414 0.100 0.283

計 0.566 

2.264 1.520 0.283

主部材 4.067 

副部材Ａ 4.067 0.22 0.895 

副部材Ｂ 4.067 0.04 0.163 

計 5.125 

支保工設置

・撤去重量



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 土 工 

 

 



土　工　数　量　集　計　表

土工No. 延長 掘削深 計 残土処分 基面整正

（ｍ） （ｍ） 障害物なし
H≦5.0ｍ
障害物あり　 5.0ｍ＜H　 （㎥）

最大１m以
上　4m未満 最小4m以上 計 （㎥） （㎡）

土工①

下流区間① 8.00 7.42 35.17 162.43 95.64 293.24 112.46 82.99 195.45 293.24 39.52

土工②

下流区間② 103.00 6.59 452.85 2091.25 809.02 3353.12 706.66 646.20 1352.86 3353.12 508.82

土工③

中間区間① 65.00 6.69 286.42 1319.08 543.30 2148.80 445.95 440.55 886.50 2148.80 321.10

土工④

中間区間①' 3.00 6.90 13.19 60.91 28.11 102.21 46.43 23.37 69.80 102.21 14.82 到達部

計 179.000 787.63 3633.67 1476.08 5897.38 1311.50 1193.11 2504.61 5897.37 884.26

土　　　　　　　　　　　　　　　　　工

掘削工（㎥） 埋戻し工（㎥）

備考



測点 ： + ～ +

区間 ： 下流区間① ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 293.24

障害物なし

発生土処分工 V ＝ ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ ＝

計 ｍ3 293.24

土工①

No.0 2.00 No.0 10.00

Ｌ＝ 8.00

3.60

0.890

4.110

2.420 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.94 0.890 8.00 35.173

4.94 4.110 8.00 162.427

クラムシェル

0.40m3 4.94 2.420 8.00 95.638

293.24 

ダンプトラック

10ｔ級 35.173 35.173

162.427 162.427

95.638 95.638

293.238 
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6
.0

0
0

7
.2

2
0
 

7
.4

2
0

5
.1

2



1.0式当り
単位 数　　量

m3

埋戻し工 V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × ＾２ × ＝

m3

V ＝ × ＾２ × ＝

V ＝ × ( ＾２ ＋ ＾２ ) ÷ 2 m3

× ＝

m3

V ＝ × ＾２ × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × ＾２ × ＝

m3

V ＝ × ＾２ × ＝

V ＝ × ( ＾２ ＋ ＾２ ) ÷ 2 m3

× ＝

m3

V ＝ × ＾２ × ＝

V ＝ × （ ＋ ) × m3

＝

V ＝ × （ ＋ ) × m3

＝

m3

計

再生砕石 V ＝ × × － m3

埋戻し工 ＝ ｍ3 195.45

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 112.46

V ＝ ― ＝ ｍ3 82.99

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 39.52

項　　目 計　算　式

控除

基礎コンクリート 4.94 0.200 8.000 7.904

BOX 

基礎Co 4.94 0.637 2.40 7.552

BOX + 

敷モルタル 3.60 5.120 2.400 44.237

ポンプ槽

Ⅱ種 π/4 1.80 2.25 5.726

Ⅰ種 π/4 1.75 4.50 10.824

π/4 1.75 1.14

斜壁 0.30 0.514

0.220

調整+蓋 π/4 1.14 0.17 0.225

堆砂槽

嵩上げCo 2.36 2.895 0.295 2.015

1800×1800 1.80 1.800 3.020 9.785

1.56 0.300

Ⅰ種 π/4 1.75 4.50 0.573

1.40 3.000

２号 π/4 1.05 3.30 4.618

π/4 1.40 1.14

斜壁 0.30 0.384

調整+蓋 π/4 1.14 0.335 0.342

管基礎 1.460 1.460 0.527 0.694

ポンプ槽 2.013

管基礎 1.460 1.460 0.530 0.37

堆砂槽 1.075

97.787

4.94 7.420 8.000 97.79

全体 195.451

最大1m以上 4.94 5.320 8.000 97.79

4m未満 112.459

最小4m以上 195.45 112.46 82.99

4.94 8.0 39.520



測点 ： + ～ +

区間 ： 下流区間② ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 3353.12

粘土

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

砂

V ＝ ＋ ＝

礫

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 3353.12

土工②
No.0 10.00 No.5 13.00

Ｌ＝ 103.00

3.60

0.890

4.110

1.590 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.94 0.890 103.00 452.85

4.94 4.110 103.00 2091.250

クラムシェル

0.40m3 4.94 1.590 103.00 809.024

3353.12 

ダンプトラック

10ｔ級 452.850 0.000 452.850

2091.250 0.000 2091.250

809.024 0.000 809.024

3353.124 

1
.2

7
0

5
.1

0

0
.5

9
0
 

0
.0

2

0
.2

0

6
.0

0
0

6
.3

9
0
 

6
.5

9
0

5
.1

2



1.0式当り

単位 数　　量

ｍ3

埋戻し工 A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

計

再生砕石 V ＝ －

埋戻し工 ＝ ｍ3 1352.86

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 706.66

V ＝ ― ＝ ｍ3 646.20

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 508.82

項　　目 計　算　式

4.94 6.59 103.00 3353.124

控除

基礎コンクリート 4.94 0.200 103.00 101.764

BOX + 

敷モルタル 3.60 5.120 103.00 1898.496

2000.260

3353.12 2000.26

全体 1352.864

最大1m以上 4.94 5.320 103.000 2000.26

4m未満 706.662

最小4m以上 1352.86 706.66 646.20

4.94 103.0 508.820



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間① ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 2148.80

粘土

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

砂

V ＝ ＋ ＝

礫

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 2148.80

土工③
No.5 13.00 No.8 18.00

Ｌ＝ 65.00

3.60

0.892

4.108

1.692 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.94 0.892 65.00 286.421

4.94 4.108 65.00 1319.079

クラムシェル

0.40m3 4.94 1.692 65.00 543.301

2148.80 

ダンプトラック

10ｔ級 286.421 0.000 286.421

1319.079 0.000 1319.079

543.301 0.000 543.301

2148.801 

1
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1.0式当り

単位 数　　量

ｍ3

埋戻し工 A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

計

再生砕石 V ＝ －

埋戻し工 ＝ ｍ3 886.50

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 445.95

V ＝ ― ＝ ｍ3 440.55

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 321.10

項　　目 計　算　式

4.94 6.69 65.00 2148.801

控除

基礎コンクリート 4.94 0.200 65.00 64.220

BOX + 

敷モルタル 3.60 5.120 65.00 1198.080

1262.300

2148.80 1262.30

全体 886.501

最大1m以上 4.94 5.320 65.000 1262.30

4m未満 445.952

最小4m以上 886.50 445.95 440.55

4.94 65.0 321.100



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間①' ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 102.21

障害物なし

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ ＋ ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 102.21

土工④
No.8 18.00 No.9 1.00

Ｌ＝ 3.00

3.60

0.890

4.110

1.897 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.94 0.890 3.00 13.19

4.94 4.110 3.00 60.910

クラムシェル

0.40m3 4.94 1.897 3.00 28.114

102.21 

ダンプトラック

10ｔ級 13.190 0.000 13.190

60.910 0.000 60.910

28.114 0.000 28.114

102.214 
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1.0式当り

単位 数　　量

m3

埋戻し工 V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

V ＝ × （ ＋ ) × m3

＝

m3

計

再生砕石 V ＝ × × －

埋戻し工 ＝ ｍ3 69.80

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 46.43

V ＝ ― ＝ ｍ3 23.37

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 14.82

項　　目 計　算　式

控除

基礎コンクリート 4.94 0.200 3.000 2.964

BOX + 

敷モルタル 3.60 5.120 1.400 25.805

1.460 1.460 0.100 1.6

管基礎 3.644

32.413

4.94 6.897 3.00 32.41

全体 69.801

最大1m以上 4.94 5.320 3.000 32.41

4m未満 46.429

最小4m以上 69.80 46.43 23.37

4.94 3.0 14.820



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 排気口（排気管） 

 

 



管渠工VUφ300 1.0式当り

単位 数　　量

管布設工

下水道用硬質塩化ビニル管 外径 mm

VUφ300 VUφ300 管厚 mm

市場単価（材工共）

硬質塩化ビニル管設置工 L ＝ 下表より ＝ ｍ ｍ 20.62

材料

露出部 幅 ＝ mm 重複幅 ＝ mm

耐候性テープ VUφ300 有効幅 ＝ mm

面積（斜めカット部を無視する）

A ＝ π × × ＝ ｍ2

耐候性テープ長

L ＝ ÷ ＝ ｍ ｍ 73

保護コンクリート工 18-8-40

V ＝ ×( × ＋ × )

コンクリート工 堆砂槽 － × ^2 ×( ＋ ）

＝ ｍ3

V ＝ ×( × ＋ × )

No.1 － × ^2 ×( ＋ ）

＝ ｍ3

V ＝ ×( × ＋ × )

No.2 － × ^2 ×( ＋ ）

＝ ｍ3

排気口（排気管）

項　　目 計　算　式

318

9

20.620

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

6.050 3.670 3.650 3.620 3.630 20.620

60 20

40

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

0.579 0.579 0.579 0.579 0.579 2.895

0.318 2.895 2.892

2.892 0.040 72.300

0.618 0.899 0.575 0.579 0.393

π/4 0.318 0.659 0.590

0.361

0.618 0.899 0.575 0.577 0.393

π/4 0.318 0.659 0.590

0.360

0.618 0.899 0.589 0.609 0.379

π/4 0.318 0.659 0.590

0.371



管渠工VUφ300 1.0式当り

単位 数　　量

排気口（排気管）

項　　目 計　算　式

保護コンクリート工 18-8-40 V ＝ ×( × ＋ × )

No.3 － × ^2 ×( ＋ ）

＝ ｍ3

V ＝ ×( × ＋ × )

No.4 － × ^2 ×( ＋ ）

＝ ｍ3

計 ｍ3 ｍ3 1.83

Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.278 

型枠（面積） 堆砂槽 Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.276 

Ａ ＝ ( × ＋ × )

× 2 ＋ × ＋ ＋ ＝ ｍ2 2.64

Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.277 

型枠工（一般） No.1 Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.276 

Ａ ＝ ( × ＋ × )

× 2 ＋ × ＋ ＋ ＝ ｍ2 2.64

Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.297 

型枠工（一般） No.2 Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.285 

Ａ ＝ ( × ＋ × )

× 2 ＋ × ＋ ＋ ＝ ｍ2 2.70

Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.297 

型枠工（一般） No.3 Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.285 

Ａ ＝ ( × ＋ × )

× 2 ＋ × ＋ ＋ ＝ ｍ2 2.70

Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.303 

型枠工（一般） No.4 Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.260 

Ａ ＝ ( × ＋ × )

× 2 ＋ × ＋ ＋ ＝ ｍ2 2.67

計 ｍ2 ｍ2 13.35

0.618 0.899 0.589 0.609 0.379

π/4 0.318 0.659 0.590

0.371

0.618 0.899 0.549 0.618 0.419

π/4 0.318 0.659 0.590

0.366

1.829

0.579 0.618 π/4 0.318

0.575 0.618 π/4 0.318

0.899 0.575 0.579 0.393

0.618 0.968 0.278 0.276 

0.577 0.618 π/4 0.318

0.575 0.618 π/4 0.318

0.899 0.575 0.577 0.393

0.618 0.968 0.277 0.276 

0.609 0.618 π/4 0.318

0.589 0.618 π/4 0.318

0.899 0.589 0.609 0.379

0.618 0.968 0.297 0.285 

0.609 0.618 π/4 0.318

0.589 0.618 π/4 0.318

0.899 0.589 0.609 0.379

0.618 0.968 0.297 0.285 

0.618 0.618 π/4 0.318

0.549 0.618 π/4 0.318

0.899 0.549 0.618 0.419

0.618 0.968 0.303 0.260 

13.348



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) フェンス設置工 

 

 



メッシュフェンス 1.0式当り

単位 数　　量

フェンス

フェンス設置工 H=1.50m L ＝ 下表より ＝ ｍ ｍ 18.00

支柱工 N ＝ 下表より ＝ 本 17

金網工 L ＝ ｍ 18.00

V ＝ × 9 ＋ × 8

基礎コンクリート 18-8-40 ＝ ｍ3 ｍ3 0.48

V ＝ × × － π/4

標準 × ^2 × ＝ m3/個

18-8-40 V ＝ × × － π/4

門扉 × ^2 × ＝ m3/個

A ＝ × 9 ＋ × 8

型枠工 ＝ ｍ2 ｍ2 7.72

A ＝ × × 4

標準 ＝ m2/個

18-8-40 A ＝ × × 4

門扉 ＝ m2/個

材料

H=1.50m 金網・支柱：めっき＋塗装

メッシュフェンス L ＝ － × ＝ ｍ ｍ 14.00

H=1.50m

メッシュフェンス門扉 N ＝ 基 4

フェンス設置工

項　　目 計　算　式

18.000

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

6.000 4.000 4.000 4.000 18.000

17 本

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

5 4 4 4 17

0.014 0.044

0.478

0.180 0.180 0.450

0.0508 0.250 0.014

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

3 2 2 2 9

0.300 0.300 0.500

0.0605 0.300 0.044

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

2 2 2 2 8

0.324 0.600

7.716

0.180 0.450

0.324

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

3 2 2 2 9

0.300 0.500

0.600

堆砂槽 No.1 No.2 No.3 No.4 計

2 2 2 2 8

18.000 1.000 4 14.000



 

 

 

 

 

 

 

 

 

§3．推 進 区 間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 刃 口 推 進 工 

 

 



HPφ800mm 刃口推進工 数量総括表 昼間

区間延長 ｍ 18.00 18.00 

推進延長 ｍ 14.00 14.00 

管体延長 ｍ 18.00 18.00 

管材料 2種50 AW4X52 本 7 7 

（φ800mm） 1種50 AW2X51 本

1種50 AW4X52 本 1 1 

管推進工 推進工 ｍ 14.00 14.00 

管内掘削工 ｍ 14.00 14.00 

坑内作業工 ｍ 14.00 14.00 

滑材 ｍ当り注入量 ℓ/ｍ 77.0 

坑外作業工 ｍ 14.00 14.00 

発生土処理 m
3 11.22 11.22 

裏込注入工 ｍ 14.00 14.00 

裏込め材 ｍ当り注入量 ℓ/ｍ 126.0 

管目地 箇所 7 7 

立坑内管布設工

管基礎工 m 3.20 3.20 

基礎砕石 m
3

コンクリート m
3 4.22 4.22 

型枠 m
2 8.56 8.56 

鉄筋工 ｔ 0.169 0.169 

仮設備工 支圧壁 箇所 1 1 

コンクリート m
3 4.68 4.68 

型枠 m
2 9.01 9.01 

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し m
3 4.68 4.68 

クレーン設備組立撤去 箇所 1 1 

立坑基礎 箇所 1 1 

コンクリート m
3 6.24 6.24 

坑口 箇所 1 1 

発進坑口工 箇所 1 1 

コンクリート m
3 0.84 0.84 

型枠 m
2 4.70 4.70 

鏡切り 箇所 2 

発進坑口鏡切工 m 7.00 7.00 

到達坑口鏡切工 m 4.20 4.20 

刃口及び推進設備

推進設備工 箇所 1 1 

刃口撤去工 箇所 1 1 

殻搬出 m
3 4.68 4.68 

残塊処理 m
3 4.68 4.68 

数量

標準管-内圧管

標準管-内圧管

半切管-内圧管

24-8-25

鉄筋

18-8-40

小型

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4.9t吊

開削部で計上

18-8-40 開削部で計上

鋼矢板Ⅳ型用

24-8-25

鋼矢板Ⅳ型

鋼矢板Ⅳ型

ﾃﾙﾊｸﾚｰﾝ

名   称 種   別  ／  規   格 単 位 発進 →
到達

計



　φ800mm　刃口推進工　管推進工計算書 　昼間 (様式  11）

裏 込 管目地

(JA) (JA)

標準管 標準管 半切管 半切管 中押管 標準管 標準管 半切管 半切管

A B C=A-B D E=A-D E E E F=C-E G H=F-G 上段：増減長 ℓ=2.43 ｶﾗｰ無 ℓ=1.20 ｶﾗｰ無 ℓ=1.20 ℓ=2.43 ｶﾗｰ無 ℓ=1.20 ｶﾗｰ無 J = E-X K = I-１-Y

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ
3 ｍ ｍ ｍ ｍ 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 ｍ 箇所 管実延長増減

発進 Box 2.00 0.40 

到達 Box 18.00 18.00 2.00 14.00 14.00 14.00 14.00 11.22 4.00 0.40 3.20 18.00 7 1 14.00 7 

合　計 18.00 18.00 14.00 14.00 14.00 14.00 11.22 4.00 3.20 18.00 7 1 14.00 7 

推　進　工　平　面　略　図

区間延長  A

Ｇ 管体延長  C Ｇ

Ｄ 推進延長  E D

推進方向

Box 3000×4500 Box 3000×4500

到達口    発進立坑

推　　　　進　　　　工 立坑内管布設工 管　　　材　　　料

管本数　　Ｉ　　　　（上段：２種管　下段：１種管）

圧縮強度50N/mm
2

圧縮強度70N/mm
2路 線

番 号

人 孔

番 号

人 孔

種 別

区 間

延 長

管 体

減 長

管 体

延 長 摘　要
推 進

減 長

推 進

延 長

管 内
掘 削

工

坑 内
作 業

工

坑 外
作 業

工

残 土

処 分

空　伏

延　長

空 伏
基 礎
減 長

空 伏
基 礎
延 長

(上段：X)
中間立坑

控除

(上段：Y)
中間立坑

控除

管　実
延　長



発進 →到達　φ800mm　刃口推進工 数量計算書 　昼間

路線番号

推進工 （刃口推進） m

滑材 ℓ/m

裏込め材 ℓ/m
2

残土処分工 ( + × m3

仮設備工

管基礎工 m
到達

ｺﾝｸﾘｰﾄ工 × ×
2

+( × － ）

×( + ) m3

型枠工 ×( + )× 2 m2

鉄筋工 + ㎏

樹脂製アンカー 本

支圧壁 箇所
幅 高さ 厚さ

ｺﾝｸﾘｰﾄ工 × × m3

型枠工 ×( + × 2 ) m2

ｸﾚｰﾝ設備組立撤去 箇所

立坑基礎 箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄ工 × × m3

基礎砕石 × m2

発進坑口工 　発進坑口止め輪 箇所
2

ｺﾝｸﾘｰﾄ工 （ × － ）

× m3

型枠工 （ + × 2 )× -
2

× m2

発進坑口鏡切工 箇所

m

到達坑口鏡切工 箇所

m

刃口及び推進設備

推進設備工 箇所

刃口撤去工 箇所

殻搬出 m3

残塊処理 m3

14.00

77.0

126.0

0.96 0.025×2 ) ×π / 4 14.00 11.217

3.20

24-8-25 1.46 1.60 0.10

1.46 1.46 π / 4× 0.96
到達 発進
1.60 1.23 4.22

到達 発進
鉄筋 1.46 1.60 1.33 8.56

Ｄ13 83.174 85.462 168.636

28

1

18-8-40 3.20 1.90 0.77 4.68

小型 1.90 3.20 0.77 9.01

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4.9t吊 1

1

18-8-40 6.00 5.20 0.20 6.24

φ800 1

24-8-25 2.10 1.54 π / 4× 1.10

0.37 0.84

鉄筋 2.10 0.37 1.54

π / 4× 1.10 +π × 1.10 0.37 4.70

φ800 1

鋼矢板Ⅳ型 7.00

φ800 1

鋼矢板Ⅳ型 4.20

1

1
支圧壁

ﾃﾙﾊｸﾚｰﾝ 4.68 4.68

4.68

工種 種別 計算式 数量



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§4．上 流 区 間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) マンホール工 

 



点検人孔 1.0式当り

単位 数　　量

組立マンホール工

１号組立マンホール 箇所 3

平均マンホール設置高 ｍ

組立マンホール設置工 マンホール深3ｍ以下（市場単価） 箇所 3

材　料

T-25

鉄蓋（φ600） φ600：格子蓋（幅広タイプ）排気防臭中蓋付 組 1

T-25

鉄蓋（φ600） φ600（標準） 組 2

調整駒緊結セット

H=45 組 3

調整リング

φ600 H=100 個 3

調整リング

φ600 H=150 個 1

床板斜壁ブロック Ⅰ種

φ900 H=150 個 3

直壁ブロック Ⅰ種

φ900 H=900 個 3

削孔 VUφ300 箇所 1

無収縮モルタル

V ＝ π ／ 4 × （ ^2 - ^2 )

× ＝ ｍ3 ｍ3 0.03

ハイジャスター 25 kg/袋 ＝ m3/袋

N ＝ ／ ＝ 袋 袋 2.3

マンホール工（点検人孔）

項　　目 計　算　式

1.350

点検人孔 設置高 点検人孔 設置高

No.5 1.299 No.7 1.402

No.6 1.350 計 4.051

平均マンホール設置高 1.350

No.5 No.6 No.7 計

1 1 1 3

No.5 No.6 No.7 計

1 2 3

No.5 No.6 No.7 計

1 1

No.5 No.6 No.7 計

1 1 1 3

No.5 No.6 No.7 計

1 1 1 3

No.5 No.6 No.7 計

1 1

No.5 No.6 No.7 計

0.039 0.040 0.042 0.121

0.82 0.60

0.121 0.030

0.013

0.030 0.013 2.31



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) プレキャストボックス 

 



No.9+16.60 No.9+17.00 No.22+9.00
～ ～ ～

No.9+17.00 No.22+9.00 No.22+9.40
区間延長 0.400 252.000 別途計上 ｍ 252.400
据付延長 0.400 252.000 別途計上 ｍ 252.400

規格 長さ 製品No 製品No 製品No
幅×高さ×長さ ｍ/個 製品No 173 174～424 425(端面版A)

ﾎﾞｯｸｽ据付工
239 個 239

ボックスカルバート 3000×4500×1000 標準 標準 1.005 240.195 ｍ 240.195
頂版開口φ600(半割) 3 個 3

3000×4500×1000 受口フラット ステップ付 1.005 3.015 ｍ 3.015
頂版開口φ600(半割) 3 個 3

3000×4500×1000 差口フラット ステップ付 1.005 3.015 ｍ 3.015
1 個 1

3000×4500×1000 差口フラット フランジ金具付 1.005 1.005 ｍ 1.005
1 個 1

3000×4500×1000 受口フラット フランジ金具付 1.005 1.005 ｍ 1.005
2 個 2

3000×4500×800 調整 0.805 1.610 ｍ 1.610
調整 個

3000×4500×1150 受口フラット フランジ金具付 1.155 ｍ
斜角 1 個 1

3000×4500×994/1006 （差口カット） フランジ金具付 1.005 1.005 ｍ 1.005
斜角 1 個 1

3000×4500×1139/1151 （受口カット） フランジ金具付 1.150 1.150 ｍ 1.150
1 個 1

２分割端面板 3600×5100×400 開口φ1040 フランジ金具付 0.400 0.400 ｍ 0.400
個
ｍ

個 252
計 ｍ 252.400

集計表（プレキャストボックス）

測　点 単位 合計

項目／名称 種別 細別 単位 合計

3,59,115,169,
175,298,422

4,60,116,170,
176,299,423

2,174

424

420.421

171

345

344

1,172,173

上流工区



⑤ ⑥ ⑦ 　⑧ ⑨ ⑩
中間区間②' 中間区間② 上流区間① 上流区間② 上流区間③ 上流区間④
No.9+15.00 No.10+1.00 No.14+0.00 No.16+0.00 No.18+0.00 No.22+9.00

～ ～ ～ ～ ～ ～
No.10+1.00 No.14+0.00 No.16+0.00 No.18+0.00 No.22+9.00 No.22+9.40

区間延長 6.000 79.000 40.000 40.000 89.000 別途計上 ｍ 254.000
据付延長 4.400 79.000 40.000 40.000 89.000 別途計上 ｍ 252.400
基礎延長 6.000 79.000 40.000 40.000 89.000 別途計上 ｍ 254.000
掘  削 幅 4.940 4.940 4.940 4.850 4.850 4.850 ｍ

① ① ① ② ②
基礎Co 基礎Co 基礎Co 基礎Co 基礎Co 落差工にて計上

基礎工 基礎幅 4.940 4.940 4.940 4.850 4.850 ｍ

基礎延長 6.000 79.000 40.000 40.000 89.000 ｍ

基礎高 0.200 0.200 0.200 0.200 0.200 ｍ

敷きモルタル 幅 3.600 3.600 3.600 3.600 3.600 

長さ 4.400 79.000 40.000 40.000 89.000 
18-8-40

コンクリート 5.93 78.05 39.52 38.80 86.33 ｍ3 248.63 
小型構造物

コンクリート型枠 ｍ2

基礎砕石 ｍ3

集計表（基礎工）

区　　間 単位 合計

測　点

項目／名称 １ｍ当り数量

上流工区



二次製品 □3000×4500 ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

100ｍ当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 100.00

据　付 ｍ 100.00

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × m2 360.000

１ｍ当り

m2/m 3.600

18-8-40

基礎コンクリート × × m3 98.80

１ｍ当り

m3/m 0.988

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 0.00

１ｍ当り

m3/m 0.000

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 0.00

１ｍ当り

m3/m 0.000

プレキャストボックス①

Ｌ＝ 100.00 4.940

3.60

3.00

0.30

敷きﾓﾙﾀﾙ

4.94

項　　目 計　算　式

3.60 100.00

4.94 0.20 100.00

0.20 100.00 0

4.94 0.00 100.00

4
.5

0

5
.1

0
0
.0

2

0
.2

0



二次製品 □3000×4500 ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

100ｍ当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 100.00

据　付 ｍ 100.00

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × m2 360.000

１ｍ当り

m2/m 3.600

18-8-40

基礎コンクリート × × m3 97.00

１ｍ当り

m3/m 0.970

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 0.00

１ｍ当り

m3/m 0.000

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 0.00

１ｍ当り

m3/m 0.000

プレキャストボックス②

Ｌ＝ 100.00 4.850

3.60

3.00

0.30

敷きﾓﾙﾀﾙ

4.85

項　　目 計　算　式

3.60 100.00

4.85 0.20 100.00

0.20 100.00 0

4.85 0.00 100.00

4
.5

0

5
.1

0
0
.0

2

0
.2

0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 落 差 工 

 



区間延長 ｍ 11.000
据付延長 ｍ 11.000

規格 長さ 製品No 製品No 製品No
幅×高さ×長さ ｍ/個 製品No 1 2～15 16 

ﾎﾞｯｸｽ据付工
2 個 2

ボックスカルバート 2000×4000×860 標準 0.865 3,4 1.730 ｍ 1.730
調整 1 個 1

2000×4000×860 差口フラット フランジ金具付 0.865 2 0.865 ｍ 0.865
調整 1 個 1

2000×4000×1000 受口フラット フランジ金具付 1.005 5 1.005 ｍ 1.005
調整 1 個 1

2000×3000×770 差口フラット フランジ金具付 0.775 7 0.775 ｍ 0.775
調整 1 個 1

2000×3000×900 受口フラット フランジ金具付 0.905 8 0.905 ｍ 0.905
調整 1 個 1

2000×2500×715 両フラット フランジ金具付、差し筋付 0.720 10 0.720 ｍ 0.720
2 個 2

3000×2000×1000 標準 1.005 13,14 2.010 ｍ 2.010
調整 1 個 1

3000×2000×690 差口フラット フランジ金具付 0.695 12 0.695 ｍ 0.695
調整 1 個 1

3000×2000×690 受口フラット フランジ金具付 0.695 15 0.695 ｍ 0.695
開口-2000×2000,1400×500、 1 個 1

3600×5100×400 （接続版A） フランジ金具付 0.400 1 0.400 ｍ 0.400
開口-2000×2000、 1 個 1

2600×5490×300 （接続版B） フランジ金具付 0.300 6 0.300 ｍ 0.300
開口-2000×2000、 1 個 1

2520×3552×300 （接続版C） フランジ金具付 0.300 9 0.300 ｍ 0.300
開口-2000×2000、 1 個 1

3480×2520×300 （接続版D） フランジ金具付 0.300 11 0.300 ｍ 0.300
開口-2000×1820、 1 個 1

3480×2520×300 （接続版E） フランジ金具付 0.300 16 0.300 ｍ 0.300
個 16

計 0.400 10.300 0.300 ｍ 11.000

集計表（落差工）
No.22+9.00

～
No.23+0.236

11.000
11.000

測　点

項目／名称 種別 細別 単位 合計

上流工区



落差工 落差工 落差工 落差工 落差工 落差工 落差工
① ②～⑤ ⑥ ⑦～⑧ ⑨ ⑩ ⑪～⑯

No.22+9.00 No.22+9.40 No.22+13.00 No.22+13.30 No.22+14.98 No.22+15.28 No.22+16.00
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

No.22+9.40 No.22+13.00 No.22+13.30 No.22+14.98 No.22+15.28 No.22+16.00 No.22+16.00
区間延長 0.400 3.600 0.300 1.680 0.300 0.720 4.000 ｍ 11.000
据付延長 0.400 3.600 0.300 1.680 0.300 0.720 4.000 ｍ 11.000

掘削底面基礎延長 6.830 ←BOX基礎を兼ねる ｍ 6.830
BOX基礎延長 0.400 3.600 0.300 1.680 0.300 0.720 4.000 ｍ 11.000

掘  削 幅 4.850 4.850 4.850 4.850 4.850 4.850 4.700 ｍ
① ②～⑤ ⑥ ⑦～⑧ ⑨ ⑩ ⑪～⑯

掘削底面基礎Co 笠上げ部基礎Co 笠上げ部基礎Co 笠上げ部基礎Co 笠上げ部基礎Co 笠上げ部基礎Co 基礎Co
BOX

基礎工 基礎幅 4.850 2.800 2.800 2.720 2.720 2.640 3.680 

基礎延長 0.400 3.600 0.300 1.680 0.300 0.720 4.000 

基礎高 0.200 0.200 0.200 0.200 0.200 0.200 0.200 

敷きモルタル 幅 3.600 2.600 2.600 2.520 2.520 2.440 3.480 

長さ 0.400 3.600 0.300 1.680 0.300 0.720 4.000 
BOX基礎
コンクリート 18-8-40 0.39 2.02 0.17 0.91 0.163 0.38 2.94 ｍ3 6.97 
小型構造物

コンクリート型枠 0.000 1.44 0.12 0.67 0.12 0.29 1.60 ｍ2 4.24 

基礎工 基礎幅 0.000 4.850 4.850 4.850 4.850 4.850 0.000 

基礎延長 0.000 3.600 0.300 1.680 0.300 0.720 0.000 

基礎高 0.000 0.200 0.200 0.200 0.200 0.200 0.000 

基礎砕石 砕石高 0.000 0.350 0.350 2.360 2.360 3.012 0.000 
基礎

コンクリート 18-8-40 0.000 3.492 0.291 1.630 0.291 0.698 0.000 ｍ3 6.40 

埋戻工 砕石埋戻し 0.000 6.111 0.509 19.229 3.434 10.518 0.000 ｍ3 39.80 

集計表（落差工：基礎工）

区　　間 単位 合計

測　点

項目／名称 １ｍ当り数量 単位 合計

上流工区



二次製品 接続版A ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 0.40

据　付 ｍ 0.40

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × × m3 0.029

18-8-40

BOX基礎コンクリート × × m3 0.39

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 0.00

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 0.00

基礎コンクリート

プレキャストボックス（落差工①）

Ｌ＝ 0.40 4.850

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ

4.85

項　　目 計　算　式

3.60 0.40 0.02

4.85 0.20 0.40

0.20 0.40 0.0

4.85 0.00 0.40

5
.1

0
0
.0

2

0
.2

0



二次製品 □2000×4000 ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 3.60

据　付 ｍ 3.60

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × × m3 0.187

18-8-40

BOX基礎コンクリート × × m3 2.02

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 1.44

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 6.11

基礎コンクリート × × m3 3.49

プレキャストボックス（落差工②～⑤）

Ｌ＝ 3.60 4.850

2.60

2.00

0.30

敷きﾓﾙﾀﾙ

基礎コンクリート

2.80

4.85 

項　　目 計　算　式

2.60 3.60 0.02

2.80 0.20 3.60

0.20 3.60 2

4.85 3.60 0.35

4.85 0.200 3.600 

4
.5

0
0
.0

2

0
.2

0

0
.3

5

砕石

0
.2

0

置換工

1
.1

1
8

4
.0

0



二次製品 接続版B ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 0.30

据　付 ｍ 0.30

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × × m3 0.016

18-8-40

BOX基礎コンクリート × × m3 0.17

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 0.12

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 0.51

基礎コンクリート × × m3 0.29

プレキャストボックス（落差工⑥）

Ｌ＝ 0.30 4.850

2.60

敷きﾓﾙﾀﾙ

砕石

基礎コンクリート

2.80

4.85 

項　　目 計　算　式

2.60 0.30 0.02

2.80 0.20 0.30

0.20 0.30 2

4.85 0.30 0.35

4.85 0.30 0.20

5
.4

9
0
.0

2

0
.2

0

0
.20

.3
5

置換工

1
.1

1
8



二次製品 □2000×3000 ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 1.68

据　付 ｍ 1.68

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × × m3 0.085

18-8-40

BOX基礎コンクリート × × m3 0.91

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 0.67

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 19.23

基礎コンクリート m3 1.63

プレキャストボックス（落差工⑦～⑧）

Ｌ＝ 1.68 4.850

2.52

2.00

0.30

敷きﾓﾙﾀﾙ

基礎コンクリート

2.72

4.85 

項　　目 計　算　式

2.52 1.68 0.02

2.72 0.20 1.68

0.20 1.68 2

4.85 1.68 2.36

4.85 0.20 1.68

3
.4

8
0
.0

2

0
.2

0

0
.2

砕石

2
.3

6

置換工

1
.1

1
8

3
.0

0



二次製品 接続版C ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 0.30

据　付 ｍ 0.30

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × × m3 0.02

18-8-40

BOX基礎コンクリート × × m3 0.16

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 0.12

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 3.43

基礎コンクリート × × m3 0.29

プレキャストボックス（落差工⑨）

Ｌ＝ 0.30 4.850

2.52

敷きﾓﾙﾀﾙ

基礎コンクリート

2.72

4.85 

項　　目 計　算　式

2.52 0.30 0.02

2.72 0.20 0.30

0.20 0.30 2

4.85 2.36 0.30

4.85 0.20 0.30

3
.5

5
2

0
.0

2

0
.2

0

0
.2

砕石

2
.3

6

置換工

1
.1

1
8



二次製品 □2000×2500 ｍ 掘削幅＝ ｍ

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 0.72

据　付 ｍ 0.72

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × × m3 0.04

18-8-40

BOX基礎コンクリート × × m3 0.38

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 0.29

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 10.52

基礎コンクリート × × m3 0.698

プレキャストボックス（落差工⑩）

Ｌ＝ 0.72 4.850

2.44

2.00

0.30

敷きﾓﾙﾀﾙ

基礎コンクリート

2.64

4.85 

項　　目 計　算　式

2.44 0.72 0.02

2.64 0.20 0.72

0.20 0.72 2

4.85 3.012 0.72

4.85 0.20 0.72

2
.9

0
0
.0

2

0
.2

0

0
.2

砕石

3
.0

1
2

置換工

1
.1

1
8

2
.5

0



二次製品 □3200×2000 ｍ 掘削幅＝ ｍ

接続版D・E

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

ﾎﾞｯｸｽ据付工 材　料 別紙計上 ｍ 4.00

据　付 ｍ 4.00

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × × m3 0.278

18-8-40

BOX基礎コンクリート × × m3 2.94

小型構造物

コンクリート型枠 × × m2 1.60

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 0.00

基礎コンクリート

プレキャストボックス（落差工⑪～⑯）

Ｌ＝ 4.00 4.700

3.48

3.00

0.30

敷きﾓﾙﾀﾙ

3.68

項　　目 計　算　式

3.48 4.00 0.02

3.68 0.20 4.00

0.20 4.00 2

3.68 0.00 4.00

2
.0

0

2
.5

2
0
.0

2

0
.2

0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 越 流 施 設 

 



測　点

規格 製品長 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

幅×高さ ｍ/個 U型水路 RCスラブ 桁材-標準部 桁材-端部 角落し 基礎コンクリート

水路据付工 U型水路 2000×1800 2.005 16.040 ｍ 16.040

1.860 1.860 ｍ 1.860

計 17.900 ｍ 17.900

RCスラブ RCスラブ 1400×1333 ｔ-130mm 39 枚 39 

桁材設置工 標準部 300×500 L=4000mm 12 本 12 

下流端部 300×500 L=4000mm 1 本 1 

K1

角落し設置工 角落し(FFU) 890×200×49 呼称50 1 箇所 1 

K2～K12

1040×200×49 呼称50 11 箇所 11 

K13

990×200×49 呼称50 1 箇所 1 

t-20mm

基礎工 敷きモルタル 41.528 ｍ2 41.528

コンクリート工 18-8-40 6.77 ｍ3 6.77 

24-8-25 7.91 0.62 18.84 ｍ3 27.37 

型枠工 一般 5.37 60.70 4.25 9.71 ｍ2 80.03 

基礎砕石 ｍ3 0.000

円形紙管 φ50 4.0m/本 10.560 0.880 ｍ 11.440

本 3 

目地材 瀝青質板 t-10mm 72.07 ｍ2 72.07

鉄筋工 差筋 D16 0.062 0.030 ｔ 0.092 

差筋 D19 0.010 ｔ 0.010 

鉄筋 SD295　D13 0.592 0.049 ｔ 0.642 

鉄筋 SD345　D19 0.199 0.016 ｔ 0.215 

鉄筋 SD345　D25 0.269 0.022 ｔ 0.291 

SD345

鉄筋加工 D16差筋用 0.031 ｔ 0.031 

SD345

鉄筋加工 D19差筋用 0.010 ｔ 0.010 

SD295

鉄筋加工 D13 0.592 0.049 0.97 ｔ 1.61 

SD345

鉄筋加工 D16～D25 0.470 0.039 ｔ 0.51 

あと施工アンカー D16用 156 48 本 204 

D19用 4 本 4 

無収縮モルタル 0.038 0.020 0.010 ｍ3 0.068 

集計表（越流施設）

上流区間

上流工区 越流施設

区　　間 単位 合計

項　　目 名　　称 単位 合計



二次製品 U型水路 ｍ

基礎コンクリート

1式当り

単位 数　　量

水路据付工 材　料 別紙計上 ｍ 17.90

据　付 ｍ 17.90

t-20mm

基礎工 敷きモルタル × m2 41.528

18-8-40

基礎コンクリート × × m3 6.77

一般

コンクリート型枠 × × m2 5.37

ｔ＝200

基礎砕石 × × m3 0.00

瀝青質板 現場打ち壁含む 両側

目地材 t-10mm × × 2 m2 72.07

越流施設①（U型水路）

Ｌ＝ 17.90

2.32

敷きﾓﾙﾀﾙ

2.52

項　　目 計　算　式

2.32 17.90

2.52 0.15 17.90

0.15 17.90 2

2.52 0.00 17.90

1.98 18.200

1
.9

8
0
.0

2

0
.1

5



1式当り

単位 数　　量

RC版設置工 材　料 別紙計上 枚 39

設　置 枚 39

図面より

差筋 D16 W ＝ × 4 箇所/枚 × 39 枚 ＝ kg ｔ 0.062

樹脂アンカー

あと施工アンカーD16用 N ＝ 4 箇所/枚 × 39 枚 ＝ 本 本 156

V ＝ π/4 × ( ^2 ×

無収縮モルタル － ^2 × ) × ＝ m3 0.038

越流施設②（RCスラブ）

項　　目 計　算　式

0.400 62.40

156

0.05 0.13

0.013 0.070 156 0.038



1式当り

単位 数　　量

24-8-25

鉄筋コンクリート 中心 V ＝ × × ＝ ｍ3

V ＝ ( ＋ ） ×

端部① × ＝ ｍ3

端部② V ＝ ｛( ＋ ） ×

－ × × 2 ｝ ×
＝ ｍ3

計 ＝ ｍ3

型枠工(一般) 側部 A ＝ × × 2 ＝ ｍ2

A ＝ （ × － × ）
端部①外 × 2 ＝ ｍ2

端部①内 A ＝ × × 2 ＝ ｍ2

A ＝ （ × － × ）
端部②外 × 2 ＝ ｍ2

端部②内 A ＝ × × 2 ＝ ｍ2

計 ＝ ｍ2

差筋 D16 L ＝ m 、 W ＝ kg/m

W ＝ × × 4 ＝ kg

樹脂アンカー D16用 N ＝ ＝ 本

V ＝ π/4 × ( ^2 － ^2 ）

無収縮モルタル × × 4 ＝ m3

円形紙管

型枠工(円形) φ50 L ＝ × 4 ＝ m

鉄筋コンクリート 24-8-25 N ＝ ＝ 本

V ＝ × ＝ ｍ3 ｍ3 7.91

型枠工 一般 V ＝ × ＝ ｍ2 ｍ2 60.70

円形紙管φ50 L ＝ × ＝ ｍ

型枠工 円形 N ＝ ÷ ＝ 本 本 3.0

鉄筋 SD295　D13 W ＝ × ＝ kg ｔ 0.592

SD345　D19 W ＝ × ＝ kg ｔ 0.199

SD345　D25 W ＝ × ＝ kg ｔ 0.269

差筋 SD295　D16 W ＝ × ＝ kg ｔ 0.03

樹脂アンカー
あと施工アンカー D16用 N ＝ × ＝ 本 本 48.0

無収縮モルタル V ＝ × ＝ m3 ｍ3 0.02

鉄筋組立 SD295　D13 ｋｇ ｋｇ ｔ 0.592 

鉄筋組立 SD295　D16 ｋｇ ｔ 0.031 

SD345

鉄筋組立 D16～D25 ｋｇ ｋｇ ｔ 0.470 

越流施設③（桁材-標準部）

項　　目 計　算　式

中心

0.30 0.50 3.80 0.570

0.25 0.25 0.60

0.22 0.066

0.10 0.10 0.60

0.075 0.100 0.22
0.023

（一本当り） 0.659

0.50 3.80 3.800

0.80 0.50 0.25 0.28

0.660

0.25 0.22 0.110

0.50 0.50 0.10 0.28

0.444

0.10 0.22 0.044
角落し部は、角落し材のプレートを設置するので、型枠から除く。

（一本当り） 5.058

0.420 1.560

0.420 1.560 本/箇所 2.621

4

0.05 0.016

0.220 0.0020

0.22 0.880

標準

12

全体

0.659 12 7.908

全体

5.058 12 60.696

0.880 12 10.560

10.560 4.00 2.64

49.352 12 592.22

16.650 12 199.80

22.496 12 269.95

2.621 12 31.452

4 12 48

0.0020 12 0.0240

桁1本/kg 49.352 桁12本/kg 592.224

差し筋用 31.452

桁1本/kg 39.146 桁12本/kg 469.752



1式当り

単位 数　　量

24-8-25

鉄筋コンクリート 中心 V ＝ × × ＝ ｍ3

端部① V ＝ × × ＝ ｍ3

V ＝ ( × － × )

端部② × ＝ ｍ3

計 ＝ ｍ3 ｍ3 0.62

型枠工(一般) 側部 A ＝ × × 2 ＝ ｍ2

A ＝ × － ×

端部①外 ＝ ｍ2

端部①内 A ＝ × ＝ ｍ2

A ＝ × － ×

端部②外 ＝ ｍ2

端部②内 A ＝ × ＝ ｍ2

計 ＝ ｍ2 ｍ2 4.25

鉄筋 SD295　D13 W ＝ × ＝ kg ｔ 0.049

SD345　D19 W ＝ × ＝ kg ｔ 0.016

SD345　D25 W ＝ × ＝ kg ｔ 0.022

差筋 D19 L ＝ m 、 W ＝ kg/m

W ＝ × × 2 ＝ kg ｔ 0.002

樹脂アンカー

あと施工アンカー D19用 N ＝ ＝ 本 本 4.0

V ＝ π/4 × ( ^2 － ^2 ）

無収縮モルタル × × 4 ＝ m3 ｍ3 0.01

円形紙管

型枠工(円形) φ50 L ＝ × 4 ＝ m

N ＝ ÷ ＝ 本 本 1.0

鉄筋組立 SD295　D13 ｋｇ ｋｇ ｔ 0.049 

鉄筋組立 SD345　D19 ｋｇ ｔ 0.010 

SD345

鉄筋組立 D16～D25 ｋｇ ｋｇ ｔ 0.039 

越流施設④（桁材-下流端部）

項　　目 計　算　式

中心

0.30 0.50 3.80 0.570

0.25 0.22 0.60 0.033

0.10 0.60 0.075 0.100

0.22 0.012

0.615

0.50 3.80 3.800

0.55 0.50 0.25 0.28

0.205

0.25 0.22 0.055

0.40 0.50 0.10 0.28

0.172

0.10 0.22 0.022

角落し部は、角落し材のプレートを設置するので、型枠から除く。

4.254

49.352 1 49.35

16.650 1 16.65

22.496 1 22.50

0.420 2.250

0.420 2.250 本/箇所 1.890

4

0.05 0.019

0.220 0.0010

0.22 0.880

0.880 4.00 0.22

桁1本/kg 49.352 桁1本/kg 49.352

差し筋用 1.890

桁1本/kg 39.146 桁12本/kg 39.146



1式当り

単位 数　　量

角落し設置工 材　料 K1 890×200×49 呼称50 箇所 1

K2～K12 1040×200×49 呼称50 箇所 11

K13 990×200×49 呼称50 箇所 1

設　置 箇所 13

越流施設⑤（角落し）

項　　目 計　算　式



越流施設⑥（基礎コンクリート工）



1式当り

単位 数　　量

基礎コンクリート 24-8-25 V ＝ ① ＋ ② ＋ ③ ＋ ④

＝ ＋ ＋

＋ ＝ ｍ3 ｍ3 18.84

V ＝ × ( ＋ ） ×

①基礎部 ＝ ｍ3

V ＝ × × ( ＋ ）

②道路側 ＝ ｍ3

控除 V ＝ × ( － ） ×

RCスラブ ＝ ｍ3

控除 V ＝ ( × － ×

桁-標準 × 2 ) × × 12 ＝ ｍ3

控除 V ＝ ( × － × ）

桁-端部 × ＝ ｍ3

道路側 計 ＝ ｍ3

V ＝ × ×

③上流側 ＝ ｍ3

V ＝ ( × － × ）

④角落し部 × ＝ ｍ3

型枠工 一般 A ＝ ① ＋ ② ＋ ③ ＋ ④

＝ ＋ ＋

＋ ＝ ｍ2 ｍ2 9.71

①基礎部

道路側-外 A ＝ × ＝ ｍ2

道路側-内 A ＝ × ＝ ｍ2

計 ＝ ｍ2

②下流側 A ＝ × ＝ ｍ2

A ＝ ( × ）

③上流側 × ( × ）× 2 ＝ ｍ2

④角落し部 A ＝ ＝ ｍ2

鉄筋工 D13 V ＝ kg = t t 0.97

越流施設⑥（基礎コンクリート工）

項　　目 計　算　式

10.046 7.797 0.869

0.132 18.844

18.20 0.82 1.02 0.30

10.046

18.20 1.02 0.50 0.14

11.881

18.20 1.02 0.20 0.14

-2.089

0.80 0.50 0.25 0.28

0.60 -1.872

0.55 0.50 0.25 0.28

0.60 -0.123

7.797

0.30 4.20 0.69

0.869

0.30 0.84 0.075 0.10

0.54 0.132

6.188 0.207 3.312

0.000 9.707

18.20 0.30 5.460

18.20 0.04 0.728
既設水路側は既設水路とU型水路があるので、型枠は根氏とする。

6.188

道路側はBOXがあるので、型枠は計上しない。

0.69 0.30 0.207

4.20 0.69

0.69 0.30 3.312
角落し部は、角落し材のプレートを設置するので、型枠から除く。

0.000

図面より

972.239 0.972



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 現場打ちコンクリート工 

 

 



測　点

規格 製品長 ① ② ③
幅×高さ ｍ/個 閉塞工 巻立てCo 現場打ち壁

コンクリート工 18-8-40 ｍ3 0.00 

24-8-25 0.18 0.23 1.38 ｍ3 1.79 

型枠工 一般 1.44 2.16 9.34 ｍ2 12.94 

基礎砕石 ｍ3 0.000

円形紙管 φ50 4.0m/本 ｍ 0.000

本 0 

目地材 瀝青質板 t-10mm ｍ2 0.00

鉄筋工 差筋 ＳＤ２９５　D13 0.001 0.003 ｔ 0.01 

配筋 ＳＤ２９５　D13 0.01 0.133 ｔ 0.143 

SD345

鉄筋加工 D13差筋用 0.001 0.003 ｔ 0.01 

SD295

鉄筋加工 D13 0.01 0.133 ｔ 0.143 

あと施工アンカー D13用 14.000 本 14.000 

集計表（現場打ちコンクリート）

上流区間

上流工区 現場打ちコンクリート

区　　間 単位 合計

項　　目 名　　称 単位 合計



1.0式当り

単位 数　　量

断面積 A ＝ ×

閉塞工 － × ＝ ｍ2

鉄筋コンクリート 24-8-25 V ＝ × ＝ ｍ3 ｍ3 0.18

型枠工 一般 A ＝ × 2 ＝ ｍ2 ｍ2 1.44

図面より

鉄筋工（差し筋） D13 差し筋付製品により鉄筋工は計上しない。

現場打ちコンクリート①（落差工⑩閉塞工）

項　　目 計　算　式

2.000 0.380

0.200 0.200 0.720

0.720 0.250 0.180

0.720 1.440



1.0式当り

単位 数　　量

巻立てコンクリート工

鉄筋コンクリート 24-8-25 V ＝ 図面より（図面番号47） ＝ ｍ3 ｍ3 0.23

型枠工 一般 A ＝ 図面より（図面番号47） ＝ ｍ2 ｍ2 2.16

図面番号47

鉄筋工 D13 W ＝ ＝ kg ｔ 0.010

鉄筋組立 SD295　D13 W ＝ ｋｇ ｔ 0.010 

L=100

差し筋 D13 W ＝ × × 14 本 ＝ kg 0.001

鉄筋組立 SD295　D13 ｋｇ ｔ 0.001 

(D13用)

あと施工アンカー M12用 N ＝ 図面より（図面番号47） 本 14

現場打ちコンクリート②（巻立てコンクリート工）

項　　目 計　算　式

0.231

2.156

8.950

鉄筋組立 8.950

0.995 0.100 1.393

差し筋用 1.393



1.0式当り

単位 数　　量

現場打ち壁

鉄筋コンクリート 24-8-25 V ＝ 図面より（図面番号48） ＝ ｍ3 ｍ3 1.38

型枠工 一般 A ＝ 図面より（図面番号48） ＝ ｍ2 ｍ2 9.34

図面より（図面番号48）

鉄筋組立 SD295　D13 W ＝ ＝ kg ｔ 0.133

鉄筋組立 SD295　D13 W ＝ ｋｇ ｔ 0.133 

L=100

差し筋 ＳＤ295　D13 W ＝ × × 26 本 ＝ kg ｔ 0.003

鉄筋組立 SD295　D13 ｋｇ ｔ 0.003 

現場打ちコンクリート③（現場打ち壁）

項　　目 計　算　式

1.378

9.342

132.534

鉄筋組立 132.534

0.995 0.100 2.587

差し筋用 2.587



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) インバートコンクリート工 

 



（１） (2) (3)

コンクリート工 18-8-40 11.69 2.35 m3 14.04

型枠工 一般 9.92 5.40 m2 15.32

耐摩耗板 t-20mm 15.79 m2 15.79
瀝青質板

目地材 t-10mm 12.12 m2 12.12

集計表（インバートコンクリート工）

上流工区

項　　目 名　称 規　格

インバート
コンクリート工 単位 計

インバート
コンクリート工



コンクリリート 型枠工 耐摩耗板

下流側 上流側 平均 18-8-40 一般 t-20mm

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ3 ｍ ｍ ｍ2 ｍ ｍ ｍ2

貯留 1.000 3.000 0.050 0.050 0.050 0.150 3.000 0.050 0.150 1.000 3.000 3.000 

落差工部 1～2 1.265 1.540 0.050 0.051 0.051 0.099 1.540 0.050 0.077 1.265 1.540 1.948 ハンチ考慮

3 0.865 2.000 0.551 0.551 0.551 0.953 2.000 0.551 1.102 0.865 2.000 1.730 

4 0.865 2.000 1.051 1.052 1.052 1.820 2.000 1.051 2.102 0.865 2.000 1.730 

5 1.005 2.000 1.552 1.553 1.553 3.122 2.000 1.552 3.104 1.005 2.000 2.010 

6～7 1.075 1.540 0.050 0.051 0.051 0.084 1.540 0.050 0.077 1.075 1.540 1.656 ハンチ考慮

8 0.905 2.000 0.551 0.551 0.551 0.997 2.000 0.551 1.102 0.905 2.000 1.810 

9 0.300 1.543 0.051 0.051 0.051 0.024 1.543 0.051 0.079 0.300 1.543 0.463 ハンチ考慮

10 0.470 2.000 0.440 0.440 0.440 0.414           -           -               - 0.470 2.000 0.940 

10 0.250 2.000 0.060 0.060 0.060 0.030           -           -               - 0.250 2.000 0.500 

11 0.300 1.727 0.164 0.164 0.164 0.085 1.727 0.164 0.283           -           -               - ハンチ考慮

12 0.695 2.859 0.164 0.165 0.165 0.328 2.859 0.164 0.469           -           -               - 

13～14 2.010 2.859 0.195 0.198 0.197 1.132 2.859 0.195 0.558           -           -               - 

15 0.695 2.859 0.228 0.230 0.229 0.455 2.859 0.228 0.652           -           -               - 

16 0.300 1.500 0.050 0.050 0.050 0.023 1.500 0.050 0.075           -           -               - 

Ｕ型水路 越流 17.900 1.727 0.050 0.077 0.064 1.978 1.727 0.050 0.086           -           -               - 

計 11.694 9.916 15.787 
下流側にて

計上

インバートコンクリート工(1)
上流工区 インバートコンクリート工 型枠工 耐摩耗板

高さ
摘要

項　　目 場所
延長 幅 幅 高さ 延長 幅

インバート
コンクリリート工



1式当り

単位 数　　量

インバート

コンクリート 18-8-40 A ＝ ＋ ＝ m2

底部インバート高さ（平均）
インバートコンクリート(1)より

12 h ＝ × ＝

13～14 h ＝ × ＝

15 h ＝ × ＝

計

平均h ＝ ÷ ＝ ｍ

V ＝ × （ － ）

V ＝ m3 2.35

L ＝ ＋

型枠工 一般 ＋ + ＝

H = m とする。 （底部は後施工）

A ＝ × ＝ m2 5.40

インバートコンクリート工(2)…落差工擦り付け部

平面図

項　　目 計　算　式

1.462 1.464 2.926 

平均高さ 延長

0.165 0.695 0.115

0.197 2.010 0.396

0.229 0.695 0.159

3.400 0.670

0.670 3.400 0.197

2.926 1.000 0.197

2.350

0.464 2.234

0.464 2.236 5.398

1.000

5.398 1.000 5.398



上流工区

目地材

瀝青質板

t-10mm

ｍ ｍ ｍ2

落差工部 2～3 2.000 0.551 1.102

3～4 2.000 1.051 2.102

4～5 2.000 1.552 3.104

7～8 2.000 0.551 1.102
0.864 0.805 0.696

13 3.000 0.195 0.585
0.764 0.805 0.615

14 3.000 0.195 0.585
0.864 0.771 0.666

15 3.000 0.229 0.687

計 11.244

U型水路 1～2 1.727 0.053 0.092

2～3 1.727 0.056 0.097

3～4 1.727 0.059 0.102

4～5 1.727 0.062 0.107

5～6 1.727 0.065 0.112

6～7 1.727 0.068 0.117

7～8 1.727 0.071 0.123

8～9 1.727 0.074 0.128

計 0.878

合計 12.122

インバートコンクリート工(3)

平面図 側面図

目地材

項　　目 場所
幅 高さ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 土 留 工 

 

 



土　留　工　数　量　集　計　表

土留工No. 延長 土留材料 重量 重量 鋼矢板切断 鋼矢板残置 スクラップ 鋼矢板運搬（往） 鋼矢板運搬（復） 現場発生品運搬 主部材 副資材(A) 副資材(B) 支保工設置・撤去工

（ｍ） L= 11.00 m L= 10.50 m L= 10.00 m （ｔ） L= 11.00 m L= 10.50 m L=２．０m以下 （ｔ） （箇所） （t） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （t） （t） （t） （t）

土留工⑤ 鋼矢板Ⅳ型 (ℓ=9.66 m) (ℓ=0.84 m)

中間区間②' 6.00 L= 10.00 m 43 32.723 43 2.749 43 29.974 2.749 41.399 8.676 2.749 6.886 1.515 0.275 8.676 発進立坑

土留工⑥ 鋼矢板Ⅳ型 (ℓ=9.61 m) (ℓ=0.89 m)

中間区間② 79.00 L= 10.00 m 400 304.400 400 27.000 400 277.400 27.000 408.023 103.623 27.000 82.240 18.093 3.290 103.623

土留工⑦ 鋼矢板Ⅳ型 (ℓ=9.62 m) (ℓ=0.88 m)

上流区間① 40.00 L= 10.00 m 200 152.20 200 13.41 200 138.791 13.409 202.096 49.896 13.409 39.600 8.712 1.584 49.896

計 125.000 643 489.323 643 43.158 643 446.165 43.158 651.518 162.195 43.158 128.726 28.320 5.149 162.195 

土留工No. 延長 土留材料 重量 重量 鋼矢板切断 鋼矢板残置 スクラップ 鋼矢板運搬（往復） 鋼矢板運搬（復） 現場発生品運搬 主部材 副資材(A) 副資材(B) 支保工設置・撤去工

（ｍ） L= 13.00 m L= 11.50 m （ｔ） L= 13.00 m L= 11.50 m L=２．０m以下 （ｔ） （箇所） （t） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （t） （t） （t） （t）

土留工⑧ 鋼矢板Ⅲ型 (ℓ=12.35 m) (ℓ=12.35 m) (ℓ=1.15 m)

上流区間② 40.00 L= 13.00 m 200 156.000 100 100 78.000 100 71.088 6.912 230.844 152.844 6.912 59.400 13.068 2.376 74.844

土留工⑨ 鋼矢板Ⅲ型 (ℓ=11.15 m) (ℓ=11.15 m) (ℓ=0.85 m)

上流区間③ 89.00 L= 11.50 m 450 310.500 225 225 155.250 225 143.775 11.475 473.871 318.621 11.475 129.660 28.525 5.186 163.371

土留工⑩ 鋼矢板Ⅲ型 (ℓ=11.15 m) (ℓ=11.15 m) (ℓ=0.85 m)

上流区間④ 6.83 L= 11.50 m 43 29.670 28 15 19.320 15 9.585 0.765 42.684 32.334 0.765 10.329 2.272 0.413 13.014

計 135.830 200 493 496.170 100.000 253.000 340 252.570 340 224.45 19.15 747.40 503.80 19.15 199.389 43.865 7.975 251.229

合　　計 260.83 985.49 100.00 253.00 983.00 295.73 983 670.61 62.31 1398.92 665.99 62.31 328.12 72.19 13.12 413.42

土　　　　　　　　　　留　　　　　　　　　　工 支保工

鋼矢板Ⅳ型打込（枚） 鋼矢板Ⅳ型引抜（枚）

土　　　　　　　　　　留　　　　　　　　　　工 支保工

鋼矢板Ⅲ型打込（枚） 鋼矢板Ⅳ型引抜（枚）

備考

備考



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間②' ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 矢板長 L ＝ ｍ

N ＝ （ × ＋ ） ÷

＝ 枚 ＝ 枚

×

× × 枚 ｔ 32.723

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 25 ｍ以下

枚 43

L ＝ ｍ ｍ 9.66

土留工⑤
No.9 15.00 No.10 1.00

Ｌ＝ 6.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

0.0761

10.000

6.00 2 5.20 0.40

43.0 43

重量 10.000 0.0761 43

枚数

１枚当り

打込み長 9.660 
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＝
0
.8

4
0

0
.3

4
0
 

0
.5

0
0

1
.3

4
0

5
.1

0
0
.0

2

0
.2

0

3
.0

0
0

1
0
.0

0
06

.4
6
0
 

6
.6

6
0

9
.6

6
0
 

残
置

＝
9
.1

6
0 5
.1

2



1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ 枚

L ＝ × ｍ 34.62

N ＝ （ × ＋ ） ÷

鋼矢板撤去工 ＝ 枚 ＝ 枚 枚 43

L ＝ ｍ ｍ 0.84

W ＝ × × 枚 ｔ 2.749

鋼矢板残置工 枚 43.0

L ＝ ｍ 9.16

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 29.974

鋼矢板

運搬重量 ｔ 41.399

鋼矢板

運搬重量 ｔ 8.676

t 2.749

現場発生品運搬 t 2.749

項　　目 計　算　式

0.0761

0.400 0.805

43.00

43.0 0.805

6.00 2 5.20 0.40

枚数 43.0 43

１枚当り

撤去長 0.840 

スクラップ

重量 0.840 0.07610 43

枚数

１枚当り

残置長 9.160 

残置重量 9.160 0.0761 43

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 4.800

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 1.520

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 0.566

W ＝ ＋ ＋

＝ ｔ ｔ 6.886

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 1.515

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 0.275

ｔ ｔ 8.676

ｔ 8.676

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 6.00 0.200 2.400

腹起し 0.200

2段目 6.00 0.200 2.400

計 4.800 

切梁

設置・撤去工

切梁 4.940 0.170 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 0.760

切梁 4.940 0.170 0.400

2段目 3.800

0.100

3.800 0.100 0.760

計 1.520 

火打ち

設置・撤去工

火打ち 0.100

１段目 1.414 0.100 0.283

火打ち 0.100

2段目 1.414 0.100 0.283

計 0.566 

4.800 1.520 0.566

主部材 6.886 

副部材Ａ 6.886 0.22 1.515 

副部材Ｂ 6.886 0.04 0.275 

計 8.676 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間② ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 L ＝

L ＝ ｍ → ｍ として計算する。

土留延長を ｍ増として計算する。

N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 304.400

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 25 ｍ以下

枚 400

L ＝ ｍ ｍ 9.61

土留工⑥
No.10 1.00 No.14 0.00

Ｌ＝ 79.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

0.0761

10.000

79.00 80.00

1.00

80.00 0.40 400

重量 10.000 0.0761 400

枚数

１枚当り

打込み長 9.613 
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1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ 枚

L ＝ × ｍ 322.00

鋼矢板撤去工 N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚 枚 400

L ＝ ｍ ｍ 0.89

W ＝ × × 枚 ｔ 27.000

鋼矢板残置工 枚 400.0

L ＝ ｍ 9.11

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 277.400

鋼矢板

運搬重量 ｔ 408.023

鋼矢板

運搬重量 ｔ 103.623

t 27.000

現場発生品運搬 t 27.000

項　　目 計　算　式

0.0761

0.400 0.805

400.00

400.0 0.805

枚数 80.00 0.40 400

１枚当り

撤去長 0.887 

スクラップ

重量 0.887 0.0761 400

枚数

１枚当り

残置長 9.113 

残置重量 9.113 0.0761 400

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 64.000

切梁間隔 ＝ ｍ

切梁数 ＝ ÷ ＋ 1 ＝ 本/段

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

ｔ ｔ 18.240

W ＝ ＋ ＝ ｔ ｔ 82.240

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 18.093

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 3.290

ｔ ｔ 103.623

ｔ 103.623

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 80.00 0.200 32.000

腹起し 0.200

2段目（盛替え） 80.00 0.200 32.000

計 64.000 

切梁 3.50

設置・撤去工 80.00 3.50 24

切梁 4.940 0.170 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 24 9.120

切梁 4.940 0.170 0.400

2段目（盛替え） 3.800

0.100

3.800 0.100 24 9.120

計 18.240 

主部材 64.000 18.240 82.240 

副部材Ａ 82.240 0.22 18.093 

副部材Ｂ 82.240 0.04 3.290 

計 103.623 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間① ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 L ＝ ｍ

L ＝ ｍ

N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 152.200

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 25 ｍ以下

枚 200

L ＝ ｍ ｍ 9.62

土留工⑦
No.14 0.00 No.16 0.00

Ｌ＝ 40.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

0.0761

10.000

40.00

40.00 0.40 200

重量 10.000 0.0761 200

枚数

１枚当り

打込み長 9.619 
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1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅳ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ 枚

L ＝ × ｍ 161.00

鋼矢板撤去工 N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚 枚 200

L ＝ ｍ ｍ 0.88

W ＝ × × 枚 ｔ 13.409

鋼矢板残置工 枚 200.0

L ＝ ｍ 9.12

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 138.791

鋼矢板

運搬重量 ｔ 202.096

鋼矢板

運搬重量 ｔ 49.896

（スクラップ） t 13.409

現場発生品運搬 t 13.409

項　　目 計　算　式

0.0761

0.400 0.805

200.00

200.0 0.805

枚数 40.00 0.40 200

１枚当り

撤去長 0.881 

スクラップ

重量 0.881 0.0761 200

枚数

１枚当り

残置長 9.119 

残置重量 9.119 0.0761 200

往路

復路



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 32.000

切梁間隔 ＝ ｍ

切梁数 ＝ ÷ ＋ 1 ＝ 本/段

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

ｔ ｔ 7.600

W ＝ ＋ ＝ ｔ ｔ 39.600

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 8.712

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 1.584

ｔ ｔ 49.896

ｔ 49.896

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 40.00 0.200 16.000

腹起し 0.200

2段目（盛替え） 40.00 0.200 16.000

計 32.000 

切梁 4.40

設置・撤去工 40.00 4.40 10

切梁 4.940 0.170 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 10 3.800

切梁 4.940 0.170 0.400

2段目（盛替え） 3.800

0.100

3.800 0.100 10 3.800

計 7.600 

主部材 32.000 7.600 39.600 

副部材Ａ 39.600 0.22 8.712 

副部材Ｂ 39.600 0.04 1.584 

計 49.896 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間② ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅲ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 L ＝ ｍ

L ＝ ｍ

N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 156.000

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 19 ｍ以下

枚 200

L ＝ ｍ ｍ 12.35

土留工⑧
No.16 0.00 No.18 0.00

Ｌ＝ 40.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.85

項　　目 計　算　式

0.060

13.000

40.00

40.00 0.40 200

重量 13.000 0.060 200

枚数

１枚当り

打込み長 12.348 

撤
去

＝
1
.1

5
2

0
.6

5
2
 

0
.5

0
0

1
.3

2
8

5
.1

0
0
.0

2

置換工 0
.2

0

2
.0

0
0

3
.7

0
0

1
3
.0

0
0

6
.4

4
8
 

6
.6

4
8

8
.6

4
8
 

1
2
.3

4
8
 

残
置

＝
1
1
.8

4
8

5
.1

2



1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅲ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ ÷ ＝ 枚

L ＝ × ｍ 72.00

油圧式バイブロハンマ

鋼矢板引抜工 引抜長 L ＝ 25 ｍ以下

N ＝ ÷ 枚 100

L ＝ ｍ ｍ 12.35

W ＝ × × 枚 ｔ 78.000

陸上施工

引抜長 15 ｍ以下 枚/日 43.0

鋼矢板撤去工 N ＝ ÷ 枚 100

L ＝ ｍ ｍ 1.15

W ＝ × × 枚 ｔ 6.912

鋼矢板残置工 枚 100.0

L ＝ ｍ 11.85

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 71.088

鋼矢板

運搬重量 ｔ 230.844

鋼矢板

運搬重量 ｔ 152.844

t 6.912

現場発生品運搬 ｔ 6.912

項　　目 計　算　式

0.060

0.400 0.720

40.00 0.40 100

100.0 0.720

枚数 40.00 0.40

１枚当り

引抜長 12.348 

損料

（賃料） 13.000 0.060 100.0

日当り

施工枚数

枚数 40.00 0.40

１枚当り

撤去長 1.152 

スクラップ

重量 1.152 0.060 100

枚数

１枚当り

残置長 11.848 

残置重量 11.848 0.060 100

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 48.000

切梁間隔 ＝ ｍ

切梁数 ＝ ÷ ＋ 1 ＝ 本/段

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

ｔ ｔ 11.400

W ＝ ＋ ＝ ｔ ｔ 59.400

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 13.068

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 2.376

ｔ ｔ 74.844

ｔ 74.844

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 40.00 0.200 16.000

腹起し 0.200

2段目 40.00 0.200 16.000

腹起し 0.200

3段目 40.00 0.200 16.000

計 48.000 

切梁 4.40

設置・撤去工 40.00 4.40 10

切梁 4.850 0.125 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 10 3.800

切梁 4.850 0.125 0.400

2段目 3.800

0.100

3.800 0.100 10 3.800

切梁 4.850 0.125 0.400

3段目 3.800

0.100

3.800 0.100 10 3.800

計 11.400 

主部材 48.000 11.400 59.400 

副部材Ａ 59.400 0.22 13.068 

副部材Ｂ 59.400 0.04 2.376 

計 74.844 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間③ ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅲ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 L ＝ ｍ

L ＝ ｍ → ｍ として計算する。

土留延長を ｍ増として計算する。

土留工⑩にて ｍ減長する。

N ＝ ÷ × 2 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 310.500

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 19 ｍ以下

枚 450

L ＝ ｍ ｍ 11.15

土留工⑨
No.18 0.00 No.22 9.00

Ｌ＝ 89.00

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.85

項　　目 計　算　式

0.060

11.500

89.00 90.00

1.00

1.00

90.00 0.40 450

重量 11.500 0.060 450

枚数

１枚当り

打込み長 11.150 

撤
去

＝
0
.8

5
0

0
.3

5
0
 

0
.5

0
0

1
.4

1
8

5
.1

0
0
.0

2

置換工 0
.2

0

1
.1

1
2

3
.3

0
0

1
1
.5

0
0

6
.5

3
8
 

6
.7

3
8

7
.8

5
0
 

1
1
.1

5
0
 

残
置

＝
1
0
.6

5
0

5
.1

2



1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅲ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ ÷ ＝ 枚

L ＝ × ｍ 162.00

油圧式バイブロハンマ

鋼矢板引抜工 引抜長 L ＝ 25 ｍ以下

N ＝ ÷ 枚 225

L ＝ ｍ ｍ 11.15

W ＝ × × 枚 ｔ 155.250

陸上施工

引抜長 12 ｍ以下 枚/日 50.0

鋼矢板撤去工 N ＝ ÷ 枚 225

L ＝ ｍ ｍ 0.85

W ＝ × × 枚 ｔ 11.475

鋼矢板残置工 枚 225.0

L ＝ ｍ 10.65

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 143.775

鋼矢板

運搬重量 ｔ 473.871

鋼矢板

運搬重量 ｔ 318.621

t 11.475

現場発生品運搬 ｔ 11.475

項　　目 計　算　式

0.060

0.400 0.720

90.00 0.40 225

225.0 0.720

枚数 90.00 0.40

１枚当り

引抜長 11.150 

損料

（賃料） 11.500 0.060 225

日当り

施工枚数

枚数 90.00 0.40

１枚当り

撤去長 0.850 

スクラップ

重量 0.850 0.060 225

枚数

１枚当り

残置長 10.650 

残置重量 10.650 0.060 225

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 108.000

切梁間隔 ＝ ｍ

切梁数 ＝ ÷ ＋ 1 ＝ 本/段

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

ｔ ｔ 21.660

W ＝ ＋ ＝ ｔ ｔ 129.660

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 28.525

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 5.186

ｔ ｔ 163.371

ｔ 163.371

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 90.00 0.200 36.000

腹起し 0.200

2段目 90.00 0.200 36.000

腹起し 0.200

3段目 90.00 0.200 36.000

計 108.000 

切梁 5.00

設置・撤去工 90.00 5.00 19

切梁 4.850 0.125 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 19 7.220

切梁 4.850 0.125 0.400

2段目 3.800

0.100

3.800 0.100 19 7.220

切梁 4.850 0.125 0.400

3段目 3.800

0.100

3.800 0.100 19 7.220

計 21.660 

主部材 108.000 21.660 129.660 

副部材Ａ 129.660 0.22 28.525 

副部材Ｂ 129.660 0.04 5.186 

計 163.371 

支保工設置

・撤去重量



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間④ ｍ

※反力チャックのつかみ代に　ついては、表層部の除去が見込まれるので計上なしとする。

1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板 Ⅲ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板 L ＝ ｍ

L ＝ ｍ － ＋ ＝ ｍ

として計算する。

土留延長を ｍ増として計算する。

土留工⑨より ｍ減長する。

N ＝ （ × 2 ＋ ） ÷

＝ 枚 ＝ 枚

× × 枚 ｔ 29.670

鋼矢板打込工 打込み長 L ＝ 19 ｍ以下

枚 43

土留工⑩
No.22 9.00 No.22 15.83

Ｌ＝ 6.83

3.60

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.85

項　　目 計　算　式

0.060

11.500

6.83 1.00 0.17 6.00

0.17

1.00

6.00 5.20 0.40

43.0 43

重量 11.500 0.060 43

枚数

撤
去

＝
0
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5
0
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5
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0

1
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1
8

3
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0

1
1
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0
0

6
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1
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0
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置
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1.0式当り

単位 数　　量

鋼矢板打込工 L ＝ ｍ ｍ 11.15

鋼矢板 Ⅲ 型 W ＝ ｔ/m

鋼矢板切断工 矢板幅 ＝ ｍ L ＝ ｍ/枚

N ＝ ÷ ＝ 枚

L ＝ × ｍ 10.80

油圧式バイブロハンマ

鋼矢板引抜工 引抜長 L ＝ 25 ｍ以下

N ＝ － 枚 28.0

L ＝ ｍ ｍ 11.15

W ＝ × × 枚 ｔ 19.320

陸上施工

引抜長 12 ｍ以下 枚/日 50.0

鋼矢板撤去工 N ＝ ÷ 枚 15

L ＝ ｍ ｍ 0.85

W ＝ × × 枚 ｔ 0.765

鋼矢板残置工 枚 15.0

L ＝ ｍ 10.65

不足弁償分 or 購入

W ＝ × × 枚 ｔ 9.585

鋼矢板

運搬重量 ｔ 42.684

鋼矢板

運搬重量 ｔ 32.334

t 0.765

現場発生品運搬 t 0.765

項　　目 計　算　式

１枚当り

打込み長 11.150 

0.060

0.400 0.720

6.00 0.40 15

15.0 0.720

枚数 43.0 15.0

１枚当り

引抜長 11.150 

損料

（賃料） 11.500 0.060 28

日当り

施工枚数

枚数 6.00 0.40

１枚当り

撤去長 0.850 

スクラップ

重量 0.850 0.060 15

枚数

１枚当り

残置長 10.650 

残置重量 10.650 0.060 15

往路

復路

（スクラップ）



1.0式当り

単位 数　　量

仮設材

設置撤去工

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-400×400×13×21 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 7.200

切梁間隔 ＝ ｍ

切梁数 ＝ ÷ ＋ 1 ＝ 本/段

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

L ＝ － ( ＋ ) × 2

＝ ｍ

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × ＝ t

ｔ ｔ 2.280

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

H-300×300×10×15 W ＝ ｔ/m

W ＝ × × 2 ＝ t

ｔ ｔ 0.849

W ＝ ＋ ＋

＝ ｔ ｔ 10.329

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 2.272

W ＝ × ＝ ｔ ｔ 0.413

ｔ ｔ 13.014

ｔ 13.014

項　　目 計　算　式

腹起し

設置・撤去工

腹起し 0.200

１段目 6.00 0.200 2.400

腹起し 0.200

2段目 6.00 0.200 2.400

腹起し 0.200

3段目 6.00 0.200 2.400

計 7.200 

切梁 5.00

設置・撤去工 6.00 5.00 2

切梁 4.850 0.125 0.400

１段目 3.800

0.100

3.800 0.100 2 0.760

切梁 4.850 0.125 0.400

2段目 3.800

0.100

3.800 0.100 2 0.760

切梁 4.850 0.125 0.400

3段目 3.800

0.100

3.800 0.100 2 0.760

計 2.280 

火打ち

設置・撤去工

火打ち 0.100

１段目 1.414 0.100 0.283

火打ち 0.100

2段目 1.414 0.100 0.283

火打ち 0.100

１段目 1.414 0.100 0.283

計 0.849 

7.200 2.280 0.849

主部材 10.329 

副部材Ａ 10.329 0.22 2.272 

副部材Ｂ 10.329 0.04 0.413 

計 13.014 

支保工設置

・撤去重量



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 簡 易 土 留 工 

 

 



① ②

掘削深
簡易土留工 建込工 H=3.50m以下 10.00 ｍ 10.00

掘削深
H=3.00m以下 36.00 ｍ 36.00
掘削深

引抜工 H=3.50m以下 10.00 ｍ 10.00
掘削深
H=3.00m以下 36.00 ｍ 36.00
掘削深

土留材（両側） H=3.50m以下 35.000 ｍ2 35.00
掘削深
H=3.00m以下 108.000 ｍ2 108.00

集計表（簡易土留工）

上流工区

項　　目 名　称 規　格
簡易土留工

単位 計



測点 ： + ～ +

区間 ： 簡易土留 ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

建込簡易土留

建込簡易土留 H ＝ ｍ

両側分

建込工 L ＝ ｍ 10.00

両側分

引抜工 L ＝ ｍ 10.00

両側

土留材 A ＝ × × 2 ＝ m2 ｍ2 35.00

簡易土留工①
No.22 15.83 No.23 1.00

Ｌ＝ 5.00

3.48

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.70

項　　目 計　算　式

3.500

掘削深

H=3.50m以下

掘削深

H=3.50m以下

両側 5.000 3.500 35.000

0
.3

6
0
 

0
.4

0
0

2
.5

2
0
.0

2

0
.2

0

3
.5

0
0

2
.9

4
0
 

3
.1

4
0

2
.5

4



測点 ： + ～ +

区間 ： 簡易土留 ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

建込簡易土留

建込簡易土留 H ＝ ｍ

両側分

建込工 L ＝ ｍ 36.00

両側分

引抜工 L ＝ ｍ 36.00

両側

土留材 A ＝ × × 2 ＝ m2 ｍ2 108.00

簡易土留工②
No.23 1.00 No.23 18.136

Ｌ＝ 18.00

2.32

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

3.60

項　　目 計　算　式

3.000

掘削深

H=3.00m以下

掘削深

H=3.00m以下

両側 18.000 3.000 108.000

0
.2

4
0
 

0
.6

4
0

2
.0

0
0

0
.0

2

0
.1

0

3
.0

0
0

2
.6

6
0
 

2
.7

6
0

2
.0

2
0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 土 工 

 

 



土　工　数　量　集　計　表

土工No. 延長 掘削深 計 残土処分 基面整正

（ｍ） （ｍ） 障害物なし H≦5.0ｍ障害物あり　 5.0ｍ＜H　 （㎥）
最大１m以
上　4m未満 最小4m以上 計 （㎥） （㎡）

土工⑤

中間区間②' 6.00 6.66 28.45 119.75 49.20 197.40 66.84 39.71 106.55 197.40 29.64 発進立坑

土工⑥

中間区間② 79.00 6.61 356.31 1594.99 629.49 2580.79 542.00 504.61 1046.61 2580.79 390.26

土工⑦

上流区間① 40.00 6.62 181.59 806.41 319.91 1307.91 274.43 256.68 531.11 1307.91 197.60

計 125.000 566.35 2521.15 998.61 4086.11 883.27 801.00 1684.27 4086.10 617.50

土工No. 延長 掘削深 計 残土処分 基面整正

（ｍ） （ｍ） 障害物なし H≦5.0ｍ障害物あり　 5.0ｍ＜H　 （㎥）
最大１m以
上　4m未満 最小4m以上 計 （㎥） （㎡）

土工⑧

上流区間② 40.00 6.65 183.91 786.09 707.71 1677.71 644.00 257.63 901.63 1677.71 197.60

土工⑨

上流区間③ 89.00 6.74 410.07 1748.18 1230.20 3388.45 1049.60 612.08 1661.68 3388.45 439.66

土工⑩

上流区間④ 6.83 6.73 31.47 134.16 94.41 260.04 126.37 46.77 173.14 260.04 33.13

計 135.830 625.45 2668.43 2032.32 5326.20 1819.97 916.48 2736.45 5326.20 670.39

土工No. 延長 掘削深 計 残土処分 基面整正

（ｍ） （ｍ） 障害物なし H≦5.0ｍ障害物あり　 5.0ｍ＜H　 （㎥）
最大１m以
上　4m未満 最小4m以上 計 （㎥） （㎡）

5.00 3.14 73.79 73.79 16.51 9.40 25.91 73.79 23.50

18.33 2.79 184.11 184.11 92.78 92.78 184.11 65.99 埋戻し流動化処理土

計 23.330 257.90 257.90 109.29 9.40 118.69 257.90 89.49

合　　計 284.16 1191.80 5447.48 3030.93 9670.21 2812.53 1726.88 4539.41 9670.20 1377.38

土　　　　　　　　　　　　　　　　　工

掘削工（㎥） 埋戻し工（㎥）

土　　　　　　　　　　　　　　　　　工

掘削工（㎥） 埋戻し工（㎥）

土　　　　　　　　　　　　　　　　　工

掘削工（㎥） 埋戻し工（㎥）

備考

備考

備考

簡易土留土
工①

簡易土留土
工②



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間②' ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H　

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 197.40

障害物なし

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ ＋ ＝

5.0ｍ＜H　

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 197.40

土工⑤
No.9 15.00 No.10 1.00

Ｌ＝ 6.00

3.60

0.960

4.040

1.660 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.94 0.960 6.00 28.454

4.94 4.040 6.00 119.746

4.94 1.660 6.00 49.202

197.40 

ダンプトラック

10ｔ級 28.454 0.000 28.454

119.746 0.000 119.746

49.202 0.000 49.202

197.402 
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1.0式当り

単位 数　　量

m3

埋戻し工 V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

計

再生砕石 V ＝ × × -

埋戻し工 ＝ ｍ3 106.55

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 66.84

V ＝ ― ＝ ｍ3 39.71

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 29.64

項　　目 計　算　式

控除

基礎コンクリート 4.94 0.200 6.000 5.928

BOX +

敷モルタル 3.60 5.120 4.400 81.101

坑口 2.100 1.540 0.370 1.197

管基礎 1.460 1.460 1.230 2.622

90.848

4.94 6.660 6.00 90.848

全体 106.554

最大1m以上 4.94 5.320 6.00 90.85

4m未満 66.837

最小4m以上 106.55 66.84 39.71

4.94 6.0 29.640



測点 ： + ～ +

区間 ： 中間区間② ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H　

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 2580.79

障害物なし

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

H≦5.0ｍ障害物あり

V ＝ ＋ ＝

5.0ｍ＜H　

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 2580.79

土工⑥
No.10 1.00 No.14 0.00

Ｌ＝ 79.00

3.60

0.913

4.087

1.613 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.94 0.913 79.00 356.307

4.94 4.087 79.00 1594.993

4.94 1.613 79.00 629.489

2580.79 

ダンプトラック

10ｔ級 356.307 0.000 356.307

1594.993 0.000 1594.993

629.489 0.000 629.489

2580.789 
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1.0式当り

単位 数　　量

ｍ3

埋戻し工 A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

計

再生砕石 V ＝ －

埋戻し工 ＝ ｍ3 1046.61

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 542.00

V ＝ ― ＝ ｍ3 504.61

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 390.26

項　　目 計　算　式

4.94 6.61 79.00 2580.789

控除

基礎コンクリート 4.94 0.200 79.00 78.052

BOX + 

敷モルタル 3.60 5.120 79.00 1456.128

1534.180

2580.79 1534.18

全体 1046.609

最大1m以上 4.94 5.320 79.00 1534.18

4m未満 542.003

最小4m以上 1046.61 542.00 504.61

4.94 79.0 390.260



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間① ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 1307.91

障害物なし

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ ＋ ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 1307.91

土工⑦
No.14 0.00 No.16 0.00

Ｌ＝ 40.00

3.60

0.919

4.081

1.619 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.94

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.94 0.919 40.00 181.594

4.94 4.081 40.00 806.406

4.94 1.619 40.00 319.914

1307.91 

ダンプトラック

10ｔ級 181.594 0.000 181.594

806.406 0.000 806.406

319.914 0.000 319.914

1307.914 
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1.0式当り

単位 数　　量

ｍ3

埋戻し工 A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

計

再生砕石 V ＝ －

埋戻し工 ＝ ｍ3 531.11

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 274.43

V ＝ ― ＝ ｍ3 256.68

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 197.60

項　　目 計　算　式

4.94 6.62 40.00 1307.914

控除

基礎コンクリート 4.94 0.200 40.00 39.520

BOX + 

敷モルタル 3.60 5.120 40.00 737.280

776.800

1307.91 776.80

全体 531.114

最大1m以上 4.94 5.320 40.00 776.80

4m未満 274.432

最小4m以上 531.11 274.43 256.68

4.94 40.0 197.600



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間② ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 1677.71

障害物なし

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ ＋ ＝

5.0ｍ＜H

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 1677.71

土工⑧
No.16 0.00 No.18 0.00

Ｌ＝ 40.00

3.60

0.948

4.052

3.648 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.85

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.85 0.948 40.00 183.912

4.85 4.052 40.00 786.088

4.85 3.648 40.00 707.712

1677.71 

ダンプトラック

10ｔ級 183.912 0.000 183.912

786.088 0.000 786.088

707.712 0.000 707.712

1677.712 
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1.0式当り

単位 数　　量

ｍ3

埋戻し工 V ＝ × × ＝

ｍ3

V ＝ × × ＝

ｍ3

V ＝ × × ＝

ｍ3

計

V ＝ × × ＝

V ＝ －

＝

再生砕石

埋戻し工 V ＝ ＋ ＝ ｍ3 901.63

V ＝ ― ＝ ｍ3 644.00

V ＝ × × ＝ ｍ3 257.63

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 197.60

項　　目 計　算　式

4.85 6.65 40.00 1289.712

控除

基礎コンクリート 4.85 0.200 40.00 38.800

BOX + 

敷モルタル 3.6 5.120 40.00 737.280

776.080

再生砕石

置換工 4.85 2.000 40.000 388.000

再生砕石 1289.71 776.08

埋戻し工 513.632

全体 388.000 513.632 901.632

最大1m以上

4m未満 901.63 257.63 644.00

最小4m以上 4.85 1.328 40.00 257.63

4.94 40.0 197.600



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間③ ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H　

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 3388.45

障害物なし

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ ＋ ＝

5.0ｍ＜H　

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 3388.45

土工⑨
No.18 0.00 No.22 9.00

Ｌ＝ 89.00

3.60

0.950

4.050

2.850 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.85

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.85 0.950 89.00 410.068

4.85 4.050 89.00 1748.18

4.85 2.850 89.00 1230.20

3388.45 

ダンプトラック

10ｔ級 410.068 0.000 410.068

1748.18 0.000 1748.18

1230.203 0.000 1230.203

3388.454 
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1.0式当り

単位 数　　量

ｍ3

埋戻し工 A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

A ＝ × × ＝

ｍ3

計

V ＝ × × ＝

V ＝ －

＝

再生砕石

埋戻し工 V ＝ ＋ ＝ ｍ3 1661.68

V ＝ ― ＝ ｍ3 1049.60

V ＝ × × ＝ ｍ3 612.08

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 439.66

項　　目 計　算　式

4.85 6.74 89.00 2908.458

控除

基礎コンクリート 4.85 0.200 89.00 86.330

BOX + 

敷モルタル 3.6 5.120 89.00 1640.448

1726.778

再生砕石

置換工 4.85 1.112 89.000 479.995

再生砕石 2908.46 1726.78

埋戻し工 1181.680

全体 479.995 1181.680 1661.675

最大1m以上

4m未満 1661.68 612.08 1049.60

最小4m以上 4.85 1.418 89.00 612.08

4.94 89.0 439.660



測点 ： + ～ +

区間 ： 上流区間④ ｍ

障害物なし＝ ｍ
H≦5.0ｍ障害物あり　＝ ｍ

5.0ｍ＜H　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

障害物なし

掘削工 V ＝ × × ＝

H≦5.0ｍ障害物あり　

V ＝ × × ＝

5.0ｍ＜H　

V ＝ × × ＝

計 ｍ3 260.04

粘土

発生土処分工 V ＝ ＋ ＝

砂

V ＝ ＋ ＝

礫

V ＝ ＋ ＝

計 ｍ3 260.04

土工⑩
No.22 9.00 No.23 15.83

Ｌ＝ 6.83

3.60

0.950

4.050

2.850 

敷きﾓﾙﾀﾙ
基礎コンクリート

4.85

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.85 0.950 6.83 31.469

4.85 4.050 6.83 134.158

4.85 2.850 6.83 94.408

260.04 

ダンプトラック

10ｔ級 31.469 0.000 31.469

134.158 0.000 134.158

94.408 0.000 94.408

260.035 
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1.0式当り

単位 数　　量

m3

埋戻し工 V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

計

V ＝ × × ＝

V ＝ × × －

＝

再生砕石

埋戻し工 V ＝ ＋ ＝ ｍ3 173.14

V ＝ ― ＝ ｍ3 126.37

V ＝ × × ＝ ｍ3 46.77

m2

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 33.13

項　　目 計　算　式

控除

基礎コンクリート 4.85 0.200 6.830 6.625

BOX + 

敷モルタル

控除①

BOX + モルタル 3.600 5.120 0.400 7.373

控除②～⑤

基礎コンクリート 2.800 0.200 3.600 2.016

BOX + モルタル 2.600 4.520 3.600 42.307

控除⑥

基礎コンクリート 2.800 0.200 0.300 0.168

BOX + モルタル 2.600 5.510 0.300 4.298

控除⑦～⑧

基礎コンクリート 2.720 0.200 1.680 0.914

BOX + モルタル 2.520 3.500 1.680 14.818

控除⑨

基礎コンクリート 2.720 0.200 0.300 0.163

BOX + モルタル 2.520 3.572 0.300 2.700

控除⑩

基礎コンクリート 2.640 0.200 0.720 0.380

BOX + モルタル 2.440 2.920 0.720 5.130

86.892

再生砕石

置換工 4.85 1.118 6.830 37.034

再生砕石 4.85 6.732 6.83 86.892

埋戻し工 136.109

全体 37.034 136.109 173.143

最大1m以上

4m未満 173.14 46.77 126.37

最小4m以上 4.85 1.412 6.83 46.77

4.85 6.8 33.126



測点 ： + ～ +

区間 ： 簡易土留 ｍ

粘土＝ ｍ

砂　＝ ｍ

礫　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

H≦5.0ｍ障害物あり　

掘削工 V ＝ × × ＝

計 ｍ3 73.79

簡易土留土工①
No.22 15.83 No.23 1.00

Ｌ＝ 5.00

2.560

0.000

0.580 

3.48

敷きﾓﾙﾀﾙ

基礎コンクリート

3.68

4.70

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 4.70 3.140 5.00 73.79

73.79 
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1.0式当り

単位 数　　量

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 23.50

H≦5.0ｍ障害物あり　

発生土処分工 V ＝ ＝

計 ｍ3 73.79

m3

埋戻し工 V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

計

再生砕石 V ＝ × × －

埋戻し工 ＝ ｍ3 25.91

V ＝ × × － m3

＝ ｍ3 16.51

V ＝ ― ＝ ｍ3 9.40

項　　目 計　算　式

4.70 5.000 23.500

ダンプトラック

10ｔ級 73.790 73.790

73.790 

控除

基礎コンクリート 3.68 0.200 5.000 3.680

BOX + 

敷モルタル 3.48 2.540 5.000 44.196

47.876

4.70 3.140 5.00 47.876

全体 25.914

最大1m以上 4.70 2.740 5.00 47.88

4m未満 16.514

最小4m以上 25.91 16.51 9.40



測点 ： + ～ +

区間 ： 簡易土留 ｍ

粘土＝ ｍ

砂　＝ ｍ

礫　＝ ｍ

1.0式当り

単位 数　　量

H≦5.0ｍ障害物あり　

掘削工 V ＝ × × ＝

計 ｍ3 184.11

簡易土留土工②
No.23 1.00 No.23 18.136

Ｌ＝ 18.33

2.560

0.000

0.230 

2.32

敷きﾓﾙﾀﾙ

基礎コンクリート

2.52

3.60

項　　目 計　算　式

バックホウ

0.60m3 3.60 2.790 18.33 184.107

184.11 
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1.0式当り

単位 数　　量

基面整正 A ＝ × ＝ ｍ2 65.99

H≦5.0ｍ障害物あり　

発生土処分工 V ＝ ＝

計 ｍ3 184.11

m3

埋戻し工 V ＝ × × ＝

m3

V ＝ × × ＝

m3

計

V ＝ × × －

＝ ｍ3 92.78

項　　目 計　算　式

3.60 18.330 65.988

ダンプトラック

10ｔ級 184.107 184.107

184.107 

控除

基礎コンクリート 2.52 0.150 18.200 6.880

BOX + 

敷モルタル 2.32 2.000 18.200 84.448

91.328

流動化処理土 3.60 2.790 18.33 91.328

埋戻し工 92.779



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 排気口（排気管） 

 

 



管渠工SPφ300 1.0式当り

単位 数　　量

管布設工

下水道用硬質塩化ビニル管 外径 mm

VUφ300 VUφ300 官厚 mm

市場単価（材工共）

硬質塩化ビニル管設置工 L ＝ ｍ ｍ 3.56

材料

露出部 幅 ＝ mm 重複幅 ＝ mm

耐候性テープ VUφ300 有効幅 ＝ mm

面積（斜めカット部を無視する）

A ＝ π × × ＝ ｍ2

耐候性テープ長

L ＝ ÷ ＝ ｍ ｍ 15

保護コンクリート工 18-8-40

V ＝ ×( × ＋ × )

コンクリート工 No.5 － × ^2 ×( ＋ ）

＝ ｍ3

ｍ3 0.36

Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.272 

型枠工（一般） No.5 Ａ ＝ ( × ）－ × ^2 ＝ 0.285 

Ａ ＝ ( × ＋ × )

× 2 ＋ × ＋ ＋ ＝ ｍ2 2.65

排気口（排気管）

項　　目 計　算　式

318

9

3.560

60 20

40

0.318 0.579 0.578

0.578 0.040 14.450

0.618 0.899 0.569 0.589 0.399

π/4 0.318 0.659 0.590

0.362

0.569 0.618 π/4 0.318

0.589 0.618 π/4 0.318

0.899 0.569 0.589 0.399

0.618 0.968 0.272 0.285 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11) フェンス設置工 

 

 



メッシュフェンス 1.0式当り

単位 数　　量

フェンス

フェンス設置工 H=1.50m L ＝ ｍ 4.00

支柱工 本 4

金網工 L ＝ ｍ 4.00

V ＝ × 2 ＋ × 2

基礎コンクリート 18-8-40 ＝ ｍ3 ｍ3 0.12

V ＝ × × － π/4

標準 × ^2 × ＝ m3/個

18-8-40 V ＝ × × － π/4

門扉 × ^2 × ＝ m3/個

A ＝ × 2 ＋ × 2

型枠工 ＝ ｍ2 ｍ2 1.85

A ＝ × × 4

標準 ＝ m2/個

18-8-40 A ＝ × × 4

門扉 ＝ m2/個

材料

H=1.50m 金網・支柱：めっき＋塗装

メッシュフェンス L ＝ － × ＝ ｍ ｍ 3.00

H=1.50m

メッシュフェンス門扉 N ＝ 基 1

フェンス

項　　目 計　算　式

0.014 0.044

0.116

0.180 0.180 0.450

0.0508 0.250 0.014

0.300 0.300 0.500

0.0605 0.300 0.044

0.324 0.600

1.848

0.180 0.450

0.324

0.300 0.500

0.600

4.000 1.000 1 3.000



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§5．地盤改良工（高圧噴射攪拌工法） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 下 流 区 間 

 



施工数量表 1：JETCRETE-N

造　成　長  　　（ｍ）

粘性土　１本当り 砂質土　１本当り 砂礫　１本当り

（本） （㎜） 10分/ｍ 計 9分/ｍ 計 9分/ｍ 計

下流区間① 8 3,400 1.460 1.460 0.800 0.800 0.740 0.740 3.000 24.000 

下流区間② 84 3,400 0.800 0.800 1.585 1.585 2.385 200.340 

中間区間① 54 3,400 1.242 1.242 0.258 0.258 1.500 81.000 

中間区間①' 4 3,400 1.347 1.347 0.153 0.153 1.500 6.000 

計 150 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 311.340 

施工数量表 2：JETCRETE-N

プレジェット長　　（ｍ）

粘性土　１本当り 砂質土　１本当り 砂礫　１本当り

（本） （㎜） 5分/ｍ 計 計 計

下流区間① 8 3,400 1.460 1.460 1.460 11.680 

下流区間② 84 3,400

中間区間① 54 3,400 1.242 1.242 1.242 67.068 

中間区間①' 4 3,400 1.347 1.347 1.347 5.388 

計 150 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 84.136 

施工位置
本数 有効径

1本当り
計

延長

施工位置
本数 有効径

1本当り
計

延長



施工数量表 3：JETCRETE-N

排   泥   量    （㎥）

（本） （㎜） １本当り 延長 １本当り 総量 １本当り 総量 １本当り 総量 １本当り 総量 １本当り 総量

下流区間① 8 3,400 10.920 87.360 12.859 102.872 16.842 134.736 1.341 10.728 3.701 29.608 0.000 0.000 

下流区間② 84 3,400 9.475 795.900 9.855 827.820 11.545 969.780 1.211 101.724 0.000 0.000 0.000 0.000 

中間区間① 54 3,400 8.692 469.368 7.310 394.740 10.791 582.714 0.840 45.360 3.149 170.046 0.000 0.000 

中間区間①' 4 3,400 8.897 35.588 7.363 29.452 10.955 43.820 0.858 3.432 3.415 13.660 0.000 0.000 

計 150 ― ― 1,388.216 ― 1,354.884 ― 1,731.050 ― 161.244 ― 213.314 ― 0.000 

※　削孔長は余掘り0.50ｍを含む。

造    成 削   孔 プレジェット 安定液削孔施工位置
本数 有効径 削孔長 （ｍ） 噴射量 （㎥）

プラント
排水

総量

152.000 2,257.608 



1) 固化材使用量

     Ｑ＝（ｔｇ×ｑｊ＋ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ＋ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'＋ｈ×ｑｊ×ｔｊ）×（1＋β）×Ｎ本

①  ③ ④  ②

1 下流区間①

① ｎ： 1 …１孔での改良層数(層) ① 定置噴射：ｔｇ×ｑｊ

ｔｇ： 3.00 …改良下端深度固化材噴射時間(分/回) Ｑ(定位置)＝ 1層×3分×0.39ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3

ｑｊ： 0.390 …固化材単位噴射量(ｍ3/分)

② JETCRETE造成噴射(固化材)：ｈ×ｑｊ×ｔｊ ②～④ 粘合計

② ｈ(粘1)： 1.460 ｍ/本 ｑｊ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 ｔｊ(粘1)： 10 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.46ｍ×0.39ｍ3/分×10分/ｍ＝ 5.694 ｍ3 5.694 ｍ3

ｈ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 ②～④ 砂･礫合計

ｈ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 5.267 ｍ3

ｈ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂1)： 0.800 ｍ/本 ｑｊ(砂1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(砂1)： 9 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0.8ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 2.736 ｍ3

ｈ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫1)： 0.740 ｍ/本 ｑｊ(礫1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(礫1)： 9 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0.74ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 2.531 ｍ3

ｈ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

③ プレジェット噴射(固化材)：ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ

③ ｈｐ(粘1)： 1.460 ｍ/本 ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.46ｍ×0ｍ3/分×5分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

④ ポストジェット噴射(固化材)：ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'

④ ｈｐ'(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘1)： 0 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

β： 1.06 …固化材噴射ロス率

Ｎ： 8 …施工本数(本) １本当り使用量 上記合計×（1＋β）

Ｑ＝ ①～④の合計 12.131 ｍ3

Ｑ＝ 12.131ｍ3×1.06＝ 12.859 ｍ3

合計使用量

∑Ｑ＝ 12.859ｍ3  ×  8本 ＝ 102.872 ｍ3



2 下流区間②

① ｎ： 1 …１孔での改良層数(層) ① 定置噴射：ｔｇ×ｑｊ

ｔｇ： 3.00 …改良下端深度固化材噴射時間(分/回) Ｑ(定位置)＝ 1層×3分×0.38ｍ3/分＝ 1.140 ｍ3

ｑｊ： 0.380 …固化材単位噴射量(ｍ3/分)

② JETCRETE造成噴射(固化材)：ｈ×ｑｊ×ｔｊ ②～④ 粘合計

② ｈ(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘1)： 10 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×10分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 0.000 ｍ3

ｈ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 ②～④ 砂･礫合計

ｈ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 8.157 ｍ3

ｈ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂1)： 0.800 ｍ/本 ｑｊ(砂1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(砂1)： 9 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0.8ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 2.736 ｍ3

ｈ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫1)： 1.585 ｍ/本 ｑｊ(礫1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(礫1)： 9 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 1.585ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 5.421 ｍ3

ｈ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

③ プレジェット噴射(固化材)：ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ

③ ｈｐ(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×5分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

④ ポストジェット噴射(固化材)：ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'

④ ｈｐ'(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘1)： 0 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

β： 1.06 …固化材噴射ロス率

Ｎ： 84 …施工本数(本) １本当り使用量 上記合計×（1＋β）

Ｑ＝ ①～④の合計 9.297 ｍ3

Ｑ＝ 9.297ｍ3×1.06＝ 9.855 ｍ3

合計使用量

∑Ｑ＝ 9.855ｍ3  ×  84本 ＝ 827.820 ｍ3



3 中間区間①

① ｎ： 1 …１孔での改良層数(層) ① 定置噴射：ｔｇ×ｑｊ

ｔｇ： 3.00 …改良下端深度固化材噴射時間(分/回) Ｑ(定位置)＝ 1層×3分×0.39ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3

ｑｊ： 0.390 …固化材単位噴射量(ｍ3/分)

② JETCRETE造成噴射(固化材)：ｈ×ｑｊ×ｔｊ ②～④ 粘合計

② ｈ(粘1)： 1.242 ｍ/本 ｑｊ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 ｔｊ(粘1)： 10 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.242ｍ×0.39ｍ3/分×10分/ｍ＝ 4.844 ｍ3 4.844 ｍ3

ｈ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 ②～④ 砂･礫合計

ｈ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 0.882 ｍ3

ｈ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂1)： 9 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫1)： 0.258 ｍ/本 ｑｊ(礫1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(礫1)： 9 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0.258ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.882 ｍ3

ｈ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

③ プレジェット噴射(固化材)：ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ

③ ｈｐ(粘1)： 1.242 ｍ/本 ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.242ｍ×0ｍ3/分×5分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

④ ポストジェット噴射(固化材)：ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'

④ ｈｐ'(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘1)： 0 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

β： 1.06 …固化材噴射ロス率

Ｎ： 54 …施工本数(本) １本当り使用量 上記合計×（1＋β）

Ｑ＝ ①～④の合計 6.896 ｍ3

Ｑ＝ 6.896ｍ3×1.06＝ 7.310 ｍ3

合計使用量

∑Ｑ＝ 7.31ｍ3  ×  54本 ＝ 394.740 ｍ3



4 中間区間①'

① ｎ： 1 …１孔での改良層数(層) ① 定置噴射：ｔｇ×ｑｊ

ｔｇ： 3.00 …改良下端深度固化材噴射時間(分/回) Ｑ(定位置)＝ 1層×3分×0.39ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3

ｑｊ： 0.390 …固化材単位噴射量(ｍ3/分)

② JETCRETE造成噴射(固化材)：ｈ×ｑｊ×ｔｊ ②～④ 粘合計

② ｈ(粘1)： 1.347 ｍ/本 ｑｊ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 ｔｊ(粘1)： 10 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.347ｍ×0.39ｍ3/分×10分/ｍ＝ 5.253 ｍ3 5.253 ｍ3

ｈ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 ②～④ 砂･礫合計

ｈ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 0.523 ｍ3

ｈ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂1)： 9 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫1)： 0.153 ｍ/本 ｑｊ(礫1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(礫1)： 9 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0.153ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.523 ｍ3

ｈ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

③ プレジェット噴射(固化材)：ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ

③ ｈｐ(粘1)： 1.347 ｍ/本 ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.347ｍ×0ｍ3/分×5分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

④ ポストジェット噴射(固化材)：ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'

④ ｈｐ'(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘1)： 0 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

β： 1.06 …固化材噴射ロス率

Ｎ： 4 …施工本数(本) １本当り使用量 上記合計×（1＋β）

Ｑ＝ ①～④の合計 6.946 ｍ3

Ｑ＝ 6.946ｍ3×1.06＝ 7.363 ｍ3

合計使用量

∑Ｑ＝ 7.363ｍ3  ×  4本 ＝ 29.452 ｍ3



排泥液処理量 ∑Ｖ＝Ｖ1＋Ｖ2＋Ｖ3＋Ｖ4

Ｖ1 JETCRETE造成工による排泥液量　　Ｖ1＝（ΣＱ＋ΣＱw）×（１＋α）

α： 0.30 …粘性土 増加率

0.05 …砂質土 増加率

1 下流区間①

Ｑ： 12.859 …固化材使用量(ｍ3) 7.276 …粘性土 7.276 

5.583 …砂･砂礫 5.583 

Ｑw： ｎ×ｔｗ×ｑｗ…改良下端深度総水噴射量(ｍ3) １本当り排泥量

Ｑw水噴射(粘)　 ： ＝ 1 層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3 Ｖ1(粘)　 ＝ (7.276ｍ3＋1.17ｍ3)×(1＋0.3)＝ 10.980 ｍ3

Ｑw水噴射(砂･礫)： ＝  層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3 Ｖ1(砂･礫)＝ (5.583ｍ3＋0ｍ3)×(1＋0.05)＝ 5.862 ｍ3

ｎ： 1 …１本当たりの改良層数(層) Ｖ1(計)　 ＝ 10.98ｍ3＋5.862ｍ3＝ 16.842 ｍ3

ｔｗ： 3 …改良下端深度水噴射時間(分/回)

ｑｗ： 0.39 …水単位噴射量(ｍ3/分) 合計排泥量

Ｎ： 8 …施工本数(本) Ｖ1 ＝ 16.842ｍ3×8本＝ 134.736 ｍ3

2 下流区間②

Ｑ： 9.855 …固化材使用量(ｍ3) 0.000 …粘性土 0.000 

9.855 …砂･砂礫 9.855 

Ｑw： ｎ×ｔｗ×ｑｗ…改良下端深度総水噴射量(ｍ3) １本当り排泥量

Ｑw水噴射(粘)　 ： ＝  層 × 3 分/回 × 0.38 ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3 Ｖ1(粘)　 ＝ (0ｍ3＋0ｍ3)×(1＋0.3)＝ 0.000 ｍ3

Ｑw水噴射(砂･礫)： ＝ 1 層 × 3 分/回 × 0.38 ｍ3/分＝ 1.140 ｍ3 Ｖ1(砂･礫)＝ (9.855ｍ3＋1.14ｍ3)×(1＋0.05)＝ 11.545 ｍ3

ｎ： 1 …１本当たりの改良層数(層) Ｖ1(計)　 ＝ 0ｍ3＋11.545ｍ3＝ 11.545 ｍ3

ｔｗ： 3 …改良下端深度水噴射時間(分/回)

ｑｗ： 0.38 …水単位噴射量(ｍ3/分) 合計排泥量

Ｎ： 84 …施工本数(本) Ｖ1 ＝ 11.545ｍ3×84本＝ 969.780 ｍ3



3 中間区間①

Ｑ： 7.310 …固化材使用量(ｍ3) 6.375 …粘性土 6.375 

0.935 …砂･砂礫 0.935 

Ｑw： ｎ×ｔｗ×ｑｗ…改良下端深度総水噴射量(ｍ3) １本当り排泥量

Ｑw水噴射(粘)　 ： ＝ 1 層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3 Ｖ1(粘)　 ＝ (6.375ｍ3＋1.17ｍ3)×(1＋0.3)＝ 9.809 ｍ3

Ｑw水噴射(砂･礫)： ＝  層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3 Ｖ1(砂･礫)＝ (0.935ｍ3＋0ｍ3)×(1＋0.05)＝ 0.982 ｍ3

ｎ： 1 …１本当たりの改良層数(層) Ｖ1(計)　 ＝ 9.809ｍ3＋0.982ｍ3＝ 10.791 ｍ3

ｔｗ： 3 …改良下端深度水噴射時間(分/回)

ｑｗ： 0.39 …水単位噴射量(ｍ3/分) 合計排泥量

Ｎ： 54 …施工本数(本) Ｖ1 ＝ 10.791ｍ3×54本＝ 582.714 ｍ3

4 中間区間①'

Ｑ： 7.363 …固化材使用量(ｍ3) 6.808 …粘性土 6.809 

0.554 …砂･砂礫 0.554 

Ｑw： ｎ×ｔｗ×ｑｗ…改良下端深度総水噴射量(ｍ3) １本当り排泥量

Ｑw水噴射(粘)　 ： ＝ 1 層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3 Ｖ1(粘)　 ＝ (6.809ｍ3＋1.17ｍ3)×(1＋0.3)＝ 10.373 ｍ3

Ｑw水噴射(砂･礫)： ＝  層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3 Ｖ1(砂･礫)＝ (0.554ｍ3＋0ｍ3)×(1＋0.05)＝ 0.582 ｍ3

ｎ： 1 …１本当たりの改良層数(層) Ｖ1(計)　 ＝ 10.373ｍ3＋0.582ｍ3＝ 10.955 ｍ3

ｔｗ： 3 …改良下端深度水噴射時間(分/回)

ｑｗ： 0.39 …水単位噴射量(ｍ3/分) 合計排泥量

Ｎ： 4 …施工本数(本) Ｖ1 ＝ 10.955ｍ3×4本＝ 43.820 ｍ3



Ｖ2 削孔による排泥量　Ｖ2＝（Ｌ－ｌｐ）×ｔ×ｑ×Ｎ×γ ｑ： 0.10 …削孔ポンプ単位吐出量(ｍ3/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔)

1 下流区間①

Ｌ： 10.920 …削孔長(ｍ) １本当り排泥量

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長(ｍ) Ｖ2 ＝ 268.1分×0.1ｍ3×0.05＝ 1.341 ｍ3

ｑ： 0.10 …削孔水吐出量(ｍ3/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔) 合計排泥量

Ｎ： 8 …施工本数(本) Ｖ2 ＝ 1.341ｍ3×8本＝ 10.728 ｍ3

t： …削孔時間(分/ｍ) 粘性土および有機質土18分/ｍ×4.56ｍ/本＝ 82.1 分

砂(N≦50) 24分/ｍ×1.26ｍ/本＝ 30.2 分

砂(N＞50) 30分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

砂礫(N≦50) 38分/ｍ×4.1ｍ/本＝ 155.8 分

砂礫(N＞50) 58分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

玉石･砂礫 88分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(軟･N≦30) 32分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(硬･N＞30) 50分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

計 268.1 分

2 下流区間②

Ｌ： 9.475 …削孔長(ｍ) １本当り排泥量

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長(ｍ) Ｖ2 ＝ 242.2分×0.1ｍ3×0.05＝ 1.211 ｍ3

ｑ： 0.10 …削孔水吐出量(ｍ3/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔) 合計排泥量

Ｎ： 84 …施工本数(本) Ｖ2 ＝ 1.211ｍ3×84本＝ 101.724 ｍ3

t： …削孔時間(分/ｍ) 粘性土および有機質土18分/ｍ×3.1ｍ/本＝ 55.8 分

砂(N≦50) 24分/ｍ×1.275ｍ/本＝ 30.6 分

砂(N＞50) 30分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

砂礫(N≦50) 38分/ｍ×4.1ｍ/本＝ 155.8 分

砂礫(N＞50) 58分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

玉石･砂礫 88分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(軟･N≦30) 32分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(硬･N＞30) 50分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

計 242.2 分



3 中間区間①

Ｌ： 8.692 …削孔長(ｍ) １本当り排泥量

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長(ｍ) Ｖ2 ＝ 167.9分×0.1ｍ3×0.05＝ 0.840 ｍ3

ｑ： 0.10 …削孔水吐出量(ｍ3/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔) 合計排泥量

Ｎ： 54 …施工本数(本) Ｖ2 ＝ 0.84ｍ3×54本＝ 45.360 ｍ3

t： …削孔時間(分/ｍ) 粘性土および有機質土18分/ｍ×5.592ｍ/本＝ 100.7 分

砂(N≦50) 24分/ｍ×0.9ｍ/本＝ 21.6 分

砂(N＞50) 30分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

砂礫(N≦50) 38分/ｍ×1.2ｍ/本＝ 45.6 分

砂礫(N＞50) 58分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

玉石･砂礫 88分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(軟･N≦30) 32分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(硬･N＞30) 50分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

計 167.9 分

4 中間区間①'

Ｌ： 8.897 …削孔長(ｍ) １本当り排泥量

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長(ｍ) Ｖ2 ＝ 171.5分×0.1ｍ3×0.05＝ 0.858 ｍ3

ｑ： 0.10 …削孔水吐出量(ｍ3/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔) 合計排泥量

Ｎ： 4 …施工本数(本) Ｖ2 ＝ 0.858ｍ3×4本＝ 3.432 ｍ3

t： …削孔時間(分/ｍ) 粘性土および有機質土18分/ｍ×5.797ｍ/本＝ 104.3 分

砂(N≦50) 24分/ｍ×0.9ｍ/本＝ 21.6 分

砂(N＞50) 30分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

砂礫(N≦50) 38分/ｍ×1.2ｍ/本＝ 45.6 分

砂礫(N＞50) 58分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

玉石･砂礫 88分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(軟･N≦30) 32分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(硬･N＞30) 50分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

計 171.5 分



Ｖ3 JETCRETEプラント･造成帯･器具洗浄液量　Ｖ3＝Ｄ2×ｕ

Ｄ3： JETCRETE-N造成延日数（日） 38 日

ｕ： 1プラント1日当たりの洗浄排泥液量（ｍ3/分） 4.0 ｍ3/日

Ｖ3＝ 38日×4ｍ3/日×1セット＝ 152.00 ｍ3

１本当り造成時間 Ｔ＝Ｔ３-１＋Ｔ３-２＋Ｔ３-３＋Ｔ４＋Ｔ５＋Ｔ６

ロッド挿入時間：Ｔ３-１ 9.255 ｍ/本　× 2.00 分/ｍ ＝ 18.5 分

ケーシング引抜時間：Ｔ３-１ 9.255 ｍ/本　× 2.00 分/ｍ ＝ 18.5 分

プレジェット施工時間：Ｔ３-２ 0.561 ｍ/本　× 5.00 分/ｍ ＝ 2.8 分

ロッド切断･接続時間 3.00 分/回 × （ 0.561 ｍ/本 ÷ 6.00 ｍ/本 ） ＝ 0.0 分

ロッド挿入時間 0.561 ｍ/本 × 2.00 分/ｍ ＝ 1.1 分

ポストジェット施工時間：Ｔ３-２ 0.000 ｍ/本　× 0.00 分/ｍ ＝ 0.0 分

ロッド切断･接続時間 3.00 分/回 × （ 0.000 ｍ/本 ÷ 6.00 ｍ/本 ） ＝ 0.0 分

ロッド挿入時間 0.000 ｍ/本 × 2.00 分/ｍ ＝ 0.0 分

JETCRETE造成時間：Ｔ３-３ 2.076 ｍ/本　× 9.27 分/ｍ ＝ 19.2 分

ロッド切断･接続時間 3.00 分/回 × （ 2.076 ｍ/本 ÷ 6.00 ｍ/本 ） ＝ 0.0 分

改良下端深度初期噴射時間：Ｔ４ （　3.000 分/回　＋ 3.000 分/回 ）× 1.000 層 ＝ 6.0 分

土被り部および空掘部のロッド引き抜き時間：Ｔ５

6.679 ｍ/本　× 2.00 分/ｍ ＝ 13.4 分

片付時間：Ｔ６ 20.0 分

計 99.5 分

1)　１日当り拘束時間 8.0 H

2)　１日当り実働時間 6.7 H

3)　造成所用日数

１日当り造成長 402 分/日　÷ 99.5 分/本　× 2.076 ｍ/本× (1－ 0.00 )＝ 8.387 ｍ/日

造成工延日数 2.076 ｍ/本　÷ 8.387 ｍ/日　× 150 本 ＝ 38 日

38 日　　 ÷ 1 セット ＝ 38 日



Ｖ4 プレジェットによる排泥液量　Ｖ4＝ｈｐ×ｔｐ×ｑｐ×Ｎ×(1＋α)

α： 0.30 …増加率　粘性土 1.30

α： 0.05 …増加率　砂質土 1.05

1 下流区間①

ｈｐ(粘1)： 1.460 ｍ/本 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ ｑｐ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 Ｖ４(粘1)＝ 1.46ｍ×5分/ｍ×0.39ｍ3/分＝ 2.847 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

粘性土合計 ＝ 2.847 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫1)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫2)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫3)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫4)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫5)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

砂質土 合計＝ 0.000 ｍ3

Ｎ： 8 …施工本数(本) １本当り排泥量 上記合計×（1＋α）

Ｖ４(粘)　 ＝ 2.847ｍ3×1.3＝ 3.701 ｍ3

Ｖ４(砂･礫)＝ 0ｍ3×1.05＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４＝ 3.701ｍ3＋0ｍ3＝ 3.701 ｍ3

合計排泥量

ΣＶ４ ＝ 3.701ｍ3×8本 ＝ 29.608 ｍ3



2 下流区間②

ｈｐ(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘1)＝ 0ｍ×5分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

粘性土合計 ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫1)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫2)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫3)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫4)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫5)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

砂質土 合計＝ 0.000 ｍ3

Ｎ： 84 …施工本数(本) １本当り排泥量 上記合計×（1＋α）

Ｖ４(粘)　 ＝ 0ｍ3×1.3＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４(砂･礫)＝ 0ｍ3×1.05＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４＝ 0ｍ3＋0ｍ3＝ 0.000 ｍ3

合計排泥量

ΣＶ４ ＝ 0ｍ3×84本 ＝ 0.000 ｍ3



3 中間区間①

ｈｐ(粘1)： 1.242 ｍ/本 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ ｑｐ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 Ｖ４(粘1)＝ 1.242ｍ×5分/ｍ×0.39ｍ3/分＝ 2.422 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

粘性土合計 ＝ 2.422 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫1)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫2)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫3)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫4)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫5)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

砂質土 合計＝ 0.000 ｍ3

Ｎ： 54 …施工本数(本) １本当り排泥量 上記合計×（1＋α）

Ｖ４(粘)　 ＝ 2.422ｍ3×1.3＝ 3.149 ｍ3

Ｖ４(砂･礫)＝ 0ｍ3×1.05＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４＝ 3.149ｍ3＋0ｍ3＝ 3.149 ｍ3

合計排泥量

ΣＶ４ ＝ 3.149ｍ3×54本 ＝ 170.046 ｍ3



4 中間区間①'

ｈｐ(粘1)： 1.347 ｍ/本 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ ｑｐ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 Ｖ４(粘1)＝ 1.347ｍ×5分/ｍ×0.39ｍ3/分＝ 2.627 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘2)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

粘性土合計 ＝ 2.627 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫1)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫2)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫3)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫4)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫5)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

砂質土 合計＝ 0.000 ｍ3

Ｎ： 4 …施工本数(本) １本当り排泥量 上記合計×（1＋α）

Ｖ４(粘)　 ＝ 2.627ｍ3×1.3＝ 3.415 ｍ3

Ｖ４(砂･礫)＝ 0ｍ3×1.05＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４＝ 3.415ｍ3＋0ｍ3＝ 3.415 ｍ3

合計排泥量

ΣＶ４ ＝ 3.415ｍ3×4本 ＝ 13.660 ｍ3



Ｖ5 安定液削孔による排泥液量　Ｖ5＝π×Ｄ2÷4×（Ｌ－ｌｐ）×Ｎ×α

Ｄ： 削孔口径(ｍ) 0.140 ｍ

Ｌ： 削孔延長(ｍ)

ｌｐ： スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 施工本数（本）

α： 係数 3

1 下流区間①

Ｄ： 0.140 …削孔口径(ｍ) １本当り排泥量

Ｌ： 10.920 …削孔延長(ｍ) Ｖ5 ＝ (π×0.14ｍ×0.14ｍ）÷ 4 ×10.92－1×3   ＝ 0.458 ｍ3

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 8 …施工本数（本） 合計排泥量

α： 3 …係数 Ｖ5 ＝ 0.458ｍ3×8本＝ 3.664 ｍ3

2 下流区間②

Ｄ： 0.140 …削孔口径(ｍ) １本当り排泥量

Ｌ： 9.475 …削孔延長(ｍ) Ｖ5 ＝ (π×0.14ｍ×0.14ｍ）÷ 4 ×9.475－1×3   ＝ 0.391 ｍ3

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 84 …施工本数（本） 合計排泥量

α： 3 …係数 Ｖ5 ＝ 0.391ｍ3×84本＝ 32.844 ｍ3

3 中間区間①

Ｄ： 0.140 …削孔口径(ｍ) １本当り排泥量

Ｌ： 8.692 …削孔延長(ｍ) Ｖ5 ＝ (π×0.14ｍ×0.14ｍ）÷ 4 ×8.692－1×3   ＝ 0.355 ｍ3

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 54 …施工本数（本） 合計排泥量

α： 3 …係数 Ｖ5 ＝ 0.355ｍ3×54本＝ 19.170 ｍ3

4 中間区間①'

Ｄ： 0.140 …削孔口径(ｍ) １本当り排泥量

Ｌ： 8.897 …削孔延長(ｍ) Ｖ5 ＝ (π×0.14ｍ×0.14ｍ）÷ 4 ×8.897－1×3   ＝ 0.365 ｍ3

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 4 …施工本数（本） 合計排泥量

α： 3 …係数 Ｖ5 ＝ 0.365ｍ3×4本＝ 1.460 ｍ3
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施工数量表 1：JETCRETE-N

造　成　長  　　（ｍ）

粘性土　１本当り 砂質土　１本当り 砂礫　１本当り

（本） （㎜） 10分/ｍ 16分/ｍ 計 9分/ｍ 計 9分/ｍ 計

中間区間②' 6 3,400 1.220 1.220 0.280 0.280 1.500 9.000 

中間区間② 65 3,400 1.203 1.203 0.297 0.297 1.500 97.500 

上流区間① 35 3,400 1.096 1.096 0.404 0.404 1.500 52.500 

計 106 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 159.000 

施工数量表 2：JETCRETE-N

プレジェット長　　（ｍ）

粘性土　１本当り 砂質土　１本当り 砂礫　１本当り

（本） （㎜） 5分/ｍ 8分/ｍ 計 計 計

中間区間②' 6 3,400 1.220 1.220 1.220 7.320 

中間区間② 65 3,400 1.203 1.203 1.203 78.195 

上流区間① 35 3,400 1.096 1.096 1.096 38.360 

計 106 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 123.875 

施工位置
本数 有効径

1本当り
計

延長

施工位置
本数 有効径

1本当り
計

延長



施工数量表 3：JETCRETE-N

排   泥   量    （㎥）

（本） （㎜） １本当り 延長 １本当り 総量 １本当り 総量 １本当り 総量 １本当り 総量 １本当り 総量

中間区間②' 6 3,400 8.660 51.960 7.299 43.794 10.756 64.536 0.837 5.022 3.093 18.558 0.000 0.000 

中間区間② 65 3,400 8.613 559.845 7.291 473.915 10.730 697.450 0.832 54.080 3.050 198.250 0.000 0.000 

上流区間① 35 3,400 8.619 301.665 9.923 347.305 13.429 470.015 1.088 38.080 4.446 155.610 0.000 0.000 

計 106 ― ― 913.470 ― 865.014 ― 1,232.001 ― 97.182 ― 372.418 ― 0.000 

※　削孔長は余掘り0.50ｍを含む。

造    成 削   孔 プレジェット 安定液削孔施工位置
本数 有効径 削孔長 （ｍ） 噴射量 （㎥）

プラント
排水

総量

108.000 1,809.601 



1) 固化材使用量

     Ｑ＝（ｔｇ×ｑｊ＋ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ＋ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'＋ｈ×ｑｊ×ｔｊ）×（1＋β）×Ｎ本

①  ③ ④  ②

1 中間区間②'

① ｎ： 1 …１孔での改良層数(層) ① 定置噴射：ｔｇ×ｑｊ

ｔｇ： 3.00 …改良下端深度固化材噴射時間(分/回) Ｑ(定位置)＝ 1層×3分×0.39ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3

ｑｊ： 0.390 …固化材単位噴射量(ｍ3/分)

② JETCRETE造成噴射(固化材)：ｈ×ｑｊ×ｔｊ ②～④ 粘合計

② ｈ(粘1)： 1.220 ｍ/本 ｑｊ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 ｔｊ(粘1)： 10 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.22ｍ×0.39ｍ3/分×10分/ｍ＝ 4.758 ｍ3 4.758 ｍ3

ｈ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘2)： 16 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×16分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 ②～④ 砂･礫合計

ｈ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 0.958 ｍ3

ｈ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂1)： 9 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫1)： 0.280 ｍ/本 ｑｊ(礫1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(礫1)： 9 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0.28ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.958 ｍ3

ｈ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

③ プレジェット噴射(固化材)：ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ

③ ｈｐ(粘1)： 1.220 ｍ/本 ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.22ｍ×0ｍ3/分×5分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘2)： 8 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×8分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

④ ポストジェット噴射(固化材)：ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'

④ ｈｐ'(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘1)： 0 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

β： 1.06 …固化材噴射ロス率

Ｎ： 6 …施工本数(本) １本当り使用量 上記合計×（1＋β）

Ｑ＝ ①～④の合計 6.886 ｍ3

Ｑ＝ 6.886ｍ3×1.06＝ 7.299 ｍ3

合計使用量

∑Ｑ＝ 7.299ｍ3  ×  6本 ＝ 43.794 ｍ3



2 中間区間②

① ｎ： 1 …１孔での改良層数(層) ① 定置噴射：ｔｇ×ｑｊ

ｔｇ： 3.00 …改良下端深度固化材噴射時間(分/回) Ｑ(定位置)＝ 1層×3分×0.39ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3

ｑｊ： 0.390 …固化材単位噴射量(ｍ3/分)

② JETCRETE造成噴射(固化材)：ｈ×ｑｊ×ｔｊ ②～④ 粘合計

② ｈ(粘1)： 1.203 ｍ/本 ｑｊ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 ｔｊ(粘1)： 10 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.203ｍ×0.39ｍ3/分×10分/ｍ＝ 4.692 ｍ3 4.692 ｍ3

ｈ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘2)： 16 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×16分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 ②～④ 砂･礫合計

ｈ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 1.016 ｍ3

ｈ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂1)： 9 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫1)： 0.297 ｍ/本 ｑｊ(礫1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(礫1)： 9 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0.297ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 1.016 ｍ3

ｈ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

③ プレジェット噴射(固化材)：ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ

③ ｈｐ(粘1)： 1.203 ｍ/本 ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 1.203ｍ×0ｍ3/分×5分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘2)： 8 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×8分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

④ ポストジェット噴射(固化材)：ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'

④ ｈｐ'(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘1)： 0 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

β： 1.06 …固化材噴射ロス率

Ｎ： 65 …施工本数(本) １本当り使用量 上記合計×（1＋β）

Ｑ＝ ①～④の合計 6.878 ｍ3

Ｑ＝ 6.878ｍ3×1.06＝ 7.291 ｍ3

合計使用量

∑Ｑ＝ 7.291ｍ3  ×  65本 ＝ 473.915 ｍ3



3 上流区間①

① ｎ： 1 …１孔での改良層数(層) ① 定置噴射：ｔｇ×ｑｊ

ｔｇ： 3.00 …改良下端深度固化材噴射時間(分/回) Ｑ(定位置)＝ 1層×3分×0.38ｍ3/分＝ 1.140 ｍ3

ｑｊ： 0.380 …固化材単位噴射量(ｍ3/分)

② JETCRETE造成噴射(固化材)：ｈ×ｑｊ×ｔｊ ②～④ 粘合計

② ｈ(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘1)： 10 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×10分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 6.839 ｍ3

ｈ(粘2)： 1.096 ｍ/本 ｑｊ(粘2)： 0.390 ｍ3/分 ｔｊ(粘2)： 16 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 1.096ｍ×0.39ｍ3/分×16分/ｍ＝ 6.839 ｍ3

ｈ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 ②～④ 砂･礫合計

ｈ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3 1.382 ｍ3

ｈ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂1)： 0.404 ｍ/本 ｑｊ(砂1)： 0.380 ｍ3/分 ｔｊ(砂1)： 9 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0.404ｍ×0.38ｍ3/分×9分/ｍ＝ 1.382 ｍ3

ｈ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫1)： 9 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×9分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｊ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｊ(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

③ プレジェット噴射(固化材)：ｈｐ×ｑｐ×ｔｐ

③ ｈｐ(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×5分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 1.096 ｍ/本 ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘2)： 8 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 1.096ｍ×0ｍ3/分×8分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

④ ポストジェット噴射(固化材)：ｈｐ'×ｑｐ'×ｔｐ'

④ ｈｐ'(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘1)： 0 分/ｍ Ｑ(粘1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘2)： 0 分/ｍ Ｑ(粘2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘3)： 0 分/ｍ Ｑ(粘3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘4)： 0 分/ｍ Ｑ(粘4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(粘5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(粘5)： 0 分/ｍ Ｑ(粘5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂1)： 0 分/ｍ Ｑ(砂1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂2)： 0 分/ｍ Ｑ(砂2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂3)： 0 分/ｍ Ｑ(砂3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂4)： 0 分/ｍ Ｑ(砂4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(砂5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(砂5)： 0 分/ｍ Ｑ(砂5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫1)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫1)： 0 分/ｍ Ｑ(礫1)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫2)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫2)： 0 分/ｍ Ｑ(礫2)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫3)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫3)： 0 分/ｍ Ｑ(礫3)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫4)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫4)： 0 分/ｍ Ｑ(礫4)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ'(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｑｐ'(礫5)： 0.000 ｍ3/分 ｔｐ'(礫5)： 0 分/ｍ Ｑ(礫5)＝ 0ｍ×0ｍ3/分×0分/ｍ＝ 0.000 ｍ3

β： 1.06 …固化材噴射ロス率

Ｎ： 35 …施工本数(本) １本当り使用量 上記合計×（1＋β）

Ｑ＝ ①～④の合計 9.361 ｍ3

Ｑ＝ 9.361ｍ3×1.06＝ 9.923 ｍ3

合計使用量

∑Ｑ＝ 9.923ｍ3  ×  35本 ＝ 347.305 ｍ3



排泥液処理量 ∑Ｖ＝Ｖ1＋Ｖ2＋Ｖ3＋Ｖ4

Ｖ1 JETCRETE造成工による排泥液量　　Ｖ1＝（ΣＱ＋ΣＱw）×（１＋α）

α： 0.30 …粘性土 増加率

0.05 …砂質土 増加率

1 中間区間②'

Ｑ： 7.299 …固化材使用量(ｍ3) 6.284 …粘性土 6.284 

1.015 …砂･砂礫 1.015 

Ｑw： ｎ×ｔｗ×ｑｗ…改良下端深度総水噴射量(ｍ3) １本当り排泥量

Ｑw水噴射(粘)　 ： ＝ 1 層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3 Ｖ1(粘)　 ＝ (6.284ｍ3＋1.17ｍ3)×(1＋0.3)＝ 9.690 ｍ3

Ｑw水噴射(砂･礫)： ＝  層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3 Ｖ1(砂･礫)＝ (1.015ｍ3＋0ｍ3)×(1＋0.05)＝ 1.066 ｍ3

ｎ： 1 …１本当たりの改良層数(層) Ｖ1(計)　 ＝ 9.69ｍ3＋1.066ｍ3＝ 10.756 ｍ3

ｔｗ： 3 …改良下端深度水噴射時間(分/回)

ｑｗ： 0.39 …水単位噴射量(ｍ3/分) 合計排泥量

Ｎ： 6 …施工本数(本) Ｖ1 ＝ 10.756ｍ3×6本＝ 64.536 ｍ3

2 中間区間②

Ｑ： 7.291 …固化材使用量(ｍ3) 6.214 …粘性土 6.214 

1.077 …砂･砂礫 1.077 

Ｑw： ｎ×ｔｗ×ｑｗ…改良下端深度総水噴射量(ｍ3) １本当り排泥量

Ｑw水噴射(粘)　 ： ＝ 1 層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 1.170 ｍ3 Ｖ1(粘)　 ＝ (6.214ｍ3＋1.17ｍ3)×(1＋0.3)＝ 9.599 ｍ3

Ｑw水噴射(砂･礫)： ＝  層 × 3 分/回 × 0.39 ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3 Ｖ1(砂･礫)＝ (1.077ｍ3＋0ｍ3)×(1＋0.05)＝ 1.131 ｍ3

ｎ： 1 …１本当たりの改良層数(層) Ｖ1(計)　 ＝ 9.599ｍ3＋1.131ｍ3＝ 10.730 ｍ3

ｔｗ： 3 …改良下端深度水噴射時間(分/回)

ｑｗ： 0.39 …水単位噴射量(ｍ3/分) 合計排泥量

Ｎ： 65 …施工本数(本) Ｖ1 ＝ 10.73ｍ3×65本＝ 697.450 ｍ3

3 上流区間①

Ｑ： 9.923 …固化材使用量(ｍ3) 7.249 …粘性土 7.250 

2.673 …砂･砂礫 2.673 

Ｑw： ｎ×ｔｗ×ｑｗ…改良下端深度総水噴射量(ｍ3) １本当り排泥量

Ｑw水噴射(粘)　 ： ＝  層 × 3 分/回 × 0.38 ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3 Ｖ1(粘)　 ＝ (7.25ｍ3＋0ｍ3)×(1＋0.3)＝ 9.425 ｍ3

Ｑw水噴射(砂･礫)： ＝ 1 層 × 3 分/回 × 0.38 ｍ3/分＝ 1.140 ｍ3 Ｖ1(砂･礫)＝ (2.673ｍ3＋1.14ｍ3)×(1＋0.05)＝ 4.004 ｍ3

ｎ： 1 …１本当たりの改良層数(層) Ｖ1(計)　 ＝ 9.425ｍ3＋4.004ｍ3＝ 13.429 ｍ3

ｔｗ： 3 …改良下端深度水噴射時間(分/回)

ｑｗ： 0.38 …水単位噴射量(ｍ3/分) 合計排泥量

Ｎ： 35 …施工本数(本) Ｖ1 ＝ 13.429ｍ3×35本＝ 470.015 ｍ3



Ｖ2 削孔による排泥量　Ｖ2＝（Ｌ－ｌｐ）×ｔ×ｑ×Ｎ×γ ｑ： 0.10 …削孔ポンプ単位吐出量(ｍ
3
/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔)

1 中間区間②'

Ｌ： 8.660 …削孔長(ｍ) １本当り排泥量

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長(ｍ) Ｖ2 ＝ 167.3分×0.1ｍ3×0.05＝ 0.837 ｍ3

ｑ： 0.10 …削孔水吐出量(ｍ
3
/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔) 合計排泥量

Ｎ： 6 …施工本数(本) Ｖ2 ＝ 0.837ｍ3×6本＝ 5.022 ｍ3

t： …削孔時間(分/ｍ) 粘性土および有機質土18分/ｍ×5.56ｍ/本＝ 100.1 分

砂(N≦50) 24分/ｍ×0.9ｍ/本＝ 21.6 分

砂(N＞50) 30分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

砂礫(N≦50) 38分/ｍ×1.2ｍ/本＝ 45.6 分

砂礫(N＞50) 58分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

玉石･砂礫 88分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(軟･N≦30) 32分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(硬･N＞30) 50分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

計 167.3 分

2 中間区間②

Ｌ： 8.613 …削孔長(ｍ) １本当り排泥量

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長(ｍ) Ｖ2 ＝ 166.4分×0.1ｍ3×0.05＝ 0.832 ｍ3

ｑ： 0.10 …削孔水吐出量(ｍ
3
/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔) 合計排泥量

Ｎ： 65 …施工本数(本) Ｖ2 ＝ 0.832ｍ3×65本＝ 54.080 ｍ3

t： …削孔時間(分/ｍ) 粘性土および有機質土18分/ｍ×5.513ｍ/本＝ 99.2 分

砂(N≦50) 24分/ｍ×0.9ｍ/本＝ 21.6 分

砂(N＞50) 30分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

砂礫(N≦50) 38分/ｍ×1.2ｍ/本＝ 45.6 分

砂礫(N＞50) 58分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

玉石･砂礫 88分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(軟･N≦30) 32分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(硬･N＞30) 50分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

計 166.4 分

3 上流区間①

Ｌ： 8.619 …削孔長(ｍ) １本当り排泥量

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長(ｍ) Ｖ2 ＝ 217.6分×0.1ｍ3×0.05＝ 1.088 ｍ3

ｑ： 0.10 …削孔水吐出量(ｍ
3
/分)(先行削孔)

γ： 0.05 …排泥液処理率(先行削孔) 合計排泥量

Ｎ： 35 …施工本数(本) Ｖ2 ＝ 1.088ｍ3×35本＝ 38.080 ｍ3

t： …削孔時間(分/ｍ) 粘性土および有機質土18分/ｍ×2.965ｍ/本＝ 53.4 分

砂(N≦50) 24分/ｍ×0.904ｍ/本＝ 21.7 分

砂(N＞50) 30分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

砂礫(N≦50) 38分/ｍ×3.75ｍ/本＝ 142.5 分

砂礫(N＞50) 58分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

玉石･砂礫 88分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(軟･N≦30) 32分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

硬質粘土(硬･N＞30) 50分/ｍ×ｍ/本＝ 0.0 分

計 217.6 分



Ｖ3 JETCRETEプラント･造成帯･器具洗浄液量　Ｖ3＝Ｄ2×ｕ

Ｄ3： JETCRETE-N造成延日数（日） 27 日

ｕ： 1プラント1日当たりの洗浄排泥液量（ｍ3/分） 4.0 ｍ3/日

Ｖ3＝ 27日×4ｍ3/日×1セット＝ 108.00 ｍ3

１本当り造成時間 Ｔ＝Ｔ３-１＋Ｔ３-２＋Ｔ３-３＋Ｔ４＋Ｔ５＋Ｔ６

ロッド挿入時間：Ｔ３-１ 8.617 ｍ/本　× 2.00 分/ｍ ＝ 17.2 分

ケーシング引抜時間：Ｔ３-１ 8.617 ｍ/本　× 2.00 分/ｍ ＝ 17.2 分

プレジェット施工時間：Ｔ３-２ 1.169 ｍ/本　× 5.93 分/ｍ ＝ 6.9 分

ロッド切断･接続時間 3.00 分/回 × （ 1.169 ｍ/本 ÷ 6.00 ｍ/本 ） ＝ 0.0 分

ロッド挿入時間 1.169 ｍ/本 × 2.00 分/ｍ ＝ 2.3 分

ポストジェット施工時間：Ｔ３-２ 0.000 ｍ/本　× 0.00 分/ｍ ＝ 0.0 分

ロッド切断･接続時間 3.00 分/回 × （ 0.000 ｍ/本 ÷ 6.00 ｍ/本 ） ＝ 0.0 分

ロッド挿入時間 0.000 ｍ/本 × 2.00 分/ｍ ＝ 0.0 分

JETCRETE造成時間：Ｔ３-３ 1.500 ｍ/本　× 11.22 分/ｍ ＝ 16.8 分

ロッド切断･接続時間 3.00 分/回 × （ 1.500 ｍ/本 ÷ 6.00 ｍ/本 ） ＝ 0.0 分

改良下端深度初期噴射時間：Ｔ４ （　3.000 分/回　＋ 3.000 分/回 ）× 1.000 層 ＝ 6.0 分

土被り部および空掘部のロッド引き抜き時間：Ｔ５

6.617 ｍ/本　× 2.00 分/ｍ ＝ 13.2 分

片付時間：Ｔ６ 20.0 分

計 99.6 分

1)　１日当り拘束時間 8.0 H

2)　１日当り実働時間 6.7 H

3)　造成所用日数

１日当り造成長 402 分/日　÷ 99.6 分/本　× 1.500 ｍ/本× (1－ 0.00 )＝ 6.054 ｍ/日

造成工延日数 1.500 ｍ/本　÷ 6.054 ｍ/日　× 106 本 ＝ 27 日

27 日　　 ÷ 1 セット ＝ 27 日



Ｖ4 プレジェットによる排泥液量　Ｖ4＝ｈｐ×ｔｐ×ｑｐ×Ｎ×(1＋α)

α： 0.30 …増加率　粘性土 1.30

α： 0.05 …増加率　砂質土 1.05

1 中間区間②'

ｈｐ(粘1)： 1.220 ｍ/本 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ ｑｐ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 Ｖ４(粘1)＝ 1.22ｍ×5分/ｍ×0.39ｍ3/分＝ 2.379 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘2)： 8 分/ｍ ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘2)＝ 0ｍ×8分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

粘性土合計 ＝ 2.379 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫1)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫2)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫3)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫4)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫5)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

砂質土 合計＝ 0.000 ｍ3

Ｎ： 6 …施工本数(本) １本当り排泥量 上記合計×（1＋α）

Ｖ４(粘)　 ＝ 2.379ｍ3×1.3＝ 3.093 ｍ3

Ｖ４(砂･礫)＝ 0ｍ3×1.05＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４＝ 3.093ｍ3＋0ｍ3＝ 3.093 ｍ3

合計排泥量

ΣＶ４ ＝ 3.093ｍ3×6本 ＝ 18.558 ｍ3



2 中間区間②

ｈｐ(粘1)： 1.203 ｍ/本 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ ｑｐ(粘1)： 0.390 ｍ3/分 Ｖ４(粘1)＝ 1.203ｍ×5分/ｍ×0.39ｍ3/分＝ 2.346 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘2)： 8 分/ｍ ｑｐ(粘2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘2)＝ 0ｍ×8分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

粘性土合計 ＝ 2.346 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫1)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫2)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫3)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫4)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫5)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

砂質土 合計＝ 0.000 ｍ3

Ｎ： 65 …施工本数(本) １本当り排泥量 上記合計×（1＋α）

Ｖ４(粘)　 ＝ 2.346ｍ3×1.3＝ 3.050 ｍ3

Ｖ４(砂･礫)＝ 0ｍ3×1.05＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４＝ 3.05ｍ3＋0ｍ3＝ 3.050 ｍ3

合計排泥量

ΣＶ４ ＝ 3.05ｍ3×65本 ＝ 198.250 ｍ3



3 上流区間①

ｈｐ(粘1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘1)： 5 分/ｍ ｑｐ(粘1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘1)＝ 0ｍ×5分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘2)： 1.096 ｍ/本 ｔｐ(粘2)： 8 分/ｍ ｑｐ(粘2)： 0.390 ｍ3/分 Ｖ４(粘2)＝ 1.096ｍ×8分/ｍ×0.39ｍ3/分＝ 3.420 ｍ3

ｈｐ(粘3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘3)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘4)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(粘5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(粘5)： 0 分/ｍ ｑｐ(粘5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(粘5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

粘性土合計 ＝ 3.420 ｍ3

ｈｐ(砂1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂1)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂2)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂3)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂4)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(砂5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(砂5)： 0 分/ｍ ｑｐ(砂5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(砂5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫1)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫1)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫1)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫1)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫2)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫2)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫2)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫2)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫3)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫3)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫3)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫3)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫4)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫4)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫4)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫4)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

ｈｐ(礫5)： 0.000 ｍ/本 ｔｐ(礫5)： 0 分/ｍ ｑｐ(礫5)： 0.000 ｍ3/分 Ｖ４(礫5)＝ 0ｍ×0分/ｍ×0ｍ3/分＝ 0.000 ｍ3

砂質土 合計＝ 0.000 ｍ3

Ｎ： 35 …施工本数(本) １本当り排泥量 上記合計×（1＋α）

Ｖ４(粘)　 ＝ 3.42ｍ3×1.3＝ 4.446 ｍ3

Ｖ４(砂･礫)＝ 0ｍ3×1.05＝ 0.000 ｍ3

Ｖ４＝ 4.446ｍ3＋0ｍ3＝ 4.446 ｍ3

合計排泥量

ΣＶ４ ＝ 4.446ｍ3×35本 ＝ 155.610 ｍ3



Ｖ5 安定液削孔による排泥液量　Ｖ5＝π×Ｄ2÷4×（Ｌ－ｌｐ）×Ｎ×α

Ｄ： 削孔口径(ｍ) 0.140 ｍ

Ｌ： 削孔延長(ｍ)

ｌｐ： スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 施工本数（本）

α： 係数 3

1 中間区間②'

Ｄ： 0.140 …削孔口径(ｍ) １本当り排泥量

Ｌ： 8.660 …削孔延長(ｍ) Ｖ5 ＝ (π×0.14ｍ×0.14ｍ）÷ 4 ×8.66－1×3   ＝ 0.354 ｍ3

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 6 …施工本数（本） 合計排泥量

α： 3 …係数 Ｖ5 ＝ 0.354ｍ3×6本＝ 2.124 ｍ3

2 中間区間②

Ｄ： 0.140 …削孔口径(ｍ) １本当り排泥量

Ｌ： 8.613 …削孔延長(ｍ) Ｖ5 ＝ (π×0.14ｍ×0.14ｍ）÷ 4 ×8.613－1×3   ＝ 0.352 ｍ3

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 65 …施工本数（本） 合計排泥量

α： 3 …係数 Ｖ5 ＝ 0.352ｍ3×65本＝ 22.880 ｍ3

3 上流区間①

Ｄ： 0.140 …削孔口径(ｍ) １本当り排泥量

Ｌ： 8.619 …削孔延長(ｍ) Ｖ5 ＝ (π×0.14ｍ×0.14ｍ）÷ 4 ×8.619－1×3   ＝ 0.352 ｍ3

ｌｐ： 1.000 …スライムピット空掘長（ｍ）

Ｎ： 35 …施工本数（本） 合計排泥量

α： 3 …係数 Ｖ5 ＝ 0.352ｍ3×35本＝ 12.320 ｍ3
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薬液注入工数量集計表

施 工

時 間 1次注入 2次注入 総注入 粘性土 砂質土 砂礫土 合計

(本) Ｔs(分) ( l ) ( l ) ( l ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) ( ｌ ) (本/日)

土留め止水防護（ポンプ槽） 3 186.98 1252.7 556.0 1808.7 7.150 4.020 1.300 4.100 9.420 2.270 5426 4.04

土留め止水防護（到達） 3 127.84 713.7 303.0 1016.7 4.097 6.147 1.550 1.200 8.897 4.200 3050 5.91

管路防護（発進～到達） 42 115.75 536.9 404.1 941.0 2.616 4.584 1.490 1.200 7.274 3.774 39521 6.53

発進立坑部 5 137.31 824.4 363.6 1188.0 3.970 6.020 1.440 1.200 8.660 4.090 5940 5.51

落差工部 3 151.29 501.0 637.7 1138.7 5.000 4.100 2.000 3.750 9.850 4.850 3416 5.00

合　　計 50 404.35 1,862 1,405 3,268 11.586 14.704 4.930 6.150 25.784 12.714 48,877

二重管ストレーナ工法（複相方式)

１　　本　　当　　り　　数　　量

注入量 削孔長
種　　　別

施
工
本
数

総
注
入
量

１
日
当
り

施
工
本
数

備　

考
注入長

土
被
り



薬液注入工 二重管ストレーナ工法（複相） 昼間

ポンプ槽 到達 発進～到達 発進立坑部 落差部

土留め止水防護 土留め止水防護 管路防護 土留め止水防護 土留め止水防護

注入面積 m
2 2.25 2.25 42.00 4.50 2.25 53.25 

削孔長 （粘性土） m 4.020 6.147 4.584 6.020 4.100 24.871 

（砂質土） m 1.300 1.550 1.490 1.440 2.000 7.780 

（砂礫土） m 4.100 1.200 1.200 1.200 3.750 11.450 

（合 　計） m 9.420 8.897 7.274 8.660 9.850 44.101 

注入長 （粘性土） Ｎ値　0～4 m 1.790 1.997 0.516 1.870 6.173 

Ｎ値　4～8 m 0.460 1.600 2.060 

（砂質土） Ｎ値　0～30 m 0.800 0.900 0.900 0.900 3.500 

Ｎ値　30以上 m 2.000 2.000 

（砂礫土） Ｎ値　0～50 m 4.100 1.200 1.200 1.200 1.400 9.100 

Ｎ値　50以上 m

　　　　 (合　計) m 7.150 4.097 2.616 3.970 5.000 22.833 

対象土量 m
3 16.088 9.218 109.872 17.865 11.250 164.293 

注入量 kℓ 5.426 3.050 39.521 5.941 3.416 57.354 

注入面積 m
2

削孔長 （粘性土） m

（砂質土） m

（砂礫土） m

（合 　計） m

注入長 （粘性土） Ｎ値　0～4 m

Ｎ値　4～8 m

（砂質土） Ｎ値　0～30 m

Ｎ値　30以上 m

（砂礫土） Ｎ値　0～50 m

Ｎ値　50以上 m

　　　　 (合　計) m

対象土量 m
3

注入量 kℓ

施工箇所

施工箇所

名　　　　称 形状・寸法 単位 計

名　　　　称 形状・寸法 単位 計



薬液注入工 【二重管ストレーナー  複相式】

位  置

１．条　件
削孔長 注入長 土被長 注入面積 注入本数

土　質 Ｎ　値 ｌ０ ｌ１ ｌ２ A n Bor.No
（ｍ） （ｍ） （ｍ） （㎡） （本）

0～4 1.790
4～8 4.020 0.460
0～10 0.800

砂質土 10～30
30以上 1.300
10～50 4.100
50以上 4.100

合  計 9.420 7.150 2.270 2.250 3 Bor_No.5 2.25　面積 図面より

２．注入率
間隙率 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材

土  質 Ｎ 値 ρ 注入率 注入率
（％） α（％） （％） （％） （％）

ゆるい～中位 0～4 70 40 28.0 28.0 1　　　：
中位～締った 4～8 60 40 24.0 12.0 12.0 1　　　： 1.0
ゆるい 0～10 45 90 40.5 16.2 24.3 1　　　： 1.5

砂質土 中位 10～30 45 90 40.5 11.6 28.9 1　　　： 2.5
締った 30以上 35 90 31.5 7.0 24.5 1　　　： 3.5

ゆるい～中位 10～50 40 90 36.0 24.0 12.0 1　　　： 0.5
中位～締った 50以上 35 90 31.5 12.6 18.9 1　　　： 1.5

３．注入量の計算

注入面積 注入長 対象土量
 1本当り
注入量
 Ｑ(kl)

土　質 Ｎ　値 （㎡） （ｍ） （ｍ3） 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材 合計
① ② ③＝①×② ④ ⑤ ⑥＝③×④⑦＝③×⑤ ⑥+⑦ (⑥+⑦)÷n

0～4 2.250 1.790 4.028 28.00 1.128 1.128 0.376
4～8 2.250 0.460 1.035 12.00 12.00 0.124 0.124 0.248 0.083
0～10 2.250 0.800 1.800 16.20 24.30 0.292 0.437 0.729 0.243

砂質土 10～30 11.60 28.90
30以上 7.00 24.50
10～50 2.250 4.100 9.225 24.00 12.00 2.214 1.107 3.321 1.107
50以上 12.60 18.90

合  計 7.150 16.088 3.758 1.668 5.426 1.809

１本当り 1.2527 0.5560 1.8087

４．１本当り施工時間 (Ｔｓ)

(1)機械準備時間 (Ｔ１)

Ｔ１ ＝ 14.00 min

(2)削孔時間 (Ｔ２)

Ｔ２＝ Σ(γ1×ｌ０)
＝ 4.0  × 4.020 ＋  5.0  × 1.300 ＋  8.0  × 4.100 ＝ 55.38 min

γ1: 各土質毎の削孔の単位作業時間 (min/m)

土質 砂礫土 砂質土 粘性土
γ1 8.0 5.0 4.0

ｌ０: 各土質毎の削孔長 (m)

(3)注入時間 (Ｔ３)

Ｔ３＝ Ｑｓ／ｑｓ
＝ 1809 ／ 16 ＝ 113.06 min

Ｑｓ: 二重管ストレーナー工法の１本当り注入量 (l)
ｑｓ: 単位時間当り注入量 (l/min)

ｑｓ 16

(4)土被り引抜時間 (Ｔ４)

Ｔ４＝ γ２×ｌ２
＝ 2 × 2.270 ＝ 4.54 min

γ２: 土被り引抜の単位作業時間 (min/m)

γ２ 2

ｌ２: 土被り長 (m)

１本当り施工時間  T5 ＝ 186.98 min

４．１日当り施工本数 (Ｎ)

Ｎ＝ (６０×Ｈ×２)／Ｔ５
＝ (    60 ×   6.3 ×   2 ) ／ 186.98 ＝ 4.04 本

Ｎ: ２セット１日当り施工本数 (本/日)
Ｈ: 注入設備の１日当り実業作業時間で6.3時間とする｡

  Ｔ５: １本当り施工時間 (min)

土留め止水防護（ポンプ槽）

注入率     注入量  Ｖ(kl)

粘性土

砂礫土

注入填充率 注入率
注入比率

粘性土

砂礫土

粘性土

砂礫土



二重管ストレーナ工法（複相）

位置： ポンプ槽
土
留
め

注入面積　Ａ＝ ×

＝ ㎡

0.960 + 2.600 + 0.460 ～ 4 1.790 ＝ 1.790 

4 ～ 8 0.460 ＝ 0.460 

＝

＝ 計 ＝ 2.250 

0.500 + 0.800 ～ 30 0.800 ＝ 0.800 

30 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 0.800 

4.100 ～ 50 4.100 ＝ 4.100 

50 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 4.100 

＝ 計 ＝ 7.150 

1.50 1.50

2.25

土質 削孔長(m) Ｎ値 注入長(m)

4.020 

1.300 

4.100 

9.420 

粘性土

砂質土

礫質土



薬液注入工 【二重管ストレーナー  複相式】

位  置

１．条　件
削孔長 注入長 土被長 注入面積 注入本数

土　質 Ｎ　値 ｌ０ ｌ１ ｌ２ A n Bor.No
（ｍ） （ｍ） （ｍ） （㎡） （本）

0～4 1.997
4～8 6.147
0～10

砂質土 10～30 0.900
30以上 1.550
10～50 1.200
50以上 1.200

合  計 8.897 4.097 4.200 2.250 3 Bor_No.1 2.25　面積 図面より

２．注入率
間隙率 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材

土  質 Ｎ 値 ρ 注入率 注入率
（％） α（％） （％） （％） （％）

ゆるい～中位 0～4 70 40 28.0 28.0 1　　　：
中位～締った 4～8 60 40 24.0 12.0 12.0 1　　　： 1.0
ゆるい 0～10 45 90 40.5 16.2 24.3 1　　　： 1.5

砂質土 中位 10～30 45 90 40.5 11.6 28.9 1　　　： 2.5
締った 30以上 35 90 31.5 7.0 24.5 1　　　： 3.5

ゆるい～中位 10～50 40 90 36.0 24.0 12.0 1　　　： 0.5
中位～締った 50以上 35 90 31.5 12.6 18.9 1　　　： 1.5

３．注入量の計算

注入面積 注入長 対象土量
 1本当り
注入量
 Ｑ(kl)

土　質 Ｎ　値 （㎡） （ｍ） （ｍ3） 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材 合計
① ② ③＝①×② ④ ⑤ ⑥＝③×④⑦＝③×⑤ ⑥+⑦ (⑥+⑦)÷n

0～4 2.250 1.997 4.493 28.00 1.258 1.258 0.419
4～8 12.00 12.00
0～10 16.20 24.30

砂質土 10～30 2.250 0.900 2.025 11.60 28.90 0.235 0.585 0.820 0.273
30以上 7.00 24.50
10～50 2.250 1.200 2.700 24.00 12.00 0.648 0.324 0.972 0.324
50以上 12.60 18.90

合  計 4.097 9.218 2.141 0.909 3.050 1.016

１本当り 0.7137 0.3030 1.0167

４．１本当り施工時間 (Ｔｓ)

(1)機械準備時間 (Ｔ１)

Ｔ１ ＝ 14.00 min

(2)削孔時間 (Ｔ２)

Ｔ２＝ Σ(γ1×ｌ０)
＝ 4.0  × 6.147 ＋  5.0  × 1.550 ＋  8.0  × 1.200 ＝ 41.94 min

γ1: 各土質毎の削孔の単位作業時間 (min/m)

土質 砂礫土 砂質土 粘性土
γ1 8.0 5.0 4.0

ｌ０: 各土質毎の削孔長 (m)

(3)注入時間 (Ｔ３)

Ｔ３＝ Ｑｓ／ｑｓ
＝ 1016 ／ 16 ＝ 63.5 min

Ｑｓ: 二重管ストレーナー工法の１本当り注入量 (l)
ｑｓ: 単位時間当り注入量 (l/min)

ｑｓ 16

(4)土被り引抜時間 (Ｔ４)

Ｔ４＝ γ２×ｌ２
＝ 2 × 4.200 ＝ 8.40 min

γ２: 土被り引抜の単位作業時間 (min/m)

γ２ 2

ｌ２: 土被り長 (m)

１本当り施工時間  T5 ＝ 127.84 min

４．１日当り施工本数 (Ｎ)

Ｎ＝ (６０×Ｈ×２)／Ｔ５
＝ (    60 ×   6.3 ×   2 ) ／ 127.84 ＝ 5.91 本

Ｎ: ２セット１日当り施工本数 (本/日)
Ｈ: 注入設備の１日当り実業作業時間で6.3時間とする｡

  Ｔ５: １本当り施工時間 (min)

土留め止水防護（到達）

注入率     注入量  Ｖ(kl)

粘性土

砂礫土

注入填充率 注入率
注入比率

粘性土

砂礫土

粘性土

砂礫土



二重管ストレーナ工法（複相）

位置： 到達 土留め止水防護

注入面積　Ａ＝ ×

＝ ㎡

4.300 + 1.847 ～ 4 0.150 + 1.847 ＝ 1.997 

4 ～ 8 ＝

＝

＝ 計 ＝ 1.997 

0.650 + 0.900 ～ 30 0.900 + ＝ 0.900 

30 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 0.900 

1.200 ～ 50 1.200 ＝ 1.200 

50 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 1.200 

＝ 計 ＝ 4.097 

1.50 1.50

2.25

土質 削孔長(m) Ｎ値 注入長(m)

6.147 

1.550 

1.200 

8.897 

粘性土

砂質土

礫質土



薬液注入工 【二重管ストレーナー  複相式】

位  置

１．条　件
削孔長 注入長 土被長 注入面積 注入本数

土　質 Ｎ　値 ｌ０ ｌ１ ｌ２ A n Bor.No
（ｍ） （ｍ） （ｍ） （㎡） （本）

0～4 0.516
4～8 4.584
0～10

砂質土 10～30 0.900
30以上 1.490
10～50 1.200
50以上 1.200

合  計 7.274 2.616 3.774 42.000 42 Bor_No.1 42.00　面積 図面より

２．注入率
間隙率 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材

土  質 Ｎ 値 ρ 注入率 注入率
（％） α（％） （％） （％） （％）

ゆるい～中位 0～4 70 40 28.0 28.0 1　　　：
中位～締った 4～8 60 40 24.0 12.0 12.0 1　　　： 1.0
ゆるい 0～10 45 90 40.5 16.2 24.3 1　　　： 1.5

砂質土 中位 10～30 45 90 40.5 11.6 28.9 1　　　： 2.5
締った 30以上 35 90 31.5 7.0 24.5 1　　　： 3.5

ゆるい～中位 10～50 40 90 36.0 24.0 12.0 1　　　： 0.5
中位～締った 50以上 35 90 31.5 12.6 18.9 1　　　： 1.5

３．注入量の計算

注入面積 注入長 対象土量
 1本当り
注入量
 Ｑ(kl)

（㎡） （ｍ） （ｍ3） 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材 合計

① ② ③＝①×② ④ ⑤ ⑥＝③×④⑦＝③×⑤ ⑥+⑦ (⑥+⑦)÷n
0～4 42.000 0.516 21.672 28.00 6.068 6.068 0.144
4～8 12.00 12.00
0～10 16.20 24.30

砂質土 10～30 42.000 0.900 37.800 11.60 28.90 4.385 10.924 15.309 0.365
30以上 7.00 24.50
10～50 42.000 1.200 50.400 24.00 12.00 12.096 6.048 18.144 0.432
50以上 12.60 18.90

合  計 2.616 109.872 22.549 16.972 39.521 0.941

１本当り 0.5369 0.4041 0.9410

４．１本当り施工時間 (Ｔｓ)

(1)機械準備時間 (Ｔ１)

Ｔ１ ＝ 14.00 min

(2)削孔時間 (Ｔ２)

Ｔ２＝ Σ(γ1×ｌ０)
＝ 4.0  × 4.584 ＋  5.0  × 1.490 ＋  8.0  × 1.200 ＝ 35.39 min

γ1: 各土質毎の削孔の単位作業時間 (min/m)

土質 砂礫土 砂質土 粘性土
γ1 8.0 5.0 4.0

ｌ０: 各土質毎の削孔長 (m)

(3)注入時間 (Ｔ３)

Ｔ３＝ Ｑｓ／ｑｓ
＝ 941 ／ 16 ＝ 58.81 min

Ｑｓ: 二重管ストレーナー工法の１本当り注入量 (l)
ｑｓ: 単位時間当り注入量 (l/min)

ｑｓ 16

(4)土被り引抜時間 (Ｔ４)

Ｔ４＝ γ２×ｌ２
＝ 2 × 3.774 ＝ 7.55 min

γ２: 土被り引抜の単位作業時間 (min/m)

γ２ 2

ｌ２: 土被り長 (m)

１本当り施工時間  T5 ＝ 115.75 min

４．１日当り施工本数 (Ｎ)

Ｎ＝ (６０×Ｈ×２)／Ｔ５
＝ (    60 ×   6.3 ×   2 ) ／ 115.75 ＝ 6.53 本

Ｎ: ２セット１日当り施工本数 (本/日)
Ｈ: 注入設備の１日当り実業作業時間で6.3時間とする｡

  Ｔ５: １本当り施工時間 (min)

管路防護（発進～到達）

注入率 全体注入量  Ｖ(kl)

粘性土

砂礫土

注入填充率 注入率
注入比率

粘性土

砂礫土

土　質 Ｎ　値

粘性土

砂礫土



二重管ストレーナ工法（複相）

位置： 発進～到達 管路防護

注入面積　Ａ＝ ×

＝ ㎡

4.300 + 0.284 ～ 4 0.516 ＝ 0.516 

4 ～ 8 ＝

＝

＝ 計 ＝ 0.516 

0.590 + 0.900 ～ 30 0.900 ＝ 0.900 

30 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 0.900 

1.200 ～ 50 1.200 ＝ 1.200 

50 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 1.200 

＝ 計 ＝ 2.616 

3.00 14.00

42.00

土質 削孔長(m) Ｎ値 注入長(m)

4.584 

1.490 

1.200 

7.274 

粘性土

砂質土

礫質土



薬液注入工 【二重管ストレーナー  複相式】

位  置

１．条　件
削孔長 注入長 土被長 注入面積 注入本数

土　質 Ｎ　値 ｌ０ ｌ１ ｌ２ A n Bor.No
（ｍ） （ｍ） （ｍ） （㎡） （本）

0～4 1.870
4～8 6.020
0～10

砂質土 10～30 0.900
30以上 1.440
10～50 1.200
50以上 1.200

合  計 8.660 3.970 4.090 4.500 5 Bor_No.1 4.50　面積 図面より

２．注入率
間隙率 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材

土  質 Ｎ 値 ρ 注入率 注入率
（％） α（％） （％） （％） （％）

ゆるい～中位 0～4 70 40 28.0 28.0 1　　　：
中位～締った 4～8 60 40 24.0 12.0 12.0 1　　　： 1.0
ゆるい 0～10 45 90 40.5 16.2 24.3 1　　　： 1.5

砂質土 中位 10～30 45 90 40.5 11.6 28.9 1　　　： 2.5
締った 30以上 35 90 31.5 7.0 24.5 1　　　： 3.5

ゆるい～中位 10～50 40 90 36.0 24.0 12.0 1　　　： 0.5
中位～締った 50以上 35 90 31.5 12.6 18.9 1　　　： 1.5

３．注入量の計算

注入面積 注入長 対象土量
 1本当り
注入量
 Ｑ(kl)

土　質 Ｎ　値 （㎡） （ｍ） （ｍ3） 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材 合計
① ② ③＝①×② ④ ⑤ ⑥＝③×④⑦＝③×⑤ ⑥+⑦ (⑥+⑦)÷n

0～4 4.500 1.870 8.415 28.00 2.356 2.356 0.471
4～8 12.00 12.00
0～10 16.20 24.30

砂質土 10～30 4.500 0.900 4.050 11.60 28.90 0.470 1.170 1.640 0.328
30以上 7.00 24.50
10～50 4.500 1.200 5.400 24.00 12.00 1.296 0.648 1.944 0.389
50以上 12.60 18.90

合  計 3.970 17.865 4.122 1.818 5.940 1.188

１本当り 0.8244 0.3636 1.1880

４．１本当り施工時間 (Ｔｓ)

(1)機械準備時間 (Ｔ１)

Ｔ１ ＝ 14.00 min

(2)削孔時間 (Ｔ２)

Ｔ２＝ Σ(γ1×ｌ０)
＝ 4.0  × 6.020 ＋  5.0  × 1.440 ＋  8.0  × 1.200 ＝ 40.88 min

γ1: 各土質毎の削孔の単位作業時間 (min/m)

土質 砂礫土 砂質土 粘性土
γ1 8.0 5.0 4.0

ｌ０: 各土質毎の削孔長 (m)

(3)注入時間 (Ｔ３)

Ｔ３＝ Ｑｓ／ｑｓ
＝ 1188 ／ 16 ＝ 74.25 min

Ｑｓ: 二重管ストレーナー工法の１本当り注入量 (l)
ｑｓ: 単位時間当り注入量 (l/min)

ｑｓ 16

(4)土被り引抜時間 (Ｔ４)

Ｔ４＝ γ２×ｌ２
＝ 2 × 4.090 ＝ 8.18 min

γ２: 土被り引抜の単位作業時間 (min/m)

γ２ 2

ｌ２: 土被り長 (m)

１本当り施工時間  T5 ＝ 137.31 min

４．１日当り施工本数 (Ｎ)

Ｎ＝ (６０×Ｈ×２)／Ｔ５
＝ (    60 ×   6.3 ×   2 ) ／ 137.31 ＝ 5.51 本

Ｎ: ２セット１日当り施工本数 (本/日)
Ｈ: 注入設備の１日当り実業作業時間で6.3時間とする｡

  Ｔ５: １本当り施工時間 (min)

発進立坑部

注入率     注入量  Ｖ(kl)

粘性土

砂礫土

注入填充率 注入率
注入比率

粘性土

砂礫土

粘性土

砂礫土



二重管ストレーナ工法（複相）

位置： 発進立坑部 土留め止水防護

注入面積　Ａ＝ × × 2

＝ ㎡

4.300 + 1.720 ～ 4 0.150 + 1.720 ＝ 1.870 

4 ～ 8 ＝

＝

＝ 計 ＝ 1.870 

0.900 + 0.540 ～ 30 0.900 ＝ 0.900 

30 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 0.900 

1.200 ～ 50 1.200 ＝ 1.200 

50 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 1.200 

＝ 計 ＝ 3.970 

1.50 1.50

4.50

土質 削孔長(m) Ｎ値 注入長(m)

6.020 

1.440 

1.200 

8.660 

粘性土

砂質土

礫質土



薬液注入工 【二重管ストレーナー  複相式】

位  置

１．条　件
削孔長 注入長 土被長 注入面積 注入本数

土　質 Ｎ　値 ｌ０ ｌ１ ｌ２ A n Bor.No
（ｍ） （ｍ） （ｍ） （㎡） （本）

0～4
4～8 4.100 1.600
0～10

砂質土 10～30
30以上 2.000 2.000
10～50 1.400
50以上 3.750

合  計 9.850 5.000 4.850 2.250 3 Bor_No.5 2.25　面積 図面より

２．注入率
間隙率 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材

土  質 Ｎ 値 ρ 注入率 注入率
（％） α（％） （％） （％） （％）

ゆるい～中位 0～4 70 40 28.0 28.0 1　　　：
中位～締った 4～8 60 40 24.0 12.0 12.0 1　　　： 1.0
ゆるい 0～10 45 90 40.5 16.2 24.3 1　　　： 1.5

砂質土 中位 10～30 45 90 40.5 11.6 28.9 1　　　： 2.5
締った 30以上 35 90 31.5 7.0 24.5 1　　　： 3.5

ゆるい～中位 10～50 40 90 36.0 24.0 12.0 1　　　： 0.5
中位～締った 50以上 35 90 31.5 12.6 18.9 1　　　： 1.5

３．注入量の計算

注入面積 注入長 対象土量
 1本当り
注入量
 Ｑ(kl)

土　質 Ｎ　値 （㎡） （ｍ） （ｍ3） 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材 合計
① ② ③＝①×② ④ ⑤ ⑥＝③×④⑦＝③×⑤ ⑥+⑦ (⑥+⑦)÷n

0～4 28.00
4～8 2.250 1.600 3.600 12.00 12.00 0.432 0.432 0.864 0.288
0～10 16.20 24.30

砂質土 10～30 11.60 28.90
30以上 2.250 2.000 4.500 7.00 24.50 0.315 1.103 1.418 0.473
10～50 2.250 1.400 3.150 24.00 12.00 0.756 0.378 1.134 0.378
50以上 12.60 18.90

合  計 5.000 11.250 1.503 1.913 3.416 1.139

１本当り 0.5010 0.6377 1.1387

４．１本当り施工時間 (Ｔｓ)

(1)機械準備時間 (Ｔ１)

Ｔ１ ＝ 14.00 min

(2)削孔時間 (Ｔ２)

Ｔ２＝ Σ(γ1×ｌ０)
＝ 4.0  × 4.100 ＋  5.0  × 2.000 ＋  8.0  × 3.750 ＝ 56.4 min

γ1: 各土質毎の削孔の単位作業時間 (min/m)

土質 砂礫土 砂質土 粘性土
γ1 8.0 5.0 4.0

ｌ０: 各土質毎の削孔長 (m)

(3)注入時間 (Ｔ３)

Ｔ３＝ Ｑｓ／ｑｓ
＝ 1139 ／ 16 ＝ 71.19 min

Ｑｓ: 二重管ストレーナー工法の１本当り注入量 (l)
ｑｓ: 単位時間当り注入量 (l/min)

ｑｓ 16

(4)土被り引抜時間 (Ｔ４)

Ｔ４＝ γ２×ｌ２
＝ 2 × 4.850 ＝ 9.70 min

γ２: 土被り引抜の単位作業時間 (min/m)

γ２ 2

ｌ２: 土被り長 (m)

１本当り施工時間  T5 ＝ 151.29 min

４．１日当り施工本数 (Ｎ)

Ｎ＝ (６０×Ｈ×２)／Ｔ５
＝ (    60 ×   6.3 ×   2 ) ／ 151.29 ＝ 5.00 本

Ｎ: ２セット１日当り施工本数 (本/日)
Ｈ: 注入設備の１日当り実業作業時間で6.3時間とする｡

  Ｔ５: １本当り施工時間 (min)

落差工部

注入率     注入量  Ｖ(kl)

粘性土

砂礫土

注入填充率 注入率
注入比率

粘性土

砂礫土

粘性土

砂礫土



二重管ストレーナ工法（複相）

位置： 落差部 土留め止水防護

注入面積　Ａ＝ ×

＝ ㎡

2.500 + 1.600 ～ 4 ＝

4 ～ 8 1.600 ＝ 1.600 

＝

＝ 計 ＝ 1.600 

2.000 ～ 30 ＝

30 以上 2.000 ＝ 2.000 

＝

＝ 計 ＝ 2.000 

3.750 ～ 50 1.400 ＝ 1.400 

50 以上 ＝

＝

＝ 計 ＝ 1.400 

＝ 計 ＝ 5.000 

1.50 1.50

2.25

土質 削孔長(m) Ｎ値 注入長(m)

4.100 

2.000 

3.750 

9.850 

粘性土

砂質土

礫質土



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§7．ポンプ設備工 

 

 

 

 

 

 



機器・材料数量表（１／２）
大内貯管留排水ポンプ

名 称 内 容 ・ 規 格 等 単位 数 量 適 用

（ 機 械 機 器 ）

着 脱 式 水 中 ポ ン プ φ100×5.5kW 台 2 ノンクロッグ型

（ 電 気 機 器 ）

ポ ン プ 操 作 盤 材質 ： ＳＵＳ製 面 1 装柱型

水 位 計 圧力式 個 1 測定範囲0～20ｍ

水 位 計 圧力式 個 1 測定範囲0～5ｍ

水 位 計 フロート（浮子転倒式） 個 2

引 込 計 器 盤 面 1

（ 機 械 設 備 材 料 ）

ボ ー ル 式 逆 止 弁 口径100A SCS製 個 2

ボ ー ル 式 仕 切 弁 口径100A SCS/SUS製 個 2

埋 設 用 可 撓 管 口径150A ｺﾞﾑ製 個 1

中 間 ス ラ ブ FRP製 式 1

防 波 管 （ 金 具 含 む ） VU300有孔管 L=1500mm 式 1

ス テ ン レ ス 鋼 鋼 管 SUS304　(Sch20S)　100A m 10.69

ス テ ン レ ス 鋼 鋼 管 SUS304　(Sch20S)　150A m 3.3



機器・材料数量表（２／２）
大内貯管留排水ポンプ

細 別 内 容 ・ 規 格 等 単位 数 量 適 用

（ 電 気 設 備 材 料 ）

電 線 管 PE36 ｍ 9.6

電 線 管 PE28 ｍ 3.3

電 線 管 PE22 ｍ 18.9

電 線 管 FEP40 ｍ 24.6

電 線 管 FEP30 ｍ 37

電 線 管 HIVE16 ｍ 2.8

ケ ー ブ ル EM-CE14□×3C ｍ 8.1

ケ ー ブ ル EM-CE2□×3C ｍ 6.1

ケ ー ブ ル EM-CE3.5□×2C ｍ 7.8

電 線 EM-IE5.5□ ｍ 10.8

接地材（リード端子） 個 1

接 地 材 （ 接 地 棒 ） 本 1

接 地 埋 設 標 示 板 枚 2

ケ ー ブ ル 埋 設 シ ー ト ｍ 10

プ ル ボ ッ ク ス 個 1

引 込 柱 ８ｍ 本 1

装 柱 材 個 1

支 線 材 個 1

コ ン ク リ ー ト 根 か せ 個 1



労   務   費   集   計   表 大内貯管留排水ポンプ

工 種 配 管 工 電 工 普通作業員 技術者 備考

区 分

機 械 設 備 工 数 集 計 表 11.67

機 器 等 据 付 工 集 計 表 0.30 2.66

直 機 械 設 備 工 数 小 計 11.67 0.30 2.66

合 計 （ 改 め ） 11 1 2

接

労 電 気 設 備 工 数 集 計 表 17.46 2.45 8.08

機 器 等 据 付 工 集 計 表 4.10 2.20

務 電 気 設 備 工 数 小 計 21.56 2.45 10.28

合 計 （ 改 め ） 21 2 10

単位（人)

※ 1人に満たない人工は1人とする

機械設備
据付工



工   数   集   計   表

大内貯管留排水ポンプ

機械設備据付工 配管工(機械工) 電工 普通作業員

単位人工 総人工 単位人工 総人工 単位人工 総人工 単位人工 総人工

1 式 11.67 11.67

11.67

技術者 配管工(機械工) 電工 普通作業員

単位人工 総人工 単位人工 総人工 単位人工 総人工 単位人工 総人工

1 式 3.57 3.57

1 式 5.44 5.44

1 本 1.20 1.20 2.00 2.00

1 本 0.35 0.35 0.45 0.45

2 台 0.60 1.20 1.10 2.20

2 台 1.71 3.42 1.30 2.60

2 式 0.38 0.76

2 枚 0.51 1.02

10 m 0.004 0.04

2 負荷 0.81 1.62

2 ループ 0.32 0.64

2 ループ 0.60 1.20

1 式 0.28 0.28

8.08 17.46 2.45

※ 建柱工の歩掛りは､農林水産省土地改良工事積算基準（施設機械）を参考(下記の表参照)

作業種別 単位 細別 単位

7m以下 本 0.90 38mm2以下 本

8m 本 1.20 55mm2以下 本

9m 本 1.50 90mm2以下 本

10m 本 1.80 90mm2以下 本

※がいし、アームタイ、足場ボルト、番号札、腕金、根枷等の取付け、 ※玉がいし、支線ガードの取付け、その他これに類するものは本歩掛に含む。

　掘削、残土処理、その他これに類する工事は本歩掛りに含む。 ※巻付グリップを使用する場合は、0.7倍とする。

項　　　目 機械設備労務費

小 配 管 布 設 人 工 集 計 表 別紙内訳表参照

合　　　計

項　　　目 電気設備労務費

ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ 設 置 工 数 別紙内訳表参照

電 線 管 布 設 工 数 別紙内訳表参照

建 柱 工 (CP 柱 8m) 下記表参照

ス テ ー ブ ロ ッ ク 設 置 工 下記表参照(電工:0.5*0.7=0.35 , 普通作業員0.65*0.7=0.45)

水位計設置工(液位検出端) 下水道用設計標準歩掛表P176(フロート)

水位計設置工(発信機類) 下水道用設計標準歩掛表P176(圧力式:技術者0.41+1.3=1.71)

接 地 工 下水道用設計標準歩掛表P186

接 地 埋 設 標 下水道用設計標準歩掛表P186

ケ ー ブ ル 埋 設 シ ー ト 下水道用設計標準歩掛表P180(100m=0.40人:1m=0.004人)

組合せ試験工(動力制御盤) 下水道用設計標準歩掛表P188

組合せ試験工(発信機類) 下水道用設計標準歩掛表P188(制御なし:フロート)

組合せ試験工(発信機類) 下水道用設計標準歩掛表P188(制御あり:圧力式)

プルボックス設置工(制御) 下水道用設計標準歩掛表P179(プルボックス)

合　　　　計

電工(人) 普通作業員(人) 作業種別 電工(人) 普通作業員(人)

1.50 ステーブロック 0.50 0.65

2.00 ステーブロック 0.60 0.70

2.50 打込アンカー 0.25 0.15

3.00 スクリューアンカー 0.30 0.30

内　　　容 数量 単位 算出根拠

内　　　容 数量 単位 算出根拠



機 器 等 据 付 工 集 計 表 大内貯管留排水ポンプ

据付 歩掛り 電気据付工

機器名称 数量 重量 種別 歩掛り 補正率 第1類.. 設備機械工 技術者 電工
普  通
作業員 輸送重量 備考

TON 人･台 第6類 人 人 人 人 TON

着脱式水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 2.0 0.221 2 1.48 2.96 0.442

ﾎﾟﾝﾌﾟ操作盤 1.0 0.144 1.2/2.1 1.20 2.10 0.144

引込開閉器盤 1.0 0.028 1.0/2.0 1.00 2.00 0.028

計 2.96 2.20 4.10

機械設備据付工(*0.9) 2.66 2.66

普通作業員(*0.1) 0.30 0.30

技術者 2.20 2.20

電工 4.10 4.10

類別歩掛り表 (第5類を除き抜粋) 配電盤 - 3 単位 面/人

作業種別 技術者 電工

現場操作盤 1 1.2 3.3

第1類 現場操作盤 2 1.4 3.3

第2類 現場操作盤 3 1.2 3.6

第3類 現場操作盤 4 1.6 3.6

第4類 現場操作盤 5 0.71 1.8

第6類 現場操作盤 6 0.88 1.9

第7類 現場操作盤 7 1.0 2.0

※ 第7類以外は算出した人員数の90%を機械設備据付工 現場操作盤 8 1.2 2.1
   とし､10％を普通作業員として計上する｡ ※ 屋内形、屋外形共通とする。寸法(mm)は概略数値を示す。

機械据付工

細別規格 摘要

自立形 W:700×H:1600

12.2Ｘ0.711
自立形 W:900×H:1600

4.8Ｘ0.776
自立形 W:700×H:1900

14.2Ｘ0.676
自立形 W:1000×H:1900

4.8Ｘ 壁掛・スタンド形 W:400×H:500

9.1Ｘ 壁掛・スタンド形 W:500×H:600

4.9Ｘ 壁掛・スタンド形 W:600×H:800

壁掛・スタンド形 W:800×H:900

分類
据付工(人)

Ｘ：1台当り質量（t）



小 配 管 布 設 工 数 集 計 表  (350mm以下)  抜粋
        (既設管廊内及び既設機器設置場所での作業) 大内貯管留排水ポンプ

種類 ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 防波管 配管用(白､黒)鋼管 鋼管接合

屋内 埋設 都市下水路 埋設 ﾌﾗﾝｼﾞ形

口径 設計数量 歩掛り 配管工 設計数量 歩掛り 配管工 設計数量 歩掛り 配管工 設計数量 歩掛り 配管工 設計数量 歩掛り 配管工 普通作業員

(mm) (m) (人/m) (人) (m) (人/m) (人) (m) (人/m) (人) (m) (人/m) (人) (枚) (人/m) (人) (人)

15 0.17 0.07 0.06

20 0.20 0.09 0.07

25 0.24 0.11 0.09

32 0.29 0.12 0.11

40 0.35 0.15 0.11 0.12

50 0.42 0.19 0.15 0.15 0.12

65 0.53 0.21 0.19 0.19 0.12

80 0.63 0.24 0.21 0.12

100 11.92 0.78 9.29 0.35 0.28 0.27 0.15

125 0.96 0.45 0.34 0.32 0.18

150 1.23 1.14 1.4 0.7 0.54 0.37 1.5 0.41 0.61 0.40 0.21

200 1.50 0.75 0.53 0.57 0.28

250 1.86 1.00 0.66 0.77

300 2.22 1.27 0.79 0.93

350 2.58 1.50 1.11

小計 10.69 小計 0.37 小計 0.61 小計 小計

合計 11.67 0



ｹｰﾌﾞﾙ･電線材料集計表及び設置工数計算書  (1/3) 大内貯管留排水ポンプ

電動機出力 5.5 KW

材料種類 EM 600V CE EM 600V CE EM 600V CE EM 600V CE EM 600V CE EM 600V CE

芯数 3C 3C 3C 3C 3C 3C 備考

公称断面積 2SQ 3.5SQ 5.5SQ 8SQ 14SQ 22SQ

区分 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出

No. 系統名称

1 引込～引込盤 5.75 0.20

2 引込盤～操作盤 1.00 0.40

3 操作盤～ﾊﾟﾄﾗｲﾄ 5.35 0.20

積算数量  計 5.35 0.20 6.75 0.60

補完率 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

積算数量  計*(1+補完率) 5.89 0.22 7.43 0.66

設計数量 5.9 0.2 7.4 0.7

材料  計 6.1 8.1

{歩掛り}    電工 0.021 0.018 0.016 0.021 0.018 0.016 0.026 0.023 0.020 0.029 0.026 0.023 0.037 0.033 0.029 0.047 0.042 0.037

{人工}電工(設計数量*歩掛) 0.123 0.003 0.273 0.020 人工計

計 0.123 0.003 0.273 0.020 0.41

設計数量 : 小数点第1位以内とし､次の位を四捨五入 (参考)

人工数及び補正 : 標準歩掛りの有効桁数と同一とし､小数点第3位以下を切り捨てる



ｹｰﾌﾞﾙ･電線材料集計表及び設置工数計算書  (2/3) 大内貯管留排水ポンプ
電動機出力 5.5 KW

材料種類 EM 600V CE EM CEE ﾎﾟﾝﾌﾟ付属動力ｹｰﾌﾞﾙ ﾎﾟﾝﾌﾟ付属制御ｹｰﾌﾞﾙ 水位計付属ｹｰﾌﾞﾙ（ﾌﾛｰﾄ） 水位計付属ｹｰﾌﾞﾙ（圧力式）

芯数 2C 3C 相当ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ 相当ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ 相当ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ 相当ｹｰﾌﾞﾙｻｲｽﾞ 備考

公称断面積 3.5SQ 1.25SQ CE8SQ×3C CVV1.25SQ*4C CEE1.25SQ×3C CEE1.25SQ×3C

区分 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出

No. 系統名称

1 引込～引込盤 5.45 0.20

2 引込盤～操作盤 1.00 0.40

3 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 2.00 22.40 0.40 2.00 22.40 0.40

（ﾎﾟﾝﾌﾟ）

4 ﾎﾟﾝﾌﾟ槽～ﾎﾟﾝﾌﾟ 16.24 16.24

（ﾎﾟﾝﾌﾟ）

5 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 1.00 11.20 0.20 1.00 11.20 0.20

（水位計）

6 操作盤～都市下水路 1.00 11.20 0.20 1.00 11.20 0.20

（水位計）

7 ﾎﾟﾝﾌﾟ槽～ﾎﾟﾝﾌﾟ 8.12 8.12

（水位計）

8 都市下水路 2.8 2.8

（水位計）

引込柱

積算数量  計 6.45 0.60 2.00 22.40 16.64 2.00 22.40 16.64 2.00 22.40 11.32 2.00 22.40 11.32

補完率 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

積算数量  計*(1+補完率) 7.10 0.66 2.20 24.64 18.30 2.20 24.64 18.30 2.20 24.64 12.45 2.20 24.64 12.45

設計数量 7.1 0.7 2.2 24.6 18.3 2.2 24.6 18.3 2.2 24.6 12.5 2.2 24.6 12.5

材料  計 7.8 45.1 45.1 39.3 39.3

{歩掛り}    電工 0.017 0.015 0.013 0.017 0.015 0.013 0.029 0.026 0.023 0.017 0.015 0.013 0.017 0.015 0.013 0.017 0.015 0.013

{人工}電工(設計数量*歩掛) 0.120 0.009 0.063 0.639 0.420 0.037 0.369 0.237 0.037 0.369 0.162 0.037 0.369 0.162 人工計

計 0.120 0.009 0.063 0.639 0.420 0.037 0.369 0.237 0.037 0.369 0.162 0.037 0.369 0.162 3.03

設計数量 : 小数点第1位以内とし､次の位を四捨五入 (参考)

人工数及び補正 : 標準歩掛りの有効桁数と同一とし､小数点第3位以下を切り捨てる



ｹｰﾌﾞﾙ･電線材料集計表及び設置工数計算書  (3/3) 大内貯管留排水ポンプ
電動機出力 5.5 KW

材料種類 EM IE EM IE EM IE EM IE EM IE EM IE

芯数 備考

公称断面積 2SQ 3.5SQ 5.5SQ 8SQ 14SQ 22SQ

区分 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出 管内 FEP 露出

No. 系統名称

1 引込盤～操作盤 1.00 0.40

2 操作盤～ED 2.50 1.20

3 操作盤～ELA 2.50 2.20

積算数量  計 6.00 3.80

補完率 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

積算数量  計*(1+補完率) 6.60 4.18

設計数量 6.6 4.2

材料  計 10.8

{歩掛り}    電工 0.010 0.009 0.008 0.011 0.009 0.008 0.014 0.012 0.011 0.016 0.014 0.012 0.020 0.018 0.016 0.024 0.021 0.019

{人工}電工(設計数量*歩掛) 0.092 0.046 人工計

計 0.092 0.046 0.13

設計数量 : 小数点第1位以内とし､次の位を四捨五入 (参考)

人工数及び補正 : 標準歩掛りの有効桁数と同一とし､小数点第3位以下を切り捨てる



電線管集計表及び布設工数計算書  (1/2) 大内貯管留排水ポンプ
電動機出力 5.5 KW

材料種類 硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管

規格 PE82 PE70 PE54 PE42 PE36 PE28 PE22 HIVE22 HIVE16 備考

埋設 露出 埋設 露出 埋設 露出 埋設 露出 埋設 露出 埋設 露出 埋設 露出 埋設 露出 埋設 露出

No. 系統名称

1 引込～引込盤(200V) 5.75

2 引込盤～操作盤(200V) 1.00

3 引込～引込盤(100V) 5.45

4 引込盤～操作盤(100V) 1.00

5 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 2.00

（ﾎﾟﾝﾌﾟ）

6 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 1.00

（水位計）

7 操作盤～都市下水路 1.00

（水位計）

8 引込～操作盤 5.35

（ﾊﾟﾄﾗｲﾄ）

9 引込～操作盤 5.35

（NTT）

10 操作盤～接地 1.50 1.00

11 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 1

（ﾎﾟﾝﾌﾟ制御）

積算数量  計 8.75 3.00 17.15 1.50 1.00

補完率 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

積算数量  計*(1+補完率) 9.63 3.30 18.87 1.65 1.10

設計数量 9.6 3.3 18.9 1.7 1.1

材料  計 9.6 3.3 18.9 2.8

{歩掛り}    電工 0.320 0.384 0.260 0.312 0.220 0.264 0.170 0.204 0.120 0.144 0.100 0.120 0.080 0.096 0.054 0.064 0.044 0.052

{人工}電工(設計数量*歩掛) 1.382 0.396 1.814 0.074 0.057 人工計

計 1.382 0.396 1.814 0.074 0.057 3.72

PEﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

設計数量 : 小数点第1位以内とし､次の位を四捨五入 (参考)

人工数及び補正 : 標準歩掛りの有効桁数と同一とし､小数点第3位以下を切り捨てる



電線管集計表及び布設工数計算書  (2/2) 大内貯管留排水ポンプ
電動機出力 5.5 KW

材料種類 波付硬質ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(FEP)

規格 100 80 65 50 40 30 備考

No. 系統名称

1 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 22.40

（ﾎﾟﾝﾌﾟ）

2 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 11.20

（水位計）

3 操作盤～都市下水路 11.20

（水位計）

4 操作盤～ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 11.20

（ﾎﾟﾝﾌﾟ制御）

積算数量  計 22.40 33.60

補完率 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

積算数量  計*(1+補完率) 24.64 36.96

設計数量 24.6 37

材料  計 24.6 37.0

{歩掛り}    電工 0.06 0.045 0.04 0.035 0.031 0.026

{人工}電工(設計数量*歩掛) 0.762 0.962 人工計

計 0.762 0.962 1.72

設計数量 : 小数点第1位以内とし､次の位を四捨五入 (参考)

人工数及び補正 : 標準歩掛りの有効桁数と同一とし､小数点第3位以下を切り捨てる



コ ン ク リ ー ト 材 料 計 算 書 （１／１） 大内貯管留排水ポンプ

No. 1 数 量 １式 コ 鉄筋・無筋

名 称 配管部 ン 砕

ク
リ 石

ー
ト 工

配管150A 工 （ｍ３）

モ =((π/4)*(0.356^2-0.1652^2))*0.125 =((π/4)*(0.356^2-0.1652^2))*2

6 ル 型

5 タ

3 ル

φ 充 0.01 枠 0.156

填 （ｍ３） （ｍ２）

モ =((π/4)*(0.356^2-0.1652^2))*2

ル t=30mm 捨
タ て

125 ル コ
仕 0.156 ン
上 （ｍ２）

No. 2 数 量 １式 コ 鉄筋・無筋

名 称 電線管部 ン 砕

ク
リ 石

ー

動力FEP40*2 ト 工

工 （ｍ３）

モ =((π/4)*0.206^2-(((π/4)*0.04^2)*2+ =((π/4)*0.206^2-(((π/4)*0.04^2)*2+

6 ル  ((π/4)*0.03^2)*2))*0.125 型  ((π/4)*0.03^2)*2))*2

0 タ

2 ル

φ 充 0.004 枠 0.059

制御FEP30*2 填 （ｍ３） （ｍ２）

モ =((π/4)*0.206^2-(((π/4)*0.04^2)*2+

ル  ((π/4)*0.03^2)*2))*2 t=30mm
タ

125 ル
仕 0.059

上 （ｍ２）



複 合 材 料 計 算 書（１／１） 大内貯管留排水ポンプ

No. 1 数 量 1 =(((1.32+0.6)*1.2)/2)*20

名 称 電線管部 残
掘

土

GL 処
削

勾配(1:0.3) 23.0 理

0

（ｍ３） （ｍ３）

0

=(((1.32+0.6)*1.2)/2)*20

2 埋

1

戻

600 掘削距離=20m
ＭＰ号数=3号 し 23.0

（ｍ３）

No. 2 数 量 1 =(((1.14+0.6)*0.9)/2)*1.3

名 称 配管部 残
掘

土

GL 処
削

勾配(1:0.3) 1.0 理

0

（ｍ３） （ｍ３）

0

=(((1.14+0.6)*0.9)/2)*1.3

9 埋

戻

600 掘削距離=1.3m
し 1.0

（ｍ３）


